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我校の高校生の心理状況

出野上良子

無気力・無関心・無資任の三無主毅、教師と生徒との断絶、学校生活の退廃化、生徒の政治活動、

受験地獄、予備校化等、多くの高校生について鵠ら札る言葉がある。これらの言葉は,'使い古され

たような感じ〃を伴って私に対時している。が、生徒達が自分運の高校生活をどのように考え、悩

み、どのように生活しているのか、また、どのように生きようとしているのかを、iiiI2の授業（保

健）３年間を集約して、付属校というエリート学校（県下での一流技）での、生徒達の現実の姿を、
本稿で少しでもうきぽりにできればと思う。

＜Ｉ中学生活＞

高校生活を述べる前に、付属高校に１１０名進学する付属中学の現状について触れよう。

付属中学は、今まで付属小学校約６０名、外部の小学校約７５名という枠で入試選抜が行なわれ

ている。県下の小学校の選り抜きが我が枝をめざし十数倍の雌関をくぐって入学してくる。彼等は
その時、何を感じたのだろうか？

『中１人学当時、僕には誰一人知り合いはなかった．２か月もすればクラスのみんなと自然に親

しくなれるだろう、それまで寂しいが我慢しようと思い、学校に来ていた。ところが、一、二か月

経っても調子がおかしい。ますますクラスメートは冷たくなっていくみたいだ。もちろん教師は冷

たい。何という奴らだ。同じ人間だという気が起こらぬ。僕はもうここで自分自身をｌ~一人地賦に
●● 

iM;とし込まれた股も残酷な刑一無視一をもっていじめられている哀れな人間」として自己憐119

をもって甘やかし、他方、学校の全てを、両観を我が憎むべき敵として恨んだ。なぜ、友達になれ
Ｃ 

なし､のだろう。当時の僕としては、そこに染まった奴らが各校選り抜きの鬼であるからとしか考え

られなかったのは無理からぬことじゃないか？………「こんな学校の奴ら誰もはじめから信じなか

ったらええのや。あんな奴らこつちから無視したる。いくらあいつらが無視しやかってもへこたれ

へんぞ」という理論を得た。陰湿な歪んだ心から出る逃避へと一変した。登校途中のあの子の不愉

快な市内循環のパスの中で、先の言葉を呪文のように唱えた記憶は生々しい。」
●●● 

『中学に入って一人で－時間もかかって、学校へ行かねばならなかった。今までみんなにちゃぼ
● 

やされていた私が一人になった。ひとりぽっちになった。一人で勉強するほかなかった。いろんな

鵬で自分が相手にされないことをすこし悲観するようになった。………あまりにも頭の良い人逮が

染まりすぎている。素直に自分が表現できない。自分の内部を必死に他人に見破られないようにし
た。』

県下の一流枚とみなされている付属高校の前段階である付属中学校をめざして、彼等は遊びたい
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さか、の小学校から、個別に教師から特別の指導を受けたり、塾へ通い、受験問題蝿を夜遅くまで

解き、必死に自己を駆りたてるのである。だが、勉強することで良い成織が得られる小学生達はそ

れなりのはりあいも優越感も持ち、目的に向かって努力する。しかし一方、その過程で、彼等は友

人を敵とみなし、切り捨て、教師、両親に対する不信感、はては自分に対する不信感までも増長さ

せていくのである。

入学後、彼等は自己と同じような友人に囲まれ、小学校時代には優等生であり、リーダーであっ

たという自らの拠り所を見失ない、〃仲間がいない、味方もいない〃という一人孤立した状況に押

し込まれていく。『こんな学校の奴ら誰もはじめから信じなかったらええのや。あんな奴らこつち

から無視したる。いくらあいつらが無視しやがってもへこたれへんぞ」という言葉で端的に表現さ

れるように、友人に対する期待、信頼よりも、必死で自己る守ろうとし、自己のカラに閉じこもろ

うとするのである。優等生を集めても、その良さが互いに働きかけ、関迎しあい、引き伸ばされる

のではなく、むしろ、窒息させられてしまう悲劇が彼等の現実であろう。〃他校の選り抜きの鬼〃

''地域的関連の薄い者〃に囲まれ、彼等は結局、中学生活が大学へいくための一つの段階でしかな

いということをうすうす感じはじめるのである。

＜Ⅱ高校生活＞

そして高校入試がなされ、付属中学の二十数名が落とされ、外部から二十数倍の倍率で入学して

きた新入生＝県下の中学生の超エリートをむかえる。末端を切り捨て、上圃を入れるこの制度＝入

試によって、彼等の悲劇は高校時代という自己の将来や人生にまつわる鞭象を今まで以上に自分の

目でみつめようとする時期に一層、強まり続ける。

１友人関係

『高校に合格しても、心の暗さは消えなかった。この俺自身こそが食欲で＝ゴイスティックで信

ずるに足らない人間どもの股も顕著な一例であると気付いたからだ。まわりの人間を下劣と決めつ

けるならおまえこそ下劣で存在する価値のない人間じゃないか？！」

『人間なんて、結局一人なんだ。人間と人間のつながりなんてすごく薄いものだし、それを頼り

にしすぎると間迎いだと思うようになった。』

『自分の将来について考えなければならないぎりぎりの時期に来て、私はひとりと、残されてし

まったような心細さとあせワを感じています。魁は間近に迫っている高三＝灰色の受験生活、そし

て大学受験がそんなに遠い日でないことをぼんやりと意識したのです。ところが友逮はそんなこと

はとうの昔から気づいて、自分自身の道を求めて、そこに向かって歩きはじめているみたいなので

す。私はその時ほど友人と自分とのへだたりを感じたことはありませんでした。』

自己に対する不信感を基に、友人を見つめる彼等は、決して、不信感をぬぐい去ることはできず、

友人へのより強い警戒心となっていく。日常茶飯事的な話題でしか、つかの間の友燗を交流しあう
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だけである。〃親友がほしい。同じ悩みを、心の奥底を理解しあえる友がほしい｡"とほとんどすべ

ての高校生は叫んでいる。だが、結局、エゴイスティックな人間同士なのだという認識に彼等はあ

きらめをもって到藩するのである。巡帝感のない学校生活への不安を彼等はどのように打ち消そう

としているのだろうか？ゆけるのだろうか？

２余裕のなさ

『生活に焦点が無くなってきた。スカみたいな気分であることが多い。……やることに余裕がな

い。高校に入ってから格段に健し<なって、すべきことに追いかけ回されているようだ｡』

『時間がいくらあっても足りない。学校で教わる内容が多くてむずかしすぎる。一日にせめて３０

分ぐらいポケーとする時間がほしい。』

「マッハのスピードですぎてゆく毎日』

中学生時代は、まあまあ余裕のあった彼等もその教育課程に必死についていこうと努力する。

『毎日、家へ帰って勉強して。･･･…もっとやらんともっとやらんとと考え、思いつめながら結局、

何もできあがらずにいる。近頃は机のiiilに坐ってから乗りきるのにずいぶん苦労する。自分を勉強

に駆る時の言い切れぬ苦しさ、僕はこれに繭える。何にでも辛抱して生きる。それだけしかできな

い。』

しなければならないこと＝勉強＝自この将来を決定するものに彼等は疲れ、’'生き生きしている

自分〃を見つけ出す場さえ確保できない自分を患じはじめる。何のための勉強なのか？と……。

５勉強に対する疑問

『昔の自分はこうじゃなかった。まったく別な人間になってしまった。少しiiiまで僕はよく勉強

した。そして、イヤだなあという気持は起こらなかった。しかし今では何もかもヤル気がしない。

このままではダメだなあと思うが、この状況から抜け出せない。いや、抜け出そうとする気さえお

こらない。』

『アー、今日も111調な一日が始まるのか。授業内容にはいる。セッセ、セッセと黒板を写し、問

題を解いたりして。あくる日もあくる日も同じことの繰り返し･数学の問題を解いている時、英語

の単語を調べている時、フーと「何のための勉強なのだろう、どうしてこんなにまでして勉強しな

くてはならないのだろう。」そんな思いが脳裏をかすめる。』悩み考えてもその矛盾は解らない。
それなら

『どうせ、考えたって解らぬことに悩む暖があれば、少しでも勉強して、より良い大学にはいる

ことだ｡』

と、ワリキル生徒も出てくるのである。

しかし、余裕のない彼等であっても、いやそうだからこそ、より繭極的、園動的な世界（生きが

いをつかめる領域）に自らが浸ることにあこがれを持つ。が、現実の自分達のみじめな姿をみつめ

て、彼等の葛藤はより深くならざるを得なくなる。
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『冬期オリンピックの花形、プィギアの選手達は氷の輔のように腿動するリズムに乗って、強く

優美に踊る。その選手達の中には、１５，１６，１７のティーンエイジャーが目立つ｡練習時間１

日に６時間とか８時間とか。氷に対するまさに執念のようなもの。しかし、それはそれだけに実を

結び、人々を楽しませるに至っている。自分のために日夜、練習に励んでいる。身心とも成長する

ことをめざして。私はみじめだった。私の全く見知らぬ世界。しかし、私はそのはるかに私の生活

に恨やましいと感じるのである。平凡な一高校生が「何かをつかみたい」ともがいている。くい入

るように見つめたスケーティングに彼女はどれだけその片隅で小さくなっている自分を見出したこ

とか？!。』

将来の理想もすっかりぼやけてしまい、何の新しさも感じなくなってしまった彼等は、それでも

懸命に現状から逃げだす出口をさがそうともがく。

『実は言いたくてたまらないこと、叫ばずにはおれないことはいっぱいあるのです。震えてくる

焦り、不安、怒り………ところがもうとことんまで追いつめられてどうしようもなくなった時、ふ

と気づくのです。大上段にふりかぶって吠えたてるのをやめて、ちょっと斜めに櫛えてみれば、け

つこうおもしるおかしく生きてゆけることに。なんだかパカバカしいような、白け切ったような、

それでもやっぱり心の奥底には何かしっくりいかないものが残っているのです。そこでまた、うじ

うじと、結局、自分は何にもやり切れないんだと、あきらめたような、居直りのような……。しか

し、どう居直ったところで、やっぱり苦しいのです。だからこそ闘うしかないんじゃないか。とこ

ろが剛うのが苦しい。しんどくて、しんどくてたまらない。僕が宮いたいことをたった一言で言い

表わすとすれば、それは「苦しい、だから助けてくれ」になるのではないかと正直なところそんな

気がするのです。』

『襖は、いつも逃げ出したい気持を抱いて歩いている。逃げ出すスキをうかがいながら歩いてい

る。だけど、いつまでたっても逃げ出せない。』

現実の矛盾を真正面に据えて、それに取り組むエネルギーは、もはや、彼等にはない。〃苦しい

助けてくれ'’〃逃げ出したい〃という気持へと傾斜していくが、決して、誰も彼等を助けられな

いし、逃げ出す出口も見つからない。そんな気持を霧散させ、一瞬でも忘れるために、彼専の中に

はクラブ活動に活路を求めるものもいる。

４勉強とクラブ活動との対立

『私の生きがいは何かと尋ねられたら、111噸、ロック、クラブと糠えるでしょう。絶対に勉強な

どと答えないでしょう。浬達は決められたコースをいやがおうなく歩まされている。その没個性的

な画一化された''つめ込み教育''を受け、一夜づけで試験を受けて、勉強する。そうして、大学へ

行って、どうなるというんや。………すべての俗世界のイザコザを忘れて、自分一人だけの世界に

ひたる。これを私は求めるのです。』

特に連動クラブの場合、かなりの疲労を感じながらも彼等は充実感一したいことをしている自

分一を得ることができる。が、しなければならない勉強とクラブ活動との両立に、高二になれば、
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より困難を感じはじめるのである。

『クラブを退却すべきか、せぬ方が良いかと考える。勉強の上で不利な点が多くなってきたから

だ。中学の頃は一夜づけでもなんとか間に合った。しかし、高校になるとそんなわけにはいかない。

「クラブをやっても家に帰って集中的に勉強すればよいし、その方が勉強にも力がはいる」という

僕にとってはパカバカしいと思われる意見がある。とうていムリだ。練習を終えて、帰宅し、いざ

勉強となると、もう９時、１０時。それから勉強して何が頭に入るというのだ。一日の勉強で傭一

杯。だが、クラブを焼けたい気持も一方に十分ある。』

『クラブと勉強の両立については、そろそろ体力の限界であると認識しているのですが、さてや

めるとなると悩むのです。』

真面目に自己の解放の場、自己表現の場を見つけ出そうと努力している生徒連も、勉強しなけれ

ばならないという気持＝受験の圧力から、決して、自由ではない。我佼のクラブ活動のほとんどが

高二の段階で終わってしまう班は、非常に残念なことではあるが、そのような現実にも、彼等のギ

リギリの誤歩があることを忘れることはできない。

『両立は単なる理想でしかない。各個人にも限界というものがある。たとえ、それが敗北であっ

ても、どちらかの道を選ばなければならない。そして、もちろん、僕は勉強をとる。この学歴万能

の社会を否定こそすれ、拒否することはできない。とにかくクラブをやめることは、単なる妥協で

はないんだ、前進のための手段なのだと、僕は自分に言いきかせる。」

今、やりたいことが１－分になされないままに、しなければならない勉強へと、彼等は自分を自分

なりの勤理で説得して、駆り立てるのである。

５高校生は〃くだらない物体〃なのか？

では、日常の学習の場一学校一で、充実惑を得ることができる場を失ってしまった生徒達は
どうなるのだろうか？

『僕は今､何班にも感動することができない。一時的な享楽ならあるけれど、それは生活の入ｉ

にはならない。すべての事が無意味に見える。僕には自殺する度胸もない。しかし、朝、目を党し

た時、いや、それ以前の眠っているうちに、何の苦痂もなく、何の意識もないうちに死ねるとした

ら、そんな郎合のよい方法があるとしたら、僕は死を希望するだろう。どうして人間はしたくもな

いことをして生きてゆかねばならないのだろう？……僕のアウトサイダーの動機はきわめて単純

かつ幼稚なことから始められた。社会に順応していくための行為（主に勉強）をしているうちに、

誰もが経験する''行きづまり''に出合った時、僕はそれを前向きに解決しないで、ヤケクソになっ

て、一秘のノイローゼになった。そういう状態で、数か月を過ごした時に考えたことは、すべてを

捨ててしまえば、この鯉寵な精神状態から解放されるのではないかということである。完全にそれ

を達成できれば幸せだったろう。しかし、それを完全に達成するということは「死」以外にはあり

えない。それをする度胸もなく、ただ、中途半端な状態でもがいているうちに僕は今のような’'く

だらない物体〃になってしまったのである。未来への展望なんか何一つない。』
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可一一

槻々な苦しみ、矛盾を何一つiltI向きに解決することを具体的に知らない、又、知らされない状況

が極限まで達した時、自殺への志向が、にェつき、と首をもたげる。でも死ぬことができず、現状

も解決できずに、もがいている彼等は、自己を''くだらない物体'’としか認識できなし､ほどのギリ

ギリの状況へと追い込まれる。本来、期待と不安が入り混じって動く彼等の未来というものが、既

に、あきらめを必要とする定められた大きな壁としか彼等の目には映らない時、未来に対する確信

のなさ、生きてゆくうえの展望のなさへと帰結することは当然であろう。彼等をここまで追いつめ、
〃

驚くべき言葉（''くだらない物体''）までも、彼等のロからばかさせたものは一体、何なのだろう。

１１１純な要因ではなく、櫛々な条件・原因瀞が、相合・相乗されている現実に対して、私達教師は、
●●● 

彼等にどのように、この展望を示すことができるのだろう？しかし、展望を示す糸口をさぐらな

い限り、私達も又、現状に埋もれた''くだらない教師''でしか、あり得ぬことを自分に宮いきかせ、

本稿を終える。機会があれば、次回に、その糸ロをさぐる手だてを考察したいと思う。
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中学英語教科書に現われる

動詞の実用性の比較研究（その一）

中
＝鯰
ロ

西正三

岡一郎

Ｉはじめに

昭和４７年度から中学校の新学習指導要領が実施され、それにともなって中学校の英語教科函は

大綱に改訂された。

昭和４６年の秋に新教科翻を選ぶにあたって５緬頚の新教科闘を比較検討したが、その際にいち

ばん璽点をおいた観点の一つは動詞のあつかいかたである。それはかねてより英語教科瞥の動詞に

ついては、違った角度から綱選されるべきだと考えていたからである。

「指導啓」によると動洞は１１６の必修語が指定されているが、その他の動詞の数と種類を興味

深くみた。また各教科瞥であつかわれている動詞そのものが、必修語であるといなとを問わず、頻

度の高いしかも平易な語であるかどうかを念入りに調べた。

その結果、本校では新しい使用教科聾としてＥｖｅｒｙｄａｙＥｎｇｌｉｓｈ（中教出版）を採択した

が、この際に、中学校で使用される教科轡のなかの動詞を比較調査して、今後、生徒の言語活動を

より実際的、より充実したものにする手がかりにしたいと思った。

凋査の瞳点をとくに助詞に限定したのは、動詞がＳｅｎｔｅｎｃｅＰａｔｔｅｒｎの中心であり、中

学校の英語学習においては、「動詞をマスターできれば英語がわかった」といっても過言でないか

らである。

また一方、わが国における英語教育の効果があがっていないとの指摘もあるが、爽悩をいえば、

各科目の負担が大きい、１クラスあたりの人数が多い、英語の標準授業時数が少ないなどの不利な

条件のために、生徒たちの学習効果はあがらないでいる。

したがって、この不利な条件のもとでは、教材はできるかぎり綱遇されなければならない。語虹

についても、基本的なものを学習させるように細心の配慮を必要とする。

新学習指導要領では「身近かな」英語が強調されているが、各教科聾では、それがどのように具

体化されているか、動詞については、どのようなものが使用されているか、またそれらの動詞がほ

んとうに「身近かな」ものであるかどうかはきわめて興味深いところである。

助詞については、その価類とそれがどのように使用されているかが問題になるが、ここでは、そ

の柧類に限って潤査をすすめた。

Ⅱ調査のねらい

「はじめに」で述べたように、この劉査は新学習指導要領に単拠した５種類の中学英語教科圏で

７ 



使用されている動詞だけを対象としたものである。

各教科闇の第１学年用から第３学年用のすべてに使用されている助詞をまとめ､各教科謝間の動詞

の種類を比較検討した。その結果、動詞の柧類の総数は、必修語をふくめて２７６である。ただし、

ｈａｖｅとｂｅについて、「指導四」では、必修語としてその変化形があわせて示されているが、

それぞれ１麺類と数えた。

ところで、必修語以外の動詞については、各教科聾によって甜類がさまざまである。したがって、

これら２７６種類の動詞が、英語学習に比較的よく利用されている初級用辞宙や会話教本など９点

（表Ｉ参照）に収録されているかどうか、すなわち、教科凹に使用されている助詞がどの程度基本

的な英語であるかを捌べてみた｡

比較対象として英米人によって絹集されたものばかりをとくに選んだのは、新学習指導要領の

「身近かな」という観点と英米人のそれとを比べてみることが重要であると考えられたからである。

Ⅲ調査の結果

（１）教科書の動詞

哀Ｉ中学校英昭教科密に使用されている動詞
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〔注１１．ｓＴ＝中学校英語教科(ＩＩ

ＥＥ＝ＥｖｅｒｙｄａｙＥｎｇｌｉｓｈ 

ＮＰ＝ＮｅｗＰｒｉｎｃｅＥｎｇｌｉｓｈＣｏｕｒｓｅ 

ＮＨ＝ＮｅｗＨｏｒｉｚｏｎＥｎｇｌｉｓｈＣｏｕｒｓｅ 

ＴＥ＝ＴｏｔａＩＥｎｇｌｉｓｈ 

ＢＳ＝ＢｌｕｅＳｋｙＢｏｏｋｓ 

ＤＣ＝初級辞密および会話教本

ＬＪＥ＝Ｌｏｎｇｍａｎｓ’ＪｕｎｉｏｒＥｎｇｌｉｓｈＤｉｃｔｉｏｎａｒｙ、1965．
（a)＝1500ｖｅｒｙｃｏｍｍｏｎｗｏｒｄｓ 

（b)＝５５００ｍａｉｎｗｏｒｄｓ 
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LWT＝LifeWiththeTaylors･ｌ９６ａ 

Ｅ９＝Ｅｎｇｌｉｓｈ９００．１９６４． 

ＥＴＰ＝EmglishThroughPictures･Bookll96qBookU1957･ 
ＴＷＥ＝Ｔｈｏｕｓａｎｄ－ｗｏｒｄＥｎｇｌｉｓｈ、1972．
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ＬＩＮ＝ＬｉｎｇｕａｐｈｏｎｅＡｍｅｒｉｃａｎＥｎｇｌｉｓｈＣｏｕｒｓｅ、1971．
ＣＯＲ＝ＣｏｒｔｉｎａＭｅｔｈｏｄＡｍｅｒｉｃａｎＥｎｇｊｉｓｈ、1966.

ｉｎｔｅｒｅｓｔｂｅｉｎｔｅｒｅｓｔｅｄｉｎは必修連語に指定されているが、
ｉｎｔｅｒｅｓｔは他動詞としての説明もない教科留もあるの

で、必修語からはずした。

＊印は必修語

○印はその語が使用されていることを示す。

ｂｅｈａｖｅは変化した形を除き、それぞれ一語と数えた。
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表Ｉは、「調査のねらい」で述べた、各教科爵に使用されている動詞の種類を表にしたものであ

る。

これでみると、必修語については数個の例外を除いて、おおむね妥当な語が選ばれていると考え

られる。

しかし、必修語以外の語については、教科瞥間でかなりのばらつきがみられ、また、ＳＴとＤＣ

の間にもいくつかの意外な結果がみられる。この相関関係をさらにくわしく検討したのが以下の(2)

～ｕ)である。

（２）教科野間の比較

表uは必修語以外の助詞で１種類の教科沓にしか使用されていないものを教科瞥別に示したもの

である。

表Ⅱの上段は、ＤＣの使用率５０％以下の動詞、下段は、ＤＣの使用率６０％以上の吻伺を示し

ているｏ

二つのグループに分頑したのは、－tn類の教科画にしか使用されていない場合でも、「身近かな」

語であるかどうかの問題が残るからである。

たとえば、ＮＰのａｃｈｅは他の４種類の教科醤にはなく、しかもＤＣの使用率２０％以下の語で

ある｡他方、ＥＥのｐａｓｓは他の４麺類の教科UIにはないが、ＤＣの使用率８０％以上の語であ

る。

〔参考〕 必悠語に指定されてはいないが、すべての教科茜に使用されている動詞は次の
10鍋である。

ｂｅａｒｃｈａｎｇｅ，ｃｌｏｓｅｃｏｖｅｒｄｉｅｅｎｊｏｙ，ｍｅａｎ Ｄ Ｄ 

ｍｏｖｅ，ｐｉｃｋｒａｉｎ Ｄ 

1８ 



表Ⅱ－柧類の教科番にしか使用されていない動飼

〔注〕１．＊印はＤＣの使用率２０％以下

２はＤＣの使用率８０％以上

1９ 

ＥＥ ＮＰ NＨ ＴＥ ＢＳ 

ＤＣの使用率釦先以下の動詞

・ｆｒｙ

ｈｕｎｔ 

Ｉａｓｔ 

ｐａｕｓｅ 

ｐｌａｎｔ 

ｐｒａｕｓｅ 

＊ａｃｈｅ 

ｂｒｅａｔｈｅ 

cｅｌｅｂｒａｔｅ 

＊ｃｉｒｃｌｅ 

ｃｏｎｔｒｏｌ 

*ｄｅｃｏｒａｔｅ 

ｄｉｇ 

ｄｉｓｃｕｓｓ 

中ｅｎＶｙ

*ｇｕｉｄｅ 

IｎＪｕｒｅ 

ｍａｒｋ 

*ｓｅｅ。

＊Ｓｐｅａｒ 

ｓｗＩｎｇ 

*ｗｅｌｃｏｍｅ 

ｗｒｅＣｋ 

ａｔｔｅｎｄ 

＊ｂｌｏｏｍ 

ｂｏｗ 

cｏｌｏｒ 

＊lｍｐｒｅｓｓ 

ｍＩＸ 

ｐａｒｋ 

ｓｃｏｌｄ 

ｓｈｏｃｋ 

ｓｔｅａｌ 

bｏｔｈｅｒ 

cｏｎｔｉｎｕｅ 

＊ｄｅｓｉｇｎ 

ｄｅｖｅｌｏｐ 

ｅｓｃａｐｅ 

fｏｌｄ 

*Ｏｐｅｒａｔｅ 

＊ｏｖｅｒｃｏｍｅ 

ｓｈａｒｅ 

ｓｏｕｎｄ 

tｒａｎｓｌａｔｅ 

Ｃｏｍｍａｎｄ 

ｈｅａｄ 

ｋｉｃｋ 

＊ｎｏｓｅ 

*ｐｒｏｎｏｕｎｃｅ 

＊ｒｅｃｏｒｄ 

ｒｅｐｅａｔ 

＊ｒｏｂ 

＊ｔａｋｅ 

ｗａｔｅｒ 

ＤＣの使用率印兜以上の動詞
ｆｉｘ 

ｐａＳＳ 
－ 

ａＩ１ｏｗ 

ｍａｉｌ 

ＳｕｐｐＯＳｅ 

ｔｒａｉｎ 

ｂｌｏｗ 

cｈｏｏｓｅ 

｣二２２

ｍｉｎｄ 

ｐｒｏｍｕｓｅ 

rｅｃｅｉｖｅ 

ｓｍｏｋｅ 

ｂｅｌｏｎｇ 

ｆｏｌｌｏｗ 

ｐｒｅｐａｒｅ 

ｓｅｅｍ 

ｔａｓｔｅ 

ａｄｄ 

ｓｐｅｌｌ 

Ｓｔｒｉｋｅ 



(3)必修語との関係

表、ＤＣの使用率６０％以上で必修路でないもの

● 

１．Ａは表Ｉで示した語と番号

２．Ｂは使用されている教科轡の秘類

3.---はＤＣの使用率８０％以上

〔注〕

表mは、必修語に指定されてはいないが、ＤＣの使用率６０％以上および８０％以上の助詞をぬ

2０ 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

2．ａｄｄ 

3．ａｇｒｅｅ 

４･ａｌｌｏｗ 

9．ｂａｋｅ 

11．ｂｅａｒ 

15．ｂｅｌｉｅｖｅ 

16．ｂｅｌｏｎｌｇ 

17．ｂｌｏｗ 

26．ｂｕｒｎ 

３０・ｃａｒｅ

34．ｃｈａｎｇｅ 

36．ｃｈｏｏｓｅ 

40．ｃｌｏｓｅ 

47．ｃｏｏｋ 

48．Ｃｏｕｎｔ 
-

49．ｃｏｖｅｒ 

54．ｄｅｃｉｄｅ 

58．ｄｉｅ 

61．ｄｉｓｃｏｖｅｒ 

65．ｄｒｅｓｓ 

68．ｄｒｏｐ 

70．ｅｎｄ 

71．ｅｎｊｏｙ 

72．ｅｎｔｅｒ 

75．ｅｘｃｕｓｅ 

76．ｅｘｐｌａｉｎ 

79．ｆｅｅｌ 

81．ｆｉｌＩ 

85．ｆｉｘ 

88．ｆｏｌｌｏｗ １２１２５４１１２２５１５４３５２５３２１２５２３２４２１１ 
98．ｈａｐｐｅｎ 

103．ｈｉｄｅ 

104．ｈｉｔ 

108．ｈｕｒｒｙ 

109．ｈｕｒｔ 

116．ｊｏｉｎ 

117．ｊｕｍｐ 

126．ｌａｕｇｈ 

127．ｌａｙ 

128．ｌｅａｄ 

146．ｍｅａｎ 

148．ｍｉｎｄ 

150．ｍｏｖｅ 

151．ｎａｍｅ 

157．ｏｗｎ 

160．ｐａｓｓ 

162．ｐａｙ 

163.．ｐｉｃｋ 

ｌ“＿ｐｌａｎ 

168．ｐｏｉｎｔ 

169．ｐｒａｃｔｉｃｅ 

171．ｐｒｅｐａｒｅ 

173．ｐｒｏｍｉｓｅ 

175．ｐｕｌｌ 

177．ｐｕｓｈ 

182．ｒｅｃｅｉｖｅ 

ｌ８４・ｒｅｍｅｍｂｅｒ

187．ｒｅｓｔ 

188．ｒｅｔｕｒｎ 

190．ｒｉｎＲ １３４４３１４３２２５１５３２１３５２２３１１４２１４２３３ 
195．ｓａｉｌ 

ｌ９６・ｓａｖｅ

201．ｓｅｅｍ 

204．Ｓｅｒｖｅ 

205．ｓｅｔ 

210．ｓｈｏｐ 

211．ｓｈｏｕｔ 

２１４･ｓｌｇｎ 

22ｑｓｍｅｌｌ 

ｍ２・ｓｍｏｋｅ

227．ｓｐｅＩＩ 

233．ｓｔｅｐ 

麹5二Ｓｔｒｉｋｅ

237．ｓｕｐｐｏｓｅ 

238．ｓｕｒｐｒｉｓｅ 

244．ｔａｓｔｅ 

252．ｔｏｕｃｈ 

253．ｔｒａｉｎ 

西5．ｔｒａｖｅｌ

262．ｗａｋｅ 

268．ｗｅａｒ 

27ｑｗｉｎ 

272．Ｗｏｎｄｅｒ 

274．ｗｏｒｒｙ ３４１４２３３２２１１２１１４１３１３２２２２２ 



きだしたものである。

この表をみると、かなりの数の基本的な動詞が必修語になっていないことがわかる。つまり、必

修語の勤同はきわめて制限されたものである。したがって、初級学習にはある程度の語故制限はや

むをえないものの、学習をより釣合のとれたものにしていくために、これらの助詞をどうとり入れ

るかが一つの璽要な課題である。

各教科勘でこれらの語がどの程度とり入れられているかについては、次の表Ivに示すことにする。

〔参考〕６）一方、必修語に指定されている助詞でＤＣの使用率５０％以下のものは
次の５語である。

ｌｅｎｄＵｌｉｅＤｓｈｕｔＤｓｋａｔｅｏｓＭ 

これらの動詞をみると、ｌｉｅやｓｈｕｔがＤＣであまり使用されてい

ないのは意外である。

なお、現行の「指導書」では、示されている助詞が２０語ふえているが、

はたしてｓｋａｔｅやＳｋｉがそのなかに含まれる晒要な語であるかどうか

は疑問である。

「）「指導智」で新しく必修語として追加された動詞は次の２０語である。

ｂｒｅａｋ・ｃｌｅａｎＤｃＩｉｍｂ，ｃｏｏｋ，ｄａｎｃｅ，ｄｒａｗ，

ｄｒｉｖｅＯｋｎｏｃｋ，ｌｏｓｅ，ｌｏｖｅ，ｐａｉｎｔ，ｓｋａｔｅ，Ｓｋｉ， 

ｓｐｅｎｄＤｓｔａｒｔ０ｓｔａｙ０ｔｈｒｏｗ，ｔｕｒｎｏｗａｉｔＤｗａｔｃｈ 

(4)総合比較

表１Ｖ総合比較表

１８１１７３１８４１７１ 

１ 

２３３１６９１４５l５９ 

Ｂ６ 

５５１０８６６４８ 

国Ｉ５６５８６３５

〔注〕１．ａはＢｏｏｋｌ～Ⅲ

２．学習指導要領の６１０語のうち、ｂｅとｈａｖｅはそれぞれ一語にかぞえ、
必悠語の動詞の数を１０８とする。

2１ 

項、ｉ－－ｉﾐﾐL堂 ＥＥ ＮＰ ＮＨ ＴＥ ＢＳ 

ａ 使用されている助詞の数 172 181 173 184 171 

ｂ 必悠語以外の動詞の数 6４ 7３ 6５ 7６ 6３ 

Ｃ 
一IHi頚の教科聾にしか使用されていない動
洞の数

８ ２１ 1７ 1６ 1３ 

。 必修語をのぞいて、三種類以上の教科書に
使用されている動詞の数

3６ 3４ ３７ 3６ 3８ 

ｅ ｃで表ＩのＤＣの使用率５０％以下の語数 ６ 1７ 1０ 1１ 1０ 

ｆ 同上で使用率６０％以上の語数 ２ ４ ７ ５ ３ 

９ 
表ＩのＤＣの使用率６０％以上で、必修語
以外の語数

3９ 4４ 4１ 5０ 4０ 

ｈ c／ｂ％ 125 288 26.2 21.1 20.6 

e／ｂ％ 9.4 233 １６．９ 145 159 

．』 ｅ／ｃ％ 75.0 81.0 ５８８ 688 76.9 

ｋ f／ｂ％ 3.1 5.5 10.8 6.6 4.8 

g／ｂ％ 609 603 ６１．５ 658 635 



表1Vは、（a)～､)で各教科画に使用されている動詞の数について、（e)～(9)で各教科衝とＤＣにおけ

る助詞の使用率の比較について、０Ⅱ)~(1)で上記(a)～(9)の相互の比率を示したものである。

この表からもわかるように次のことが明らかである。

６）各教科四に使用されている動詞の数はほぼ同じで、股高１８４、岐少１７１である。しかし、

必修語以外の動詞で、１柧類の教科闇にしか使用されていない動詞の数にはかなりの違いがあ

る。

また、必修語以外の動詞で、３秘類以上の教科宙に使用されている助詞の数はほとんど変わ

らない。

「）上記㈹で述べたように、本表のｃ項ではばらつきがみられるが、これには二つの意味がふく

まれている。つまり、ＤＣにおける使用頻度の高いM1合と低い場合とである．

たとえば、ＮＨでは、ｃ項の１７語のうち、ＤＣの使用率５０％以下のものが１０語、６０

％以上の語が７語であるに対して、ＮＰでは、それぞれ１７語と４語である。

㈹０１)～(l)は、上記ヴル)の相互の関係をそれぞれパーセソトで示したものである゜

Ⅳまとめ

これらの調査の結果、新学習指導要領に期拠した中学校の新しい教科宙に使用されている動詞の

数は１１６語の必修語を除き、のべ１６０語で、必修語の約１．４倍である｡

一方、この１６０語が頻度の高い平易な語であるかどうかを表Ⅲと比較してみたところ、このう

ち杓半数の７６語がＤＣの使用率５０％以下の語であることがわかった。

したがって、「はじめに」でのべた教材の綱選と「身近かな」英語という点からみて、中学教科

盛で使用される動詞の柧類についてはかなり改善の余地があると思われる。また、各教科茜で使用

されている動詞にはかなりの連いがあるので、授業に際してはこまかい配慮が必要であろう。

なお、今回の卿査にあたD、文部省は学習指導要領の必修譜の指定の基準を明らかにしてもよい

のではないかと思われた。また、教科書の巻末の単語表では、必修語の＊印のつけ方、叩語および

連語の意味の示し方（ｂｏｒｎ，ｉｎｔｅｒｅｓｔｅｄなど）がまちまちであることに気付いた。さらに、

巻末の単語表は既習学年のすべての単語を含めた縫合的なものが望ましいと思った｡

2２ 
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太
郎
、
自
分
好

み
の
人
と
し
か
交
ら
な
か
っ
た
荷
凪
。
と
も
に
佃
を
脚
い
た
の
で
あ
る
。
私
生
活
に
お
い

て
も
。
両
人
を
尊
敬
十
る
人
は
沢
山
居
た
が
、
両
人
と
も
弟
子
と
し
て
扱
う
こ
と
は
な
か

っ
た
。
人
間
対
人
間
。
対
輔
の
扱
い
を
貫
い
た
光
太
郎
に
は
「
問
材
先
生
」
と
呼
ぶ
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
慶
応
義
塾
の
先
生
で
あ
っ
た
荷
凪
は
「
永
井
先
生
」
時
代
が

あ
る
け
れ
ど
。

つ
け
焼
刃
で
は
な
い
佃
の
尊
虹
が
「
凪
高
」
の
生
活
を
余
賎
な
く
し
た
と
も
い
え
よ
う

か
。
ノ
ー
ト
そ
の
六
の
「
独
居
に
つ
い
て
」
「
在
野
輔
神
に
つ
い
て
」
に
す
で
に
ふ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
省
篭
す
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
へ
行
っ
て
羨
ま
し
い
の
は
全
体
の
空
気
が
凡
て
芸
術
を
発
達
せ
し
め
る
や

ぅ
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
八
百
屋
の
下
女
と
か
洗
澗
歴
の
女
呵
と
か
云
ふ
輩
で
も
、

サ
ロ
ソ
の
批
評
位
は
朝
阪
前
に
や
っ
て
退
け
る
。
…
…
凡
て
の
社
会
上
の
設
伯
が
芸
術
に

親
し
む
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。
日
本
な
ど
と
は
大
変
な
相
違
で
あ
る
。
…
…
プ
ラ
ソ
ス
人

は
一
面
甚
だ
シ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
凡
て
こ
の
国
の
民
性
や
状
態
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
国

民
が
将
来
に
於
い
て
宛
に
行
か
ざ
る
可
ら
ざ
る
方
向
を
、
暗
示
し
て
ゐ
る
か
の
如
き
硯
が

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
。
白
Ｆ
ご
く
シ
Ｃ
ご
Ｚ
勺
少
冗
】
、
国
（
パ
リ
困
好
い
処
は

な
じ
と
自
慢
し
て
ゐ
る
。
何
と
自
慢
さ
れ
て
も
我
々
に
は
返
す
百
葉
も
な
い
。
」
（
フ

ラ
ン
ス
か
ら
細
っ
て
）
と
光
太
郎
は
勘
く
が
、
人
川
の
究
極
の
文
化
の
姿
を
フ
ラ
ン
ス
に

荷
瓜
は
フ
ラ
ン
ス
一
辺
倒
、
光
太
郎
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
形
癬
が
見
え
る
の
は
や
は
り
、

一
年
ほ
ど
の
潜
在
が
も
の
芭
云
っ
て
い
る
。
了
ソ
グ
ロ
サ
ク
ソ
ソ
の
持
つ
よ
き
も
の
を

身
に
つ
け
て
い
る
。
趙
理
的
人
間
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
興
を
荷
う
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。
荷
風
は
腸
途
百
ソ
ド
ソ
に
立
寄
っ
た
だ
け
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
比
鮫
に
お
い
て
、

・
弓
ぴ
ど
く
や
っ
つ
け
て
い
る
。
米
英
仏
と
米
仏
と
の
趣
は
や
は
り
争
わ
れ
な
い
。
し
か

し
フ
ラ
ン
ス
文
化
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
翅
ぬ
る
の
は
両
人
共
通
で
あ
る
。
光
太
郎
は
ホ
イ

ッ
ト
マ
そ
ぷ
Ｉ
。
さ
ら
に
は
ト
ル
ス
ト
イ
。
Ｆ
ス
ト
ニ
プ
ス
キ
ー
な
ど
米
露
の
作
家
の

も
の
に
関
心
が
あ
り
、
特
に
ホ
イ
ッ
ト
マ
ソ
に
は
傾
倒
し
た
が
、
荷
瓜
は
ド
イ
ツ
は
錐
い

で
あ
り
、
ロ
シ
ヤ
文
学
に
つ
い
て
も
『
ロ
シ
ヤ
の
も
の
な
ぞ
も
…
…
側
舎
凡
さ
い
や
う
に

忠
は
れ
て
」
と
。
「
昼
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
が
段
も
自
己
の
性
怖
に
適
し
て
脇
ろ
と
忠
つ
と

で
あ
り
、
ひ
た
す
ら
フ
ラ
ソ
ス
文
学
を
鍵
し
た
。
光
太
郎
が
後
に
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ソ
に
例

倒
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
側
斜
の
影
習
な
し
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。

す
ぐ
れ
た
囲
駅
の
仕
躯
と
し
た
こ
と
も
共
通
で
あ
る
。
時
で
は
荷
凪
の
名
訳
時
築
「
飼

瑚
典
」
、
光
太
郎
の
ヴ
ニ
ル
ハ
ー
レ
ン
の
『
天
上
の
炎
」
「
別
る
い
時
』
「
午
後
の
時
」

「
夕
の
時
」
。
光
太
郎
に
は
さ
ら
に
、
ロ
マ
ソ
ロ
ラ
ソ
の
「
ジ
ャ
ソ
ク
リ
ス
ト
ｚ
「
リ

リ
ュ
リ
」
、
ロ
ダ
ン
関
係
で
は
「
ロ
ダ
ン
の
箇
葉
」
「
院
ロ
ダ
ン
の
百
乗
」
、
ホ
イ
ッ
ト

マ
ソ
の
「
自
選
日
記
」
な
ど
。
十
ぐ
れ
た
調
学
力
が
物
を
い
っ
て
い
る
。

両
人
の
近
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
通
う
小
径
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
ほ
ぼ
同
じ
ゴ
ー
ス
で
外
遊
し
た
結
果
の
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
目
で
は
な
い
と
思
う
。
真
に
芸
術
に
生
き
た
』
」
と
、
批
評
鮒
神
が
旺
盛
で
あ

っ
た
こ
と
、
個
を
貫
い
た
こ
と
、
自
由
を
愛
し
在
野
精
神
を
発
揮
し
、
独
居
し
た
こ
と
な

ど
な
ど
。
す
ぐ
れ
た
資
質
が
す
ぐ
れ
た
文
化
の
瓦
鼬
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
華
を
咲

か
せ
、
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
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慶
応
義
熟
大
学
教
授
を
辞
職
、
「
三
田
文
学
」
の
鬮
築
も
辞
し
た
。
三
月
末
、
断
鴎
亭
新

築
完
成
・
謎
に
も
道
血
気
兼
ね
な
く
仕
轆
に
専
念
し
た
。
四
月
に
は
趣
味
文
芸
雑
誌
「
文

明
」
を
発
刊
、
こ
れ
は
戯
作
者
的
態
度
で
執
筆
、
編
典
し
て
い
る
。
名
作
「
腕
く
ら
べ
」

を
八
月
か
ら
翌
年
十
月
ま
で
文
明
に
連
載
。
大
正
七
年
に
は
父
遺
産
の
邸
宅
を
売
却
し
、

築
地
二
丁
目
に
移
居
し
た
。
「
お
か
め
笹
」
を
中
央
公
裳
に
発
表
。
五
月
に
は
雑
誌
「
花

月
」
を
刊
行
し
て
い
る
。
大
正
九
年
、
麻
布
市
兵
衛
町
に
隔
奇
館
を
新
築
。
創
作
と
女
出

入
り
と
、
一
見
放
蕩
無
頼
の
文
人
戯
作
者
と
し
て
戦
時
下
に
至
る
の
で
あ
る
。

創
作
と
放
埒
と
は
不
即
不
雄
、
放
埒
で
抑
た
甑
が
創
作
と
し
て
寵
る
の
で
あ
る
。
花
柳

界
、
さ
ら
に
は
泓
娼
、
女
給
の
生
活
が
題
材
と
な
れ
ば
、
自
然
そ
こ
に
荒
魔
、
廃
頗
の
笑

が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
晒
巷
や
廃
鯉
や
路
地
が
舞
台
と
な
る
。
反
逆
輸
神
で
あ
り
、

批
評
輔
神
で
あ
る
も
の
が
い
き
い
き
と
動
く
。
自
然
の
感
受
性
は
豊
か
で
文
学
を
彩
っ
た
。

名
作
「
腕
く
ら
べ
」
は
芸
妓
の
世
界
、
「
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
」
は
女
給
の
風
俗
、
「
偲
東

綺
諏
」
「
ひ
か
げ
の
花
」
は
泓
姻
の
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
そ
も
ノ
ー
私
が
初
め
て
フ
ラ
ソ
ス
錨
を
学
ぼ
う
と
云
ふ
し
掛
を
起
し
ま
し
た
の
は
、

あ
Ｌ
モ
ー
・
〈
サ
ソ
先
生
よ
。
先
生
の
文
童
を
英
語
に
よ
ら
ず
、
原
文
の
主
上
に
よ
み
味
い

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
」
Ｑ
－
．
〈
サ
ン
の
石
像
を
拝
す
）
と
い
う
わ
け
で

あ
る
が
、
終
生
モ
ー
・
ハ
サ
ソ
の
影
翻
を
受
け
て
い
る
。
ゾ
ラ
は
外
遊
前
、
明
治
一
一
一
十
三
年
、

木
曜
会
の
照
田
湖
山
か
ら
ゾ
ラ
を
は
じ
め
西
欧
文
学
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
、
又
描
地
桜
痴

の
弟
子
榎
本
破
笠
か
ら
も
教
え
ら
れ
、
一
一
一
十
五
年
に
は
「
ゾ
ラ
氏
の
故
郷
」
「
ゾ
ラ
氏
の

『
傑
作
』
を
読
む
」
「
ゾ
ラ
氏
の
作
Ｆ
四
国
や
［
の
函
臣
曰
回
冒
凸
と
ゾ
ラ
の
紹
介
者
と

な
り
、
ゾ
ラ
イ
ズ
ム
の
小
説
を
作
っ
た
。
一
一
一
十
六
年
に
は
ゾ
ラ
ィ
ズ
ム
か
ら
離
れ
よ
う
と

す
る
作
風
を
示
し
か
け
て
い
る
が
、
渡
米
後
、
ゾ
ラ
よ
り
も
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
に
親
し
み
を

感
じ
、
モ
ー
。
〈
ツ
サ
ソ
に
移
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
フ
ロ
ー
ペ
ル
。
こ
の
自
然
主
塗
作
家

の
一
一
一
大
巨
匠
の
影
轡
と
、
ロ
テ
ィ
、
ヴ
ニ
ル
レ
ー
ヌ
、
ゴ
ー
テ
ィ
ェ
、
レ
ニ
エ
、
ポ
ー
ド

レ
ー
ル
、
ミ
ュ
ヅ
セ
、
ラ
ソ
ポ
オ
、
ゴ
ソ
ク
ー
ル
、
ジ
イ
ド
等
の
も
つ
も
の
を
吸
収
し
、

プ
ラ
ソ
ス
文
学
の
も
つ
華
の
趣
を
吸
収
し
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
流
れ
の
作
品
を
書
い
た

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
為
永
葎
水
等
の
人
補
木
系
統
の
作
風
も
閑
却
で
き
な
い
。
戯
作

者
的
態
度
に
文
人
趣
味
を
加
え
、
そ
の
和
漢
洋
の
学
識
を
駆
使
し
、
詩
人
と
し
て
の
情
感
、

杼
愉
を
豊
か
に
匂
ひ
出
さ
せ
、
柔
軟
に
、
鋭
利
に
、
人
間
を
観
察
し
、
分
所
し
、
荷
風
の

笠
は
運
ば
れ
て
い
る
。
「
私
は
索
居
独
製
の
時
味
を
十
九
世
紀
西
洋
文
学
戎
は
江
戸
時
代

の
詩
人
よ
り
味
い
采
っ
た
と
忠
は
れ
る
。
」
（
西
瓜
）
と
あ
る
。
と
に
か
く
フ
ラ
ソ
ス
文

学
の
影
密
を
考
え
な
い
で
荷
風
の
文
学
は
讃
じ
ら
札
な
い
。
明
確
に
打
出
さ
れ
て
い
る
の

を
挙
げ
て
み
る
と
、
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
の
「
晒
黒
」
は
「
支
那
街
の
記
」
「
夜
あ
る
き
」
の

テ
ー
マ
に
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
「
秋
の
歌
」
は
「
落
葉
」
の
詩
境
に
、
唐
ご
’
２
『
の

』
■
：
目
◎
己
、
。
①
旨
は
「
状
の
ち
ま
た
」
の
モ
チ
ー
フ
に
、
「
箪
朋
」
は
レ
ニ
ニ

を
引
き
合
い
に
出
し
、
「
ヴ
エ
ー
ー
ス
物
語
」
は
「
牡
丹
の
客
」
「
昼
す
ぎ
」
に
、
「
朱
麹

の
イ
ン
ク
壷
」
は
「
鏑
の
声
」
に
響
き
合
う
も
の
が
あ
る
。
近
代
フ
ラ
ン
ス
文
明
。
文
学

の
唯
美
的
な
面
に
荷
凰
は
全
面
的
に
共
鳴
し
て
い
る
。
「
わ
た
く
し
は
つ
ら
つ
ら
過
去
の

生
涯
を
回
顧
し
て
見
る
と
、
こ
の
六
十
年
の
間
、
わ
た
く
し
の
思
想
と
生
活
と
の
方
向
を

指
導
し
来
っ
た
も
の
峰
支
那
人
と
西
洋
人
の
思
想
で
あ
っ
た
。
支
那
の
思
想
は
老
荘
と

仏
教
と
を
混
和
し
た
末
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
西
洋
の
思
想
は
十
九
世
紀
の
ロ
マ
ソ
チ
シ

ズ
ム
と
其
以
後
の
個
人
主
義
的
芸
術
至
上
主
義
で
あ
る
。
わ
た
く
し
の
一
生
涯
は
独
特
固

有
の
跡
を
印
す
る
に
足
る
べ
き
も
の
は
何
一
つ
あ
り
は
し
な
か
っ
た
。
」
（
西
瓜
）
と
回

想
す
る
。
「
三
田
文
学
」
を
主
宰
し
た
あ
た
り
ま
で
は
文
墹
的
に
進
出
し
よ
う
と
し
、
進

出
し
た
が
、
そ
の
後
は
輿
が
の
れ
ば
醤
く
と
い
う
自
由
な
立
場
で
終
始
し
、
文
壇
的
に
は

孤
立
し
て
い
た
・
勿
諭
、
谷
埼
洞
一
郎
は
じ
め
久
保
田
万
太
郎
な
ど
の
追
随
は
あ
っ
た
け

れ
ど
。

以
上
両
人
の
帰
朝
後
か
ら
戦
前
ま
で
の
文
学
活
動
な
ど
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
述
べ
た
が
、

欧
米
、
特
に
フ
ラ
ソ
ス
の
影
響
の
深
大
さ
が
明
白
に
浮
ぶ
。
近
代
の
本
圃
的
な
も
の
を
外

遊
で
身
に
つ
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ノ
ー
ト
そ
２
〈
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
を
基
耶
に
日
本

を
批
評
し
、
こ
つ
ぴ
ど
く
や
っ
つ
け
た
こ
と
は
共
通
で
あ
る
。
た
だ
、
光
太
郎
に
あ
っ
て

は
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
の
上
で
あ
っ
た
し
、
荷
風
は
西
洋
崇
拝
か
ら
目
覚
め
た
日
本
伝

統
へ
の
復
帰
で
あ
っ
た
こ
と
の
根
本
的
な
相
違
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
光
太
郎

は
戦
争
詩
に
突
入
し
た
し
、
荷
瓜
は
終
始
一
質
、
批
判
的
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
文

学
、
人
生
へ
の
顕
れ
は
具
体
的
に
は
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
書
い
た
。
フ
ラ
ソ
ス
や
フ
ラ
ン
ス

人
を
愛
し
た
こ
と
も
共
通
で
、
光
太
郎
は
「
雨
に
う
た
る
出
カ
テ
ド
ラ
ル
。
感
謝
・
聖
ジ

ャ
ソ
ヌ
・
車
中
の
ロ
ダ
ソ
・
レ
オ
ソ
ド
ウ
ベ
ル
」
、
戦
争
特
に
あ
っ
て
も
「
無
血
朋
域

わ
が
愛
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
為
に
」
を
書
き
、
荷
凪
に
至
っ
て
は
通
産
は
ブ
ラ
ソ
ス
に
贈

与
し
た
い
と
い
い
、
戦
中
は
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
を
祈
り
、
パ
リ
陥
落
を
悲
し
み
作
品
発
表

中
止
と
い
っ
た
手
放
し
の
有
榔
・
断
淵
亭
日
乗
に
フ
ラ
ン
ス
の
事
は
枚
挙
の
い
と
虫
な
く

醤
か
れ
て
い
る
。

両
人
と
も
に
鼎
朝
時
は
「
洋
行
帰
り
」
と
し
て
、
世
間
か
ら
ち
や
ほ
や
さ
れ
た
噸
も
同

じ
で
あ
る
。
光
太
郎
は
彫
刻
家
と
し
て
美
術
評
蟄
家
と
し
て
詩
人
と
し
て
迎
え
い
れ

ら
れ
た
。
自
身
が
波
に
乗
ら
ず
、
デ
カ
ダ
ン
を
極
め
た
の
で
あ
っ
た
。
荷
風
は
「
新
奇
達
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フ
ラ
ン
ス
へ
渡
っ
て
は
特
に
歴
史
臭
さ
、
即
ち
伝
統
尊
晒
の
姿
を
目
の
あ
た
り
見
た
。
皮

相
の
物
質
文
明
だ
け
が
す
べ
て
で
な
い
こ
と
、
本
質
的
な
も
の
を
感
得
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
の
伝
統
尊
血
を
日
本
で
は
荷
凪
は
自
分
好
み
の
為
氷
霧
水
の
江
戸
に
遡
る
こ
と
し

か
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
蕩
児
の
〃
色
”
の
中
心
を
な
し
た
花
柳
界
に
傾
斜
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。

郷
土
再
発
見
で
あ
り
、
過
去
へ
の
郷
愁
を
歌
う
「
す
み
だ
Ⅲ
」
も
、
安
っ
ぽ
く
進
化
の

名
の
も
と
に
開
発
変
貌
し
て
ゆ
く
東
京
の
浮
薄
さ
に
目
を
そ
む
け
た
江
戸
へ
の
追
懐
で
あ

る
ｏ

「
冷
笑
」
は
も
ち
ろ
ん
文
明
批
評
。
「
乱
雑
役
趣
味
な
る
明
治
四
二
年
の
東
京
生
活
の

外
形
に
向
っ
て
沈
亜
な
る
批
評
を
試
み
、
其
の
時
代
の
空
気
の
中
に
安
住
す
る
事
の
困
躍

な
る
を
嘆
息
し
、
併
せ
て
わ
が
純
良
な
る
日
本
的
特
色
の
那
辺
に
あ
る
か
を
考
究
せ
ん
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
」
「
冷
笑
は
享
楽
主
義
の
主
人
公
が
風
土
の
空
気
に
余
儀
な
く
せ
ら

●
●
●
●
 

れ
て
川
柳
風
の
あ
き
ら
め
と
生
悟
り
に
入
ら
う
と
す
る
苦
悶
と
悲
哀
と
を
語
ら
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
」
（
紅
茶
の
後
）
と
い
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
は
証
明
さ
れ
る
。
五
人
の
人

物
、
小
山
滴
、
吉
野
紅
雨
、
中
谷
丁
蔵
、
徳
井
勝
之
肋
、
桑
島
育
華
は
す
べ
て
荷
風
の
分

身
で
あ
る
。
皮
相
の
西
欧
模
倣
を
も
っ
て
近
代
化
で
あ
る
と
誤
っ
て
い
る
世
相
、
そ
の
道

徳
、
思
想
、
世
態
風
俗
の
批
評
で
あ
る
こ
と
は
、
荷
風
が
真
の
西
欧
文
明
に
触
れ
て
き
た

証
蝿
で
も
あ
り
、
又
、
自
侭
を
も
っ
て
書
き
う
る
わ
け
で
も
あ
る
。
個
人
主
義
、
自
由
主

義
の
立
場
か
ら
封
建
的
な
道
徳
・
思
想
へ
の
懐
疑
、
非
避
と
な
り
、
皮
相
の
模
倣
で
世
態

風
俗
が
伝
統
を
失
う
こ
と
へ
の
嫌
悪
を
あ
ら
は
に
し
て
い
る
。
そ
の
伝
統
と
は
前
記
の
よ

う
に
江
戸
で
あ
り
、
花
柳
界
で
あ
り
、
文
人
で
あ
っ
た
。
江
戸
、
花
柳
界
、
文
人
へ
の
傾

斜
は
外
遊
前
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
思
想
的
根
拠
を
荷
風
は
外
遊
で
柳
た
の

で
あ
る
。

荷
瓜
が
明
治
三
十
七
年
四
月
什
六
日
に
タ
コ
マ
か
ら
生
田
英
山
に
出
し
た
手
紙
に
は

「
僕
も
今
度
の
旅
で
今
ま
で
覚
え
た
噸
の
無
い
孤
独
寂
其
悲
哀
の
悪
を
経
験
し
た
し
又
異

郷
の
風
景
の
美
し
い
の
に
出
遇
っ
て
は
境
遇
が
孤
独
で
あ
る
だ
け
其
れ
だ
け
『
自
然
の
愛
』

を
感
じ
る
事
が
出
来
た
。
…
…
亜
米
利
加
も
今
の
処
で
は
別
に
此
れ
と
云
ふ
影
轡
を
与
へ

な
い
。
僕
は
一
面
非
常
に
西
洋
崇
拝
の
〈
イ
ヵ
ラ
だ
け
れ
ど
も
一
面
は
又
頗
る
保
守
的
な

処
が
あ
る
の
だ
よ
。
此
の
保
守
的
と
云
ふ
の
は
即
江
戸
式
天
明
振
り
の
若
旦
那
思
想
と
云

ふ
の
か
も
知
れ
な
い
さ
。
僕
は
洋
服
の
〈
イ
ヵ
ラ
姿
を
好
む
と
同
時
に
前
掛
に
煙
草
入
雪

駄
チ
ャ
ラ
ー
１
～
と
云
ふ
姿
を
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
の
さ
、
…
…
龍
ふ
く
く
ん
ぱ
将
来

に
劇
作
家
で
俳
優
等
と
一
緒
に
愉
快
な
生
活
を
送
り
た
い
と
空
想
す
る
熱
も
胆
で
あ
る
。
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
価
れ
の
フ
ラ
ン
ス
生
活
を
経
験
し
た
後
も
一
生
焼
い
た
。
た
だ
江
戸
へ

の
傾
斜
に
伝
統
尊
肛
と
い
う
大
越
名
分
が
、
単
な
る
趣
味
で
な
い
も
の
が
付
加
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
因
み
に
劇
作
家
で
云
々
の
条
は
、
左
団
次
と
は
親
し
い
付
合
が
あ
っ
た
し
、
彼

の
た
め
に
脚
本
を
習
い
た
こ
と
も
あ
る
。
狼
之
助
、
吉
右
衛
門
、
菊
五
郎
な
ど
と
も
付
合

っ
た
し
、
後
年
洩
箪
出
遊
が
多
く
な
っ
て
は
昭
和
十
三
年
「
葛
飾
情
話
」
を
浅
草
公
園
オ

ペ
ラ
餌
に
於
て
上
演
以
来
、
戦
争
苛
烈
の
時
は
除
き
、
戦
後
も
浅
草
六
区
の
常
昼
座
、
大

部
劇
場
、
ロ
ッ
ク
座
な
ど
の
楽
屋
に
入
り
浸
り
、
御
気
に
入
り
の
女
艇
の
た
め
に
脚
本
も

書
き
、
時
に
は
通
行
人
程
度
で
舞
台
に
出
て
好
評
を
博
し
た
こ
と
も
あ
り
、
荷
風
の
青
年

時
代
の
懇
が
実
現
し
て
い
る
。

四
十
三
年
二
月
、
森
田
外
、
上
田
敏
両
氏
が
慶
応
義
熟
大
学
文
学
科
刷
新
に
参
与
、
両

氏
の
推
挽
で
同
大
学
文
学
科
教
授
と
な
り
、
文
学
科
の
事
務
も
視
、
「
三
田
文
学
」
網
襲

主
幹
を
兼
ね
、
月
俸
と
手
当
と
で
百
五
拾
円
と
大
学
教
授
中
の
最
高
給
を
縛
る
よ
う
に
な

っ
た
。
大
正
五
年
三
月
腐
気
を
理
由
に
辞
職
す
る
ま
で
、
永
井
教
授
は
遅
刻
す
る
こ
と
も

な
い
真
面
目
な
よ
い
教
授
で
あ
っ
た
。
五
月
に
は
「
三
田
文
学
」
が
創
刊
さ
れ
や
所
調
「
三

田
派
」
の
誕
生
と
な
る
の
で
あ
る
。
池
の
雑
誌
新
聞
へ
の
嵜
簡
は
殆
ど
せ
ず
「
三
田
文
学
」

を
作
品
の
発
菱
誌
と
し
た
。
こ
れ
は
退
職
の
年
ま
で
続
い
た
が
、
こ
ん
な
義
理
が
た
い
面

も
あ
っ
た
。
「
小
生
賎
三
田
文
学
よ
り
月
々
若
干
か
耐
戟
致
居
候
お
蔭
を
以
て
日
興
謎
度

Ｉ
苫
思
ふ
曹
籍
も
心
安
く
鯛
ひ
て
銃
み
見
た
き
芝
居
も
智
月
毎
に
見
物
で
き
侯
邸
此
九
皆
三

田
文
学
あ
る
故
に
て
常
に
非
才
の
身
に
取
り
無
上
の
商
恩
を
感
ず
る
珊
験
げ
て
散
ふ
可
か

ら
ず
。
さ
れ
ば
政
て
忠
臣
二
君
に
見
え
ず
と
申
裡
の
邪
に
て
は
篇
御
座
候
得
共
幾
分
に
て

も
他
の
雑
誌
新
聞
に
勺
を
分
ち
侯
儀
は
何
分
心
苦
し
き
賎
に
御
座
侯
。
」
（
大
趨
だ
よ
り
）

と
あ
る
。
こ
の
十
一
月
二
十
日
、
パ
ン
の
会
に
初
め
て
出
席
。

四
十
四
年
四
月
帝
室
博
物
館
に
て
浮
世
絵
を
鑑
賞
、
こ
れ
が
後
に
大
が
か
り
に
な
り
浮

世
絵
研
究
と
な
っ
た
。
在
米
中
諸
市
の
美
術
飽
で
浮
世
絵
を
み
て
感
動
し
て
い
た
の
だ
が
、

こ
の
度
の
睦
質
で
表
流
に
出
た
の
で
、
江
戸
の
浮
世
絵
の
価
値
を
認
識
さ
せ
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
的
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
元
年
結
婚
。
二
年
父
没
。
離
婚
。
文
芸
座
談
会
火
刑
会
を
自
邸
で
朋
倣
。

大
正
四
年
、
中
央
公
誼
社
長
の
麻
田
氏
に
「
教
師
と
作
家
と
は
到
底
両
立
せ
ざ
る
も
の

腱
て
土
日
と
一
日
二
日
位
の
ひ
ま
は
有
之
と
も
精
神
状
個
が
創
作
家
的
に
な
ら
ざ
る
為
め

達
に
恩
は
し
き
も
の
出
来
ず
そ
の
為
め
此
頃
は
襖
悩
ま
か
り
あ
る
次
第
に
侯
。
」
と
手
紙

し
て
い
る
。

大
正
五
年
二
月
「
三
田
文
学
」
か
ら
雄
れ
て
独
自
の
文
芸
雑
誌
発
刊
を
決
心
し
、
’
一
一
月

２５ 



そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
側
た
も
の
の
蝕
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
偶
国
直
後
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
の
変
現
と
は
違
う
、
本
質
的
な
も
の
を
示
し
て
い
る
。
十
五
年
た
っ
て
も
二
十
年
た
っ

て
も
本
質
的
に
は
日
本
の
文
化
は
伸
び
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
懸
助
が
史
ざ
史
ざ
と
よ
み

が
え
り
う
る
の
で
あ
る
。
「
珈
琲
店
上
り
」
の
「
あ
あ
、
侭
は
や
っ
ぱ
り
日
本
人
だ
。
」

の
自
覚
は
明
ら
か
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
が
、
「
赤
い
ペ
デ
ヵ
を
手
に
持
っ
た
顔
の
黄
い

ろ
い
旅
人
」
２
ネ
チ
ャ
の
旅
人
〉
の
表
現
と
な
り
、
喚
時
中
は
裏
返
し
の
誇
示
と
な
り

『
天
日
の
下
に
黄
を
さ
ら
さ
う
」
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

荷
風
の
冊
朝
は
父
の
期
待
を
喪
切
り
、
晩
風
縁
渚
に
対
し
て
も
而
目
の
た
っ
も
の
で
は

な
く
、
荷
風
は
部
屋
生
も
居
づ
ら
く
、
自
活
の
近
を
見
出
そ
う
と
、
上
田
敏
氏
に
鮒
三
商

都
学
校
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
の
職
を
依
領
し
て
い
る
。
「
あ
め
り
か
物
語
」
が
好
評
で
、
自

侭
を
仰
、
フ
ラ
ン
ス
見
聞
妃
の
執
鉦
や
招
集
に
過
し
、
四
十
二
年
は
本
協
的
に
Ⅲ
作
に
活

園
し
た
。
柵
朝
の
年
に
は
、
八
月
三
十
日
、
九
月
十
三
日
・
二
十
日
と
三
回
「
欧
米
に
於

け
る
音
楽
会
及
び
オ
ペ
ラ
劇
糊
」
を
碇
死
所
閲
に
、
九
月
「
ひ
と
り
旅
」
（
中
学
世
界
）

十
月
「
シ
□
閂
同
ロ
」
（
新
潮
）
、
「
西
洋
音
楽
趙
近
の
餌
向
」
（
早
稲
田
文
学
）
、
十

一
月
「
蛇
っ
か
び
」
（
早
稲
田
文
学
）
、
「
黄
僻
の
地
中
海
」
と
「
帰
郷
雑
感
」
（
新
潮
）
、

「
雅
号
に
つ
い
て
」
（
中
学
世
界
）
、
十
二
月
『
成
功
の
恨
み
」
（
新
小
鋭
）
、
「
矼
伍

集
」
（
囲
味
）
「
日
本
人
の
作
は
素
人
具
い
」
（
文
敢
世
界
）
二
十
一
。
二
十
二
日

の
二
回
「
仏
凹
西
観
劇
義
」
を
国
民
新
聞
に
と
い
う
状
況
。
四
十
二
年
は
一
月
「
狐
」
（
中

学
世
界
）
、
「
祭
の
夜
が
た
り
」
と
「
欧
米
の
生
活
と
日
本
の
生
活
』
（
新
潮
）
、
「
カ

ル
チ
ニ
ー
、
ラ
タ
ソ
の
一
夜
」
（
大
隅
）
、
「
思
惑
」
（
秀
才
文
堀
）
、
「
魂
餐
の
後
」

（
趣
味
）
、
「
除
夜
」
（
笑
）
、
「
モ
ウ
・
〈
ツ
サ
ソ
の
旅
日
紀
」
（
早
稲
田
文
学
）
、
二

月
「
深
川
の
項
」
（
趣
味
）
、
『
仏
蘭
西
現
代
の
小
説
家
」
（
秀
才
文
壇
）
、
三
月
「
曇

天
」
（
帝
国
文
学
）
、
「
監
獄
署
の
裏
」
（
早
稲
田
文
学
）
、
「
仏
国
に
於
け
る
印
象
派
一

（
文
通
世
界
）
、
四
月
「
ふ
ら
ん
十
物
函
』
刊
行
、
発
売
禁
止
処
分
を
受
け
、
ヴ
ニ
ル
レ

ー
ヌ
。
銀
Ｉ
Ｆ
レ
ー
ル
、
し
］
呈
広
ど
の
訳
詩
を
女
子
文
壇
、
駈
文
林
、
ス
・
ハ
ル
に
発
変
、

四
月
「
仏
国
文
壇
の
蚊
徴
派
に
つ
い
て
」
（
所
文
林
）
、
同
月
十
一
日
「
フ
ラ
ン
ス
物
踊

の
発
売
禁
止
」
を
蔑
売
観
閲
に
、
五
月
「
祝
盃
』
（
中
央
公
雪
）
、
「
瀞
の
お
と
づ
れ
」

（
新
稠
）
、
「
芸
術
品
と
芸
術
家
の
任
萄
」
「
芸
術
は
知
勘
の
樹
に
咲
く
花
也
」
（
文
章

世
界
》
、
「
東
洋
的
風
土
の
特
色
」
（
中
学
世
界
）
、
六
月
「
峨
初
の
接
吻
」
（
女
子
文

壇
）
、
『
音
楽
絶
麟
』
（
早
稲
田
文
学
）
、
七
月
「
飲
楽
」
（
斫
小
脱
）
、
「
牡
丹
の
客
」

（
中
矢
公
圏
）
、
「
作
品
の
性
質
に
依
り
何
れ
に
て
も
可
也
」
（
新
潮
）
、
「
二
人
処
女
」

（
趣
味
）
、
「
現
実
で
満
足
だ
」
（
文
遮
世
界
）
、
八
月
「
花
よ
り
雨
に
」
（
秀
才
文
壇
『

「
浅
砿
趣
味
」
（
歴
沫
）
、
九
月
「
泉
の
ほ
と
り
」
（
趣
味
）
、
「
閣
外
先
生
」
（
中
央

公
当
）
。
「
批
評
に
つ
い
て
」
（
文
寂
蕊
本
）
、
十
月
「
荷
瓜
築
」
（
易
瓜
社
刊
行
）
、

「
佃
期
者
の
日
記
』
（
中
央
公
鈎
）
、
十
一
月
「
小
脱
用
の
現
在
及
び
仏
国
小
蝋
の
近
珈
」

（
所
嗣
）
、
『
雑
錐
よ
り
は
卿
年
三
脇
」
（
文
耐
世
界
）
、
十
二
月
「
す
み
だ
Ⅲ
」
（
新

小
説
）
、
「
冷
笑
」
を
同
月
十
三
日
か
ら
翌
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
、
東
京
朝
日
新
聞
に

連
載
趣
「
小
説
と
口
絵
」
（
時
鞭
新
報
）
と
い
う
活
困
ぶ
り
。
新
鰯
朝
老
と
い
う
好
条
件

を
見
逃
す
は
ず
の
な
い
維
韮
新
聞
、
そ
し
て
荷
風
自
身
の
野
心
が
相
ま
っ
て
作
品
の
政
は

多
い
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
「
深
川
の
四
」
「
珊
朝
者
の
日
妃
」
「
冷
笑
」
で
あ
る
。

「
深
川
の
項
」
は
皮
相
的
に
西
洋
化
し
た
東
京
の
世
魍
艮
俗
を
冷
笑
し
、
深
川
に
残
る
風

物
と
、
江
戸
追
慕
の
柵
を
詠
嘆
的
に
幽
椀
に
う
た
い
、
「
魁
朝
老
の
日
記
」
は
「
自
分
の

西
洋
崇
拝
は
眼
に
見
え
る
市
街
繁
華
と
か
工
場
の
壮
大
と
か
凡
て
物
圃
文
明
の
状
想
か
ら

で
は
な
い
。
個
人
の
胸
底
に
流
れ
て
居
る
根
本
の
恕
想
に
対
し
て
で
あ
る
」
「
侭
の
見
た

処
西
洋
の
社
会
と
云
ふ
者
は
何
処
か
ら
何
処
ま
で
急
ぐ
近
代
的
で
は
な
い
。
近
代
的
が
ど

ん
な
躯
を
し
て
も
胃
十
邪
の
出
来
な
い
部
分
が
如
何
な
る
も
の
に
も
チ
ャ
ソ
と
残
っ
て
居

る
。
」
「
西
洋
と
云
ふ
処
は
非
常
に
昔
臭
い
国
だ
。
歴
史
臭
い
国
だ
。
」
と
密
さ
、
欧
文

化
の
伝
暁
性
と
迎
鶴
性
と
を
近
代
文
明
の
外
皿
だ
け
に
眩
惑
さ
れ
ず
に
見
て
い
る
。
明
治

の
文
明
肌
化
は
駆
鳴
釦
時
代
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
皮
相
的
な
も
の
か
ら
的
ま
り
典
佃
寺
の

五
Ⅲ
塔
が
十
五
円
で
売
り
に
出
さ
れ
、
仏
像
が
縁
の
下
に
薪
科
と
し
て
つ
っ
こ
ま
れ
る
と

い
う
自
国
の
文
化
、
伝
綻
を
見
失
っ
た
馬
鹿
げ
た
面
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
一
時
歯
止

め
が
さ
れ
た
も
の
の
、
欧
文
化
の
吸
収
は
専
ら
皮
相
的
外
面
的
に
つ
づ
け
ら
れ
た
。
荷
凪

は
体
験
を
通
し
て
、
巣
縛
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
自
由
水
外
遊
で
も
っ
て
、
欧
文
化
が
本
質

的
に
持
つ
も
の
を
身
に
つ
け
て
き
た
。
そ
れ
を
韮
盤
に
す
れ
ば
、
云
う
べ
き
こ
と
が
山
の

よ
う
に
眼
に
う
つ
る
。
そ
し
て
文
明
批
評
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
主
人
公
は
西
洋
文
明

を
讃
美
し
、
そ
の
旧
友
減
水
は
、
明
治
の
社
会
を
照
り
、
江
戸
文
化
を
懐
し
む
。
も
一
人

の
厨
柵
朋
者
の
友
人
も
ま
た
主
人
公
同
撫
で
、
み
な
何
瓜
の
文
酬
批
肝
な
の
で
あ
る
。
そ

し
て
三
時
欧
化
主
義
の
盛
ん
な
時
代
に
花
柳
界
が
な
か
っ
た
な
ら
、
江
戸
の
音
楽
演
劇

は
全
く
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
で
あ
ら
う
。
此
の
点
に
於
て
吾
心
は
永
久
彼
簿
に
向
っ
て
感

謝
の
意
を
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
花
柳
界
文
化
主
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

荷
凰
は
外
国
生
活
を
自
由
に
し
、
個
人
主
義
人
生
観
を
深
く
理
解
し
身
に
つ
け
、
孤
独

生
活
を
煙
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
日
本
と
欧
米
の
蓮
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
、
「
九

月
十
六
日
…
…
仏
蘭
西
の
土
も
踏
み
得
ず
し
て
空
し
く
東
洋
の
野
蟹
田
に
送
り
細
さ
る
Ｌ

此
の
身
は
長
く
生
き
た
り
と
も
何
の
楽
し
み
か
あ
ら
ん
。
」
と
ま
で
書
く
。
父
の
配
恩
で
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吐
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
放
埒
と
汲
汲
的
托
冊
と
独
燥
の
境
地
は
『
泥
七
宝
」
の
小
曲

を
境
と
し
て
伝
機
が
訪
れ
た
。
智
忠
子
を
知
っ
て
デ
カ
ダ
ン
の
雰
囲
気
か
ら
賎
脱
で
き
、

内
的
世
界
に
美
の
探
求
の
道
が
啓
け
、
綱
進
し
た
か
ら
で
あ
る
。
「
爆
発
は
煙
発
だ
。
爆

発
し
て
し
ま
ふ
と
、
あ
と
は
も
っ
と
瓜
駿
な
問
題
が
目
を
さ
ま
す
。
泓
を
そ
の
冊
絡
か
ら

放
っ
て
、
乱
の
本
然
に
立
返
ら
せ
た
の
は
智
迎
子
と
の
恋
愛
で
あ
っ
た
。
息
が
乱
に
な
っ

た
の
は
共
か
ら
の
邪
で
あ
る
。
」
貝
ソ
の
会
の
頃
）
と
、
自
己
の
瓦
実
に
敏
し
、
自
己

の
充
実
と
完
成
と
を
目
ざ
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
、
葵
の
追
求
老
光
太
郎
の
新
生
の
出
発

と
な
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
で
野
か
れ
た
「
人
碩
の
泉
」
「
群
集
に
」
な
ど
に
一
人
．
皿
・

凪
独
の
こ
と
ば
が
見
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
個
が
瓜
に
移
行
し
て
い
る
。

硫
愚
小
伝
の
「
美
に
生
き
る
」
生
活
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
「
検
討
す
る
の
も
内
記
生
命

／
蓄
蔵
す
る
の
も
内
部
財
宝
」
と
智
恵
子
夫
人
と
二
人
で
内
部
世
界
を
築
い
て
い
っ
た
。

智
忠
子
が
発
病
す
る
ま
で
の
二
十
年
程
は
、
彫
刻
に
時
に
翻
沢
に
充
実
し
た
仕
班
を
し
た
。
．

ま
ず
、
時
獺
「
逝
段
」
後
半
の
「
迦
麗
」
「
秋
の
祈
り
」
「
冬
が
来
た
」
「
牛
」
「
蝦
姻

の
栄
閲
」
の
よ
う
に
知
性
的
な
飢
吸
な
列
性
的
な
切
さ
上
る
感
動
が
愈
欲
的
に
趣
か
れ
た
。

大
正
十
年
の
「
雨
に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」
、
十
一
年
の
「
落
葉
を
浴
び
て
立
つ
」
、

十
二
年
の
「
樹
下
の
二
人
」
「
鉄
と
愛
す
」
な
ど
名
作
が
次
々
と
密
か
れ
た
。
焼
い
て
猛

獣
園
時
代
。

ロ
マ
ン
ロ
ラ
ソ
の
影
轡
を
受
け
、
社
会
的
瓦
突
追
究
が
自
己
の
内
的
世
界
充
実
に
加

っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ラ
ン
の
文
学
紹
介
の
仕
蛎
は
関
治
四
十
五
年
「
ク
ロ
オ
ド
デ
ュ
ピ

ッ
シ
イ
の
歌
劇
」
の
翻
訳
を
は
じ
め
に
、
大
正
二
年
「
ジ
ャ
ン
ク
リ
ス
ト
ブ
」
の
部
分

択
、
十
一
・
二
年
「
リ
リ
ュ
リ
」
を
訳
し
、
「
リ
リ
ュ
リ
」
の
詩
作
、
「
ロ
マ
ソ
ロ
ラ

ソ
六
十
回
の
隆
展
に
」
の
文
。
「
平
和
の
祭
囲
」
の
訳
詩
な
ど
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

良
心
、
さ
ら
に
は
世
界
の
良
心
と
な
ろ
う
と
し
て
い
た
ロ
マ
ソ
ロ
ラ
ソ
ヘ
の
傾
倒
は

「
ロ
マ
ン
・
ラ
ン
友
の
会
」
と
な
り
、
小
山
内
燕
、
吉
江
喬
松
、
武
者
小
路
実
鳳
、
野

口
米
次
郎
、
倉
田
百
三
な
ど
と
共
に
発
起
人
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
マ
ン
ロ
ラ
ソ
の
芸
術

の
受
容
に
よ
り
、
よ
り
深
い
人
川
性
も
察
と
高
い
理
想
主
蕊
と
を
、
掬
麹
〃
の
；
文
学
〃

の
日
原
に
し
た
。
廷
欧
鳳
の
「
澗
隈
』
「
腿
を
な
め
る
獅
子
」
「
雌
」
「
測
獣
」
「
ぽ
ろ

ぽ
ろ
な
駝
鳥
」
な
ど
強
烈
な
詩
騎
神
と
愈
欲
の
み
な
ぎ
る
激
し
さ
が
あ
る
。
反
俗
、
む
し

ろ
超
俗
的
輔
神
主
義
の
、
卑
俗
な
も
の
へ
の
怒
り
、
否
定
、
抵
抗
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

光
太
郎
は
ヴ
ニ
ル
ハ
ー
ラ
ソ
の
「
三
部
作
」
の
訳
や
「
天
上
の
炎
」
の
沢
も
し
て
い
る
し
、

ホ
イ
ッ
ト
マ
ソ
の
「
自
辺
日
妃
」
を
舐
し
、
「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ソ
の
咽
」
を
画
い
て
い
る
が
、

こ
の
二
人
と
ロ
マ
ソ
ロ
ラ
ソ
の
作
品
が
、
ピ
ュ
ー
マ
一
一
ス
ト
光
太
郎
の
内
的
鯛
神
世
界

に
否
定
の
輔
神
、
批
判
の
輔
神
を
一
周
育
成
し
た
の
で
あ
る
。
支
配
梱
力
へ
の
旧
悪
、
否

定
の
冊
が
埴
も
強
烈
な
の
は
前
記
の
中
で
も
「
ぽ
ろ
ぽ
ろ
な
駝
凪
」
で
あ
る
。
丘
獣
篇
時

代
に
は
「
葱
」
「
火
星
が
出
て
ゐ
る
」
「
或
る
墓
碑
銘
」
「
同
棲
同
頚
」
「
触
知
」
「
首

の
座
」
「
刃
物
を
研
ぐ
人
」
「
の
っ
ぽ
の
奴
は
黙
っ
て
ゐ
る
」
「
似
顔
」
な
ど
注
目
す
べ

き
作
品
が
多
い
。
「
似
団
」
「
も
う
一
つ
の
目
鰻
す
る
も
の
」
な
ど
、
「
こ
の
グ
ロ
テ
ス

ク
な
顔
面
に
刻
ま
れ
た
日
本
帝
国
資
本
主
義
発
展
の
全
実
歴
を
記
録
す
る
」
「
世
界
の
鉄

と
火
薬
と
そ
の
う
し
ら
の
巨
大
な
も
の
と
が
／
も
う
一
度
や
み
賎
い
方
向
に
向
い
て
ゆ
く

の
を
／
す
こ
し
油
の
に
じ
ん
だ
活
字
が
故
へ
る
」
と
社
会
的
性
格
を
帝
ぴ
た
時
も
作
ら
れ

た
。
そ
し
て
既
述
通
り
の
喚
郁
時
に
入
っ
て
ゆ
く
。

智
迎
子
抄
の
作
品
は
近
圏
後
醐
か
ら
戦
中
に
か
け
、
さ
ら
に
は
椣
後
に
及
ん
で
作
ら
れ

て
い
る
ｏ

外
遊
が
ど
ん
な
形
で
詩
の
仕
珈
に
反
壊
し
て
い
る
か
。
ま
ず
、
〈
ソ
の
会
で
も
異
質
で
あ

り
、
叩
に
趣
味
的
な
も
の
で
は
広
く
、
生
の
恵
蝕
と
抵
抗
感
と
の
鰯
発
で
あ
り
、
パ
リ
で

詩
の
側
眼
を
さ
れ
、
刑
期
し
て
か
ら
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
勢
で
作
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

四
十
三
年
は
九
篇
、
四
十
四
年
は
三
十
七
筒
、
四
十
五
年
は
二
十
五
臓
で
あ
る
。

喰
初
に
苑
麦
し
た
作
品
は
タ
イ
ト
ル
が
仏
語
で
「
炉
固
、
閂
三
勺
宛
同
い
い
』
。
ｚ
⑩

Ｉ
 

Ｃ
ご
○
ヱ
ヱ
ン
、
」
、
の
九
筋
、
作
中
に
も
フ
ラ
ン
ス
銀
が
使
っ
て
あ
る
。
傲
妙
な
一
一
ニ

ア
ソ
ス
や
発
想
を
日
本
舐
で
は
変
現
で
さ
な
か
っ
た
か
ら
か
、
洋
行
冊
り
の
脇
示
か
、
域

ケ
牙

は
そ
の
ど
ち
ら
も
か
。
所
醐
〃
生
〃
の
影
轡
が
見
え
る
。
注
目
す
べ
き
発
想
は
落
差
感

か
ら
来
る
日
本
劣
等
感
、
自
己
嫌
悪
、
そ
の
た
め
に
生
ず
る
日
本
的
な
も
の
へ
の
、
旧
体

制
へ
の
否
定
と
反
逆
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
扱
付
の
国
」
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
ふ

れ
た
。
『
災
Ⅸ
市
は
、
今
、
『
カ
ル
ヴ
ゼ
ル
』
の
風
旋
門
に
潤
ち
て
ゐ
る
。
．
．
・
・
・
・
典
京
の

市
街
を
歩
い
て
悲
し
い
侮
既
を
恩
は
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
」
（
且
の
布
す
る
柵
稽

住
）
と
、
東
京
と
。
く
り
を
比
較
し
て
楠
無
い
思
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
思
い
の
恩
発

が
「
根
付
の
国
」
で
、
自
明
も
あ
ろ
う
が
、
日
本
人
に
八
つ
当
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
よ
ろ
こ
び
を
告
ぐ
」
の
リ
ー
チ
に
対
す
る
過
刷
な
礼
賛
。
英
国
生
活
に
お
け
る
知
己
で

あ
り
、
心
の
支
え
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
そ
の
敗
愛
の
傭
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
や
は

り
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
日
本
的
な
る
も
の
へ
の
軽
視
が
悪
ぜ
ら
れ
る
。
「
雨
に
う
た
る
る

カ
テ
ド
ラ
ル
」
の
「
毎
日
一
度
は
き
っ
と
こ
こ
へ
来
る
わ
た
く
し
で
す
。
／
あ
の
日
本
人

で
す
。
」
は
大
正
十
年
に
、
「
感
朗
」
は
大
正
十
五
年
に
、
在
仏
時
の
感
動
、
感
囲
が
詩

に
結
実
し
た
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
光
太
郎
へ
の
深
い
避
雷
が
剣
虞
れ
て
い
る
。
日

本
に
な
い
も
Ｑ
閃
阯
と
も
に
圧
倒
す
る
大
寺
院
、
洗
騨
の
極
悪
の
わ
け
の
わ
か
る
心
、
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（
山
居
七
年
）
と
後
年
語
っ
た
通
り
な
の
で
あ
る
。

偲
国
後
、
銅
像
会
社
も
契
佼
教
授
も
辞
Ｄ
、
「
二
代
目
光
璽
に
な
れ
、
派
閥
的
弱
力
拡

大
に
尺
せ
」
と
の
光
型
の
弟
子
迎
の
興
研
も
勿
勘
卯
勉
を
鰹
リ
、
翌
年
弟
逝
利
と
「
璃
汗

洞
」
面
皿
を
神
田
淡
路
町
に
開
い
た
り
、
北
海
逝
移
住
を
計
画
、
月
來
に
行
く
と
同
時
に

卸
も
ど
っ
た
り
、
瑛
汗
洞
も
人
に
謡
０
，
大
正
元
年
に
は
フ
ュ
ウ
ザ
ソ
会
を
つ
く
る
な
ど
、

生
き
る
通
を
ぱ
求
め
て
苦
悩
し
た
ｏ
お
坊
ち
ゃ
ん
の
気
ま
ぐ
れ
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

「
パ
リ
の
社
会
に
な
れ
た
生
活
を
目
安
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
旧
体
制
に
柵
つ
い

た
。
自
分
で
は
此
世
の
う
そ
っ
ぱ
ち
を
仏
ひ
の
け
て
、
真
拠
を
ひ
た
す
ら
求
め
て
ゐ
た
つ

も
り
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
剃
孤
戯
者
や
他
人
か
ら
は
札
つ
き
の
不
良
の
や
う
に
回
さ
れ
な

が
ら
、
自
分
で
は
農
上
の
良
心
を
研
い
で
ゐ
た
つ
も
り
で
ゐ
た
。
良
心
に
従
へ
ぱ
従
ふ
ほ

ど
、
世
界
の
お
き
て
と
逆
に
な
り
、
む
ろ
ん
要
傾
の
よ
い
生
活
法
な
ど
は
出
来
な
く
な
っ

た
。
結
局
父
の
脛
を
濁
す
な
が
ら
あ
ば
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
」
（
父
と
の
関

係
）
と
、
旧
魍
依
然
の
周
囲
に
対
し
て
、
自
分
取
り
に
真
実
を
求
め
て
良
心
的
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
耶
志
と
異
り
、
発
酵
し
、
函
繭
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
て
余
し
．
デ
カ
ダ
ン

へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
．
（
ソ
の
会
」
の
狂
醐
怒
涛
に
巻
き
こ
ま
れ
、
表
面

乳
故
と
し
て
は
、
故
時
に
自
己
解
放
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

呂
勺
向
再
冨
同
『
『
同
㈱
三
○
閂
Ｃ
向
く
Ｃ
こ
の
石
丙
屏
⑩
同
Ｚ
『
同
宛
ご

「
で
宛
同
叩
向
ｚ
弓
尹
弓
閂
。
Ｚ
」
は
即
興
的
饗
獲
の
歌
で
．
〈
ソ
の
会
を
偲
ば
せ
る
も

の
が
前
半
に
あ
る
。
パ
ン
の
会
の
談
笑
、
酔
態
、
熱
気
、
傭
景
が
そ
の
ま
ま
歌
い
こ
ま
れ

て
い
る
。
「
パ
ン
の
提
灯
が
酒
壷
か
ら
次
ぐ
瓜
に
摘
れ
て
、
／
ゆ
ら
り
と
動
き
、
は
ら
り

と
動
く
。
／
ペ
ル
ガ
モ
オ
の
匂
と
、
巴
旦
杏
の
匂
ひ
と
、
／
ヘ
リ
オ
ト
画
オ
ブ
と
、
ポ
ム

ペ
イ
ァ
。
／
味
哨
歯
の
鮫
妓
が
四
人
、
／
足
を
揃
へ
て
、
脚
を
掴
へ
て
、
／
え
い
、
。
ｘ
い
、

え
え
い
や
さ
、
／
と
踊
れ
ば
、
／
久
菊
も
、
五
郎
九
も
、
几
付
も
、
裁
之
肋
も
、
／
真
赤

に
な
っ
て
酔
う
た
り
。
／
歓
楽
の
鬼
や
、
刺
冴
や
、
河
内
屋
午
兵
衛
や
、
／
百
円
の
無
尽

や
、
／
生
の
杣
や
、
／
郷
土
色
彩
や
、
生
せ
る
女
や
、
／
綴
れ
の
錦
か
、
ゴ
プ
ラ
ソ
の
絨

鴎
か
、
／
織
ら
れ
た
り
、
と
ん
か
ら
Ｄ
と
。
／
醜
に
葡
萄
を
載
せ
た
パ
ン
の
瞬
面
が
、
／

火
の
樺
な
手
を
出
し
て
、
／
大
き
な
杯
を
渡
し
た
時
。
／
横
か
ら
焼
酎
に
火
を
点
け
て
、

／
倉
己
同
丙
冨
同
『
弓
両
割
言
。
】
ご
向
く
。
こ
い
勺
宛
辱
い
ロ
ｚ
弓
同
丙
…
。
。
」

と
光
太
郎
も
酔
い
な
が
ら
即
興
的
に
鋤
い
た
の
で
あ
る
。
「
私
は
昼
間
っ
か
ら
、
酒
に
酢

ひ
癒
れ
て
は
、
ポ
オ
ド
レ
ニ
ル
の
『
ア
シ
ッ
ッ
ニ
の
詩
』
な
ど
を
翻
訳
口
述
し
て
、
マ
ド

モ
ワ
ゼ
ル
、
ウ
メ
に
画
き
取
ら
せ
、
男
。
ハ
ル
』
な
ん
か
に
出
し
た
。
」
（
ヒ
ウ
ザ
ソ
会

と
。
〈
ソ
の
会
）
の
体
た
ら
く
、
「
外
国
か
ら
翻
っ
て
来
て
は
じ
め
て
日
本
の
傭
炎
に
触
れ
、

当
時
新
し
い
文
芸
家
の
間
に
ま
き
起
っ
た
所
訓
疾
風
怒
涛
時
代
に
身
を
も
ま
れ
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
対
す
る
現
状
憎
悪
か
ら
来
る
デ
カ
ダ
ン
性
と
、
そ
の
デ
カ
ダ
ン
性
に
対
す
る
俵

疑
と
、
斯
か
る
泥
沼
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
猟
傑
で
ぬ
ち
ゃ
め
角
や
に
な
っ
て
ゐ
た
座

自
身
を
此
処
に
見
る
」
（
某
月
楽
日
）
と
叩
な
る
デ
カ
ダ
ン
で
な
か
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

ヌ
ン
の
会
の
頃
」
に
「
銘
Ａ
が
自
己
の
内
か
ら
註
ろ
強
烈
な
光
で
互
は
隠
し
合
っ
て
ゐ

た
の
だ
。
い
つ
恩
ひ
出
し
て
も
滑
稽
な
ほ
ど
爲
邪
気
な
駐
え
さ
か
る
住
普
物
鴎
ば
か
り
だ
。

あ
の
頃
、
方
砺
迎
蒔
な
息
は
外
国
か
ら
鯛
っ
て
来
て
は
じ
め
て
本
当
の
腎
懇
の
無
鉄
砲
が

内
に
日
ざ
ぬ
た
。
共
が
時
代
的
に
或
る
契
合
点
を
持
っ
て
ゐ
た
。
」
と
囲
っ
て
い
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
瓜
の
近
代
傭
操
を
身
に
つ
け
た
新
鮮
な
芸
術
豪
と
し
て
文
壇
に
迎
え
ら
れ
、
・
光

太
郎
も
熱
し
て
詩
作
を
つ
づ
け
、
そ
の
詩
は
浪
漫
主
義
の
「
閲
星
」
、
芸
術
至
上
主
義
の

「
ス
．
〈
ル
」
、
江
戸
崎
閏
的
凡
国
燗
興
的
、
劇
店
耽
美
冊
凋
の
「
屋
上
庭
園
」
と
、
こ
れ

ら
と
対
賭
的
な
理
想
主
躯
の
「
日
揮
」
、
以
上
の
文
芸
雑
紘
上
に
発
変
し
た
。
詩
無
「
近

挫
」
の
前
半
三
十
二
脇
は
、
こ
の
時
代
の
作
品
で
あ
る
。
官
能
の
熱
気
、
生
の
恵
鋤
、
そ

の
敗
亡
、
生
命
の
過
剰
、
自
意
識
の
過
剰
、
願
魔
、
放
埒
、
そ
の
心
痂
、
危
擾
感
、
抵
抗

感
に
満
ち
た
杼
傭
狩
ば
か
り
で
あ
る
。

筋
愚
小
伝
で
は
こ
の
時
代
を
回
顧
し
て
「
デ
カ
ダ
ン
」
が
あ
る
。
「
ま
っ
た
く
行
く
べ

き
と
こ
ろ
が
「
無
い
。
／
デ
カ
ダ
ン
と
人
は
目
っ
て
典
が
る
が
／
こ
ん
な
価
い
良
心
の
限
ざ

め
を
付
て
知
ら
な
い
。
／
迎
ま
き
の
豚
春
が
や
っ
て
き
て
／
樫
は
ま
す
ま
す
深
み
に
落
ち

る
。
／
意
識
し
な
が
ら
ず
り
落
ち
る
。
」
と
、
。
〈
ソ
の
会
で
騒
い
で
い
て
も
、
北
原
白
状

や
、
木
下
杢
太
郎
な
ど
と
の
デ
カ
ダ
ン
と
は
圃
的
に
遮
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
火
の
つ

い
た
生
の
愈
識
と
反
逆
と
の
放
崎
で
あ
り
、
自
己
解
放
な
の
で
あ
っ
た
。
白
秋
の
「
江
戸

備
岡
的
興
国
柵
間
的
憧
慨
」
と
い
う
趨
沫
的
な
も
の
と
は
質
を
典
に
し
て
い
る
ｏ
行
く
べ

き
処
の
な
い
無
躁
、
ず
り
落
ち
る
こ
と
を
意
識
す
る
危
擾
悪
、
そ
の
表
れ
た
要
は
「
酔
っ

て
ゐ
る
」
放
埒
な
の
で
あ
る
。
モ
ナ
・
リ
ザ
一
巡
の
詩
の
生
活
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
所
縁

の
睡
窮
」
の
生
命
力
の
過
剰
、
消
紺
の
馴
魔
、
不
安
定
の
心
理
、
聰
晩
．
そ
し
て
寂
逗
。

『
寂
恵
」
と
い
う
詩
、
行
く
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
鯏
陳
は
「
何
処
に
か
走
ら
ざ
る
ぺ
か
ら

十
／
走
る
べ
き
処
な
し
／
何
事
か
為
さ
ざ
る
ぺ
か
ら
十
／
為
十
べ
き
邪
な
し
／
坐
す
る
に

湛
え
ず
／
脅
迫
は
大
地
に
満
て
り
…
・
・
・
あ
あ
、
走
る
べ
き
逝
を
教
へ
よ
／
為
す
べ
き
噸
を

知
ら
し
め
よ
／
氷
河
の
唾
は
火
の
画
く
府
し
／
痂
し
、
価
し
」
と
痂
烈
を
極
め
て
い
る
。

自
国
で
彫
刻
を
本
格
的
に
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
刑
期
し
た
の
に
、
す
ぐ
実
用
に
供
し
よ

う
と
十
る
周
囲
へ
の
不
涜
、
反
逆
と
し
て
の
放
埒
、
そ
こ
も
安
住
の
場
所
で
は
な
い
、
居

て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
な
い
、
真
の
生
き
方
を
す
る
者
の
息
の
っ
け
な
い
鰹
燥
が
激
し
く

２２ 



知
れ
な
い
が
、
そ
の
後
、
私
自
身
の
考
え
方
も
鍵
変
遷
し
て
、
日
本
文
化
は
十
ぱ
ら
し
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
．
…
…
根
本
に
お
い
て
、
日
本
は
ま
だ
後
進
国
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
は
抜
け
て
い
な
い
。
こ
と
に
パ
リ
の
壮
困
と
優
雅
を
ま
の
あ
た
り
に
見
る
と
、

地
下
の
萩
原
期
太
郎
に
む
か
っ
て
『
先
生
だ
っ
て
、
一
座
・
く
り
へ
い
ら
し
た
ら
、
日
本
は

世
界
の
田
舎
者
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
で
し
ェ
う
に
』
と
、
三
十
年
前
の
勤
争
を
再
開
し
た

い
気
持
ち
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
で
す
ら
こ
ん
な
記
螂
が
掛
か
れ
る
の
で

あ
る
。
明
治
に
パ
リ
に
行
っ
た
光
太
郎
や
荷
風
が
文
明
の
「
落
差
」
を
痛
烈
に
感
じ
た
の

は
当
然
で
あ
る
。

光
太
郎
は
草
野
心
平
や
叉
、
高
田
博
厚
と
一
緒
に
フ
ラ
ン
ス
へ
行
こ
う
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
「
フ
ラ
ン
ス
は
い
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
一
度
は
い
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
」
「
…

…
」
「
皿
洗
い
も
し
ま
し
た
。
お
か
げ
槻
で
ど
う
い
う
こ
と
も
や
れ
る
し
、
何
で
も
わ
か

っ
た
。
」
（
二
十
年
七
月
、
宮
沢
清
六
談
）
と
あ
り
、
「
遊
ぶ
の
は
パ
リ
が
い
い
け
れ
ど
、

住
む
の
な
ら
イ
ギ
リ
ス
だ
。
」
と
も
い
い
、
大
正
六
年
に
ア
メ
リ
カ
で
の
彫
刻
個
展
を
計

画
し
、
資
金
痩
側
に
彫
刻
頒
布
会
を
発
表
し
た
が
、
入
会
者
が
少
く
流
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

曾
遊
の
地
は
い
い
も
の
と
見
え
る
。
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
ひ
か
れ
て
い
る
比
皿
が
大
き
い
。

荷
風
は
「
余
本
年
再
び
巳
里
に
遊
び
た
き
孝
な
れ
ど
、
終
生
か
の
地
に
居
住
す
る
わ
け

に
も
行
く
ま
じ
。
帰
り
釆
り
し
後
の
寂
翼
不
平
を
恩
ふ
時
は
寧
こ
の
主
上
歴
屋
に
老
い
朽

つ
る
に
若
か
ざ
る
べ
し
。
感
慨
万
極
。
遂
に
決
意
す
る
こ
と
能
は
ザ
」
（
大
正
十
一
年
二

月
三
日
）
と
。
こ
の
日
郵
船
出
張
所
で
渡
航
費
を
た
ず
ね
て
い
る
。

再
び
訪
れ
た
い
心
を
持
た
せ
る
魅
力
の
あ
る
・
く
り
。
両
人
と
も
御
多
分
に
洩
れ
な
い
・

私
の
外
祖
父
は
慶
応
三
年
に
松
江
藩
か
ら
・
く
り
に
、
明
治
九
年
再
び
住
友
か
ら
召
学
さ
せ

ら
れ
、
「
フ
ラ
ン
ス
は
い
い
所
だ
よ
。
」
と
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
又
、
「
言
葉
を

覚
え
る
の
は
芝
居
見
物
に
限
る
。
」
と
。

光
太
郎
も
荷
瓜
も
観
劇
と
音
楽
を
き
く
の
に
忙
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
音

楽
好
き
で
素
朴
な
鑑
甘
者
理
解
者
で
あ
っ
た
。
光
太
郎
は
「
回
数
切
符
を
買
っ
て
趣
い

て
は
、
毎
魂
音
楽
会
へ
行
っ
た
巴
里
の
冬
の
寒
い
夜
更
の
蕊
を
恩
ひ
出
す
。
」
（
詩
歌
と

音
楽
明
治
四
十
二
年
）
と
「
私
は
音
楽
を
熱
愛
す
る
。
東
京
で
今
の
や
う
に
音
楽
の
自
由

に
き
か
れ
な
か
っ
た
二
十
年
も
前
の
頃
、
毎
晩
一
度
は
『
音
』
を
探
し
に
東
京
中
を
さ
ま

ょ
ひ
歩
い
た
事
を
恩
ひ
出
す
。
」
（
詩
人
の
知
っ
た
黙
で
は
な
い
昭
和
八
年
）
な
ど
を
見

る
と
、
専
門
外
の
音
楽
に
つ
い
て
さ
え
落
差
が
語
ら
れ
て
お
り
、
荷
風
の
「
新
帰
朝
者
日

記
」
に
も
日
本
の
音
楽
の
後
進
性
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
主
人
公
は
ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
。

音
楽
会
、
自
宅
で
の
演
奏
、
教
授
就
任
依
頼
の
交
渉
な
ど
を
通
し
て
荷
風
は
音
楽
観
を
鍋

る
。
荷
瓜
は
在
米
、
在
仏
を
通
し
て
音
楽
を
き
く
の
は
鶏
心
で
な
か
な
か
の
音
楽
通
で

あ
っ
た
か
ら
、
主
人
公
を
音
楽
家
に
し
た
の
で
あ
る
。

特
に
、
く
り
で
開
眼
し
、
大
人
に
な
っ
た
光
太
郎
に
と
っ
て
、
故
国
の
け
ち
く
さ
さ
は
我

慢
が
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
ぶ
れ
、
礼
賛
す
る
と
い
う
浅
薄
さ
で
は
な
く
、
近
代

文
明
の
本
質
に
ふ
れ
、
自
我
に
目
覚
め
、
佃
の
尊
厳
を
知
り
、
自
己
を
見
つ
め
、
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ロ
ナ
ル
な
．
く
り
に
あ
っ
て
国
籍
を
忘
れ
な
が
ら
、
や
は
り
黄
色
人
種
で
あ
る
』
」
と

を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
光
太
郎
に
と
っ
て
故
国
の
現
実
は
あ
き
た
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
・

帰
朝
第
一
印
類
は
「
狭
く
る
し
い
瞳
の
や
う
に
神
戸
が
見
え
た
。
／
プ
ジ
ャ
マ
は
美
し
か

っ
た
が
小
さ
か
っ
た
。
」
（
親
不
幸
）
な
の
で
あ
る
。
「
故
郷
は
遠
く
小
さ
く
け
ち
く
さ

く
、
／
う
る
さ
い
田
舎
の
や
う
だ
っ
た
。
／
私
は
．
く
り
で
は
じ
め
て
彫
刻
を
悟
り
簿
／
詩

の
真
実
に
開
眼
さ
れ
、
／
そ
こ
の
鷹
民
の
一
人
一
人
に
／
文
化
の
い
ば
れ
を
み
て
と
っ
た
。

／
悲
し
い
恩
で
是
非
も
な
く
、
／
比
べ
や
う
も
な
い
落
差
を
感
じ
た
。
／
日
本
の
率
物
国

柄
の
一
切
を
／
な
つ
か
し
み
な
が
ら
否
定
し
た
。
」
頁
Ⅱ
）
は
帰
国
し
て
い
よ
い
よ
明

確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
故
郷
へ
帰
っ
た
時
の
寂
し
さ
を
も
窃
に
心
配
」
し
た
通
り
で

あ
っ
た
。
「
あ
あ
僕
は
や
っ
ぱ
り
日
本
人
だ
…
…
」
の
ど
う
に
も
な
ら
な
い
自
己
嫌
悪
、

け
ち
く
さ
い
日
本
風
土
の
否
定
、
そ
れ
を
竃
す
る
所
な
く
恩
ひ
切
っ
て
煙
発
、
発
散
さ
せ

た
「
根
付
の
国
」
。
日
本
人
の
外
鋭
・
性
向
の
咽
凧
。
日
本
人
の
持
つ
真
実
を
残
酷
に
辛

辣
に
吐
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
西
欧
で
彫
の
深
い
端
正
な
頑
立
の
人
々
、
モ
デ
ル
女
ま
で

偶
の
自
覚
と
自
由
の
尊
亜
の
意
識
の
見
え
る
、
そ
ん
な
人
々
を
見
な
れ
た
彫
刻
家
光
太
郎

の
目
に
、
自
分
も
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
瞬
間
忘
れ
た
庇
実
直
視
、
Ｉ
し
か
も
情
焦
い

面
ば
か
り
ｌ
と
、
西
欧
に
お
け
る
有
色
人
批
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
潜
在
意
識
と
が
「
硬

の
様
な
、
狐
の
様
な
、
も
も
ん
が
あ
の
槻
な
、
だ
ぽ
は
ぜ
の
様
な
、
麦
魚
の
槻
な
、
鬼
瓦

の
櫛
な
。
茶
碗
の
か
け
ら
の
嫌
な
日
本
人
」
と
省
か
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
模
倣
、
狡
淵
や

奇
怪
、
食
え
な
い
、
自
主
性
な
き
集
団
性
、
こ
け
お
ど
し
、
役
に
立
た
な
い
、
Ｉ
な
ど

と
い
う
画
愉
と
し
て
吐
き
す
て
る
の
で
あ
る
。
「
ふ
る
さ
と
の
少
女
を
見
れ
ば
ふ
る
さ
と

を
佳
し
と
し
が
た
し
か
な
し
き
か
な
や
・
醜
き
を
親
の
親
よ
り
調
ひ
ね
ぎ
て
今
日
に
か
も

な
る
さ
て
は
醜
き
・
色
み
て
は
盲
目
音
に
は
み
み
し
ひ
の
ふ
る
さ
と
ぴ
と
の
顔
の
さ
び
し

さ
」
と
歌
に
も
ず
ば
り
と
獄
ひ
。
「
庭
の
小
鳥
」
の
「
琉
閣
な
あ
の
声
き
け
ば
／
日
本
の

烏
で
は
な
い
さ
う
な
」
に
も
日
本
風
土
の
否
定
が
悠
ぜ
ら
札
る
。
「
…
…
ロ
ダ
ン
を
学
び

た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
…
…
フ
ラ
ン
ス
で
は
い
い
こ
と
も
覚
え
て
き
た
が
、
悪
い
洗

礼
も
受
け
て
大
し
た
デ
カ
ダ
ン
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
フ
ラ
ソ
ス
か
ら
翻

る
と
き
、
日
本
自
慢
の
富
士
山
が
豆
の
よ
う
に
．
〈
カ
バ
力
し
く
貧
弱
に
見
え
た
の
で
す
。
」
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連
○
六
運
に
操
返
さ
れ
て
異
邦
人
と
し
て
の
心
酔
を
表
現
し
て
い
る
。
讃
仰
の
的
な
る
凶

の
中
の
ノ
オ
ト
ル
ダ
ム
ド
パ
リ
の
カ
テ
ド
ラ
ル
は
「
あ
な
た
」
と
親
近
感
を
も
っ
て

呼
び
か
け
ら
れ
、
「
聾
え
立
つ
・
立
つ
」
「
黙
り
返
っ
て
蝶
え
立
ち
、
」
一
肘
そ
の
壮
大

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
良
の
叫
喚
の
す
さ
ま
じ
さ
が
「
た
だ
黙
っ
て
立
つ
、
／
次
ぎ
あ
て
る

風
の
力
を
ぢ
つ
と
受
け
て
立
つ
。
」
カ
テ
ド
ラ
ル
の
壮
絶
の
姿
を
浮
彫
り
に
す
る
。
光
太

郎
の
造
型
的
素
圃
と
音
楽
的
感
覚
と
が
瀧
然
一
体
と
な
っ
て
且
の
中
た
れ
ば
こ
そ
－
し
お

悪
動
的
な
カ
テ
ド
ラ
ル
の
姿
が
い
き
い
き
と
現
出
さ
れ
、
光
太
郎
の
感
動
が
な
ま
な
ま
し

く
ほ
と
ば
し
り
出
る
。

荷
凰
は
「
伝
通
院
」
で
「
Ｂ
型
に
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
が
あ
る
。
洩
煎
に
肌
音
堂
が
あ
る
。

そ
れ
と
同
じ
嫌
に
私
の
生
れ
た
小
石
川
を
ぱ
（
少
な
く
と
も
毯
の
心
だ
け
に
は
）
飽
く
ま

で
小
石
川
ら
し
く
忠
は
せ
池
の
所
か
ら
此
の
一
区
劃
を
色
別
さ
せ
る
も
の
は
あ
の
伝
通
院

で
あ
る
。
」
と
述
べ
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
」
を
心
に
何
め
て
挑
め
た
の
は
示
さ
れ
て
い
る
し
、

「
翼
」
に
「
川
く
鮫
し
い
ウ
ニ
ス
ト
ミ
ソ
ス
ク
ァ
を
仰
い
だ
心
は
ノ
オ
ト
ル
ダ
ァ
ム
の
軽

快
に
驚
き
悪
さ
れ
た
。
」
と
あ
る
。
こ
の
程
度
の
関
心
で
あ
る
。
ふ
ら
ん
す
物
語
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
場
所
は
多
い
が
、
「
製
」
の
外
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
は
「
巴
皿
の
わ
か
れ
」
に

「
朝
日
が
早
く
も
ノ
ー
ト
ル
ダ
ー
ム
の
囲
櫓
に
反
射
す
る
」
「
大
慨
の
人
は
壷
で
見
て
知

っ
て
層
や
う
。
犯
し
題
い
尊
鮫
の
中
に
も
云
は
れ
ぬ
任
し
部
を
矢
は
い
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の

寺
院
は
立
つ
。
」
（
羅
典
街
の
夜
）
と
あ
る
位
で
あ
る
。

さ
て
、
「
モ
ー
．
〈
サ
ン
の
石
像
を
拝
す
」
は
、
荷
風
の
ロ
醜
詞
で
あ
る
。
永
い
思
慕
の

冊
を
一
気
に
の
べ
た
て
て
い
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
語
と
自
分
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
と
の
か
Ｌ
わ

０
か
ら
在
米
中
の
自
分
と
プ
ラ
ソ
ス
甑
・
フ
ラ
ン
ス
を
翻
り
、
「
樫
は
、
ど
ん
な
巾
と
し

て
も
、
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
っ
て
、
先
生
の
お
窓
き
に
な
っ
た
世
の
中
を
見
た
い
、
も
し
、
此

の
志
が
遂
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
私
は
例
へ
、
親
が
急
病
鍔
逆
云
っ
て
も
日
本
へ
は
帰
る
ま
い
、

と
恩
ひ
ま
し
た
。
こ
の
一
念
が
、
大
西
洋
を
前
に
扣
へ
た
紐
育
の
商
業
界
に
、
息
を
引
止

め
て
居
た
唯
一
の
力
で
し
た
。
」
と
述
べ
、
「
私
も
一
層
、
先
生
の
藩
作
を
枕
に
秘
筐
飲

ま
う
と
し
た
小
も
あ
り
ま
し
た
。
」
と
そ
の
苦
し
さ
を
翻
り
、
イ
デ
ス
の
邸
を
翻
り
、
モ

ソ
ソ
ー
公
園
と
石
像
と
描
写
し
、
そ
１
．
ハ
ッ
サ
ソ
の
心
中
を
察
し
、
「
狼
り
に
先
生
の
肖

像
画
を
掲
げ
た
の
に
対
し
て
、
先
生
は
、
わ
が
薪
作
は
天
下
の
公
衆
に
腿
す
れ
ど
も
、
わ

が
肖
像
は
わ
れ
の
み
に
風
十
、
と
憤
慨
さ
れ
た
。
又
先
生
が
無
の
師
プ
ロ
ー
ペ
ル
に
寄
せ

た
湛
個
の
公
に
さ
れ
た
の
を
見
て
辿
し
虫
れ
た
恥
も
あ
っ
た
。
其
れ
等
を
恩
へ
ぼ
、
私
は

深
く
、
後
世
の
人
が
故
人
の
志
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
蕊
を
魂
さ
ま
す
。
が
、
又
一
方
で

は
、
如
何
に
先
生
の
天
才
に
慨
れ
ろ
も
の
が
多
い
か
、
東
洋
の
端
札
に
生
れ
た
自
分
ま
で

両
人
が
フ
ラ
ン
ス
の
影
野
を
多
分
に
受
け
、
フ
ラ
ン
ス
を
鍵
し
た
こ
と
は
前
に
も
ナ
で

に
触
れ
た
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
十
七
日
の
読
売
新
聞
の
「
文
化
」
棚
、
杉
森
久
英
の
「
東
且
西
瓜

世
界
の
田
舎
者
」
の
タ
イ
ト
ル
の
文
に
「
二
十
代
の
駆
け
出
し
田
無
者
の
こ
ろ
、
萩
原
朔

太
郎
の
と
こ
ろ
へ
時
の
脱
稿
を
た
の
み
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
朔
太
郎
は
、
…
…
日
本

の
伝
焼
文
化
に
つ
い
て
野
鋤
琶
掛
い
て
も
い
い
と
い
っ
た
。
…
…
段
は
、
日
本
文
化
は
紬

局
、
世
界
の
田
舎
者
の
独
善
的
な
文
化
で
は
な
い
で
す
か
と
い
っ
た
。
朔
太
郎
は
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
よ
と
い
い
、
…
…
顔
面
神
屋
を
ピ
リ
ピ
リ
さ
せ
は
じ
め
た
の
で
、
樫
は
あ
わ

て
て
辞
去
し
た
。
そ
の
翌
月
、
…
…
暁
争
麓
に
、
朔
太
郎
の
『
日
本
は
世
界
の
田
舎
毛
色

と
い
う
鋤
文
が
段
っ
た
の
で
、
私
は
閑
太
郎
先
生
、
よ
っ
ぽ
ど
お
怒
り
に
な
っ
た
ら
し
い

と
首
を
す
く
め
た
。
い
ま
昼
は
花
の
卸
パ
リ
の
、
シ
ャ
ソ
ゼ
リ
ゼ
の
街
頭
に
立
っ
て
、
ル

イ
王
朝
の
夢
の
跡
、
ナ
鑛
レ
オ
ソ
栄
華
の
ま
ぼ
ろ
し
を
週
う
て
い
る
。
萩
原
朔
太
郎
は

『
プ
ラ
ソ
ス
ヘ
ゆ
き
た
し
、
さ
れ
ど
フ
ラ
ン
ス
は
あ
ま
り
に
も
道
し
』
と
歌
っ
た
け
れ
ど
、

航
空
術
の
発
逮
と
皿
光
思
想
の
鶴
及
は
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
さ
し
た
る
用
の
な
い
人
間

を
も
、
や
す
や
す
と
フ
ラ
ン
ス
へ
運
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
が
朔
太
郎
に
価
つ

い
た
気
持
ち
の
底
に
は
や
先
生
だ
っ
て
昔
は
フ
ラ
ソ
ス
ヘ
行
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
く

せ
に
…
…
と
、
変
節
を
賀
め
る
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
鯛
太
郎
を
怒
ら
せ
た
の
か
も

が
、
今
此
処
に
、
恋
を
捨
て
島
ま
で
も
遠
く
へ
未
っ
て
其
の
下
に
拝
伏
す
る
噸
が
出
来
る

思
沢
を
察
せ
ら
れ
た
な
ら
、
先
生
は
苦
笑
し
っ
上
も
、
後
人
の
卵
を
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う

と
恩
ひ
ま
十
。
」
と
画
く
。
そ
し
て
「
区
は
先
生
の
や
う
に
、
発
狂
し
て
自
段
を
企
て
る

ま
で
苦
悶
し
た
芸
術
的
の
生
漉
を
送
り
た
い
と
恩
っ
て
居
ま
す
。
型
は
、
先
生
の
藩
作
を

謎
み
行
く
中
に
、
麓
く
程
思
想
の
一
致
を
見
出
し
ま
す
。
」
と
そ
の
突
例
を
あ
げ
、
墓
参

を
告
げ
て
結
ん
で
い
る
。
仔
禰
で
あ
り
、
口
俔
さ
で
あ
り
、
自
分
に
つ
い
て
洗
い
ざ
ら
い

要
を
尽
し
て
モ
ー
パ
ッ
サ
ソ
に
甘
え
か
上
っ
て
い
る
。
荷
風
の
生
活
悠
燗
が
明
白
に
鋭
朋

さ
れ
て
も
い
る
。

光
太
郎
の
詩
の
見
邪
さ
に
比
す
と
、
何
と
い
っ
て
も
若
さ
が
目
立
つ
。
身
勝
手
な
匂
い

が
何
と
江
く
漂
い
、
魏
明
調
が
気
に
な
る
。
円
熟
の
境
地
に
あ
っ
て
永
年
心
に
あ
た
た
め

た
も
の
を
ま
と
め
た
の
と
、
感
動
に
圧
せ
て
一
気
呵
成
に
宙
い
た
も
の
と
の
相
違
で
あ
る

ロ
ブ
◎

帰
朝
後
の
光
太
郎
と
荷
風
と
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か
に
カ
テ
ド
ラ
ル
で
あ
り
、
モ
ー
・
〈
ツ
サ
ソ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
蕪
な

の
で
あ
る
。
彫
刻
家
光
太
郎
の
眼
に
は
カ
テ
ド
ラ
ル
の
す
ば
ら
し
さ
が
、
文
学
者
荷
風
に

は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
天
才
が
、
あ
こ
が
れ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
結
晶
し
た
の
で

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
真
幽
に
ふ
れ
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
蛎
毎
に
感
じ
と
っ
た
光
太

郎
、
荷
風
が
凝
築
的
に
故
徴
的
に
フ
ラ
ン
ス
讃
仰
を
菱
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ノ
オ
ト
ル
ダ
ム
ｒ
・
く
り
の
カ
ー
ナ
ド
ラ
ル
が
歌
い
こ
め
ら
れ
て
い
る
、
「
雨
に
う
た

る
ム
ヵ
テ
ド
ラ
ル
」
は
大
正
十
年
十
月
作
、
帰
国
後
十
三
年
目
に
感
動
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
雑
誌
発
表
の
際
は
「
巴
型
幻
想
曲
の
こ
の
附
記
が
あ
る
。
次
々
と
作
る
意
図

の
も
と
に
ま
ず
、
一
番
感
肋
的
な
カ
テ
ド
ラ
ル
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
「
モ
ー
・
〈
サ

ン
の
石
像
を
拝
す
」
は
明
治
四
十
二
年
三
月
二
十
五
日
以
前
に
雷
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

光
太
郎
は
永
年
心
に
あ
た
た
め
て
き
た
も
の
を
定
滑
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
荷
風
は
明
治
四

十
一
年
三
月
一
一
一
十
日
の
午
後
パ
ル
ク
モ
ソ
ソ
ー
に
モ
ー
・
〈
ツ
サ
ソ
の
像
を
見
に
出
か
け
た

時
点
よ
り
遠
く
な
い
、
直
後
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
記
で
あ
る
。
「
雨
に
う
た
る
る
カ
テ

ド
ラ
ル
」
を
読
む
時
、
感
動
の
再
現
・
再
燃
Ｉ
十
三
年
前
の
ｌ
と
い
う
患
で
は
な
く

て
、
迩
後
の
激
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
生
生
し
さ
が
あ
る
。
十
三
年
前
で
は
鉦
舌
に
尽
し

趣
い
感
肋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
松
島
の
月
ま
づ
心
に
か
か
り
て
」
と
第
一
の
関

心
を
示
し
な
が
ら
、
感
動
の
あ
ま
り
句
の
な
い
芭
蕪
の
ご
と
く
。
憧
れ
の
モ
ー
．
〈
サ
ン
の

記
念
像
の
下
に
、
身
を
投
げ
か
け
、
襖
々
と
感
慨
を
述
べ
る
の
が
生
生
し
い
の
は
当
然
か

も
し
れ
な
い
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
の
面
目
囲
如
で
あ
る
。
ど
ち

ら
に
も
青
春
の
備
熱
と
行
情
と
が
あ
る
。
ど
ち
ら
に
も
徹
底
し
た
歌
仰
、
心
酔
が
見
え
る
。

「
…
…
毎
日
一
度
は
き
っ
と
こ
こ
へ
来
る
わ
た
く
し
で
す
。
／
あ
の
日
本
人
で
す
。
…
…

ノ
ォ
ト
ル
ダ
ム
ド
パ
リ
の
カ
テ
ド
ラ
ル
。
／
あ
な
た
を
見
上
げ
た
い
ば
か
り
に
ぬ
れ

て
来
ま
し
た
。
／
あ
な
た
に
さ
は
り
た
い
ぽ
か
り
に
／
あ
な
た
の
石
の
は
だ
に
人
し
れ
ず

接
吻
し
た
い
ば
か
り
に
。
…
…
嵐
は
わ
た
く
し
の
国
日
本
で
も
こ
の
や
う
で
す
。
／
た
だ

整
え
立
つ
あ
な
た
の
姿
を
見
な
い
だ
け
で
す
。
…
…
わ
た
く
し
の
心
は
今
あ
な
た
を
見
て

身
ぷ
る
ひ
し
ま
す
。
／
あ
な
た
の
こ
の
悲
壮
劇
に
似
た
姿
を
目
に
し
て
は
る
か
速
く
③

国
か
ら
来
た
わ
か
も
の
の
胸
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
／
何
の
故
か
ま
る
で
知
ら
ず
心
の
高
鳴

り
は
／
空
中
の
叫
喚
に
声
を
合
せ
て
た
だ
を
の
の
く
ぱ
か
り
に
薄
き
ま
十
・
・
・
…
・
今
此
処

で
／
あ
な
た
の
角
石
に
両
手
を
あ
て
て
熱
い
頬
を
／
あ
な
た
の
は
だ
に
ぴ
っ
た
り
寄
せ
か
け

て
ゐ
る
者
を
ぶ
し
つ
け
と
お
恩
ひ
下
さ
い
ま
す
な
、
／
辞
へ
る
者
な
る
わ
た
く
し
で
す
。

／
あ
の
日
本
人
で
す
。
」
の
表
現
に
は
っ
き
り
そ
れ
ら
が
う
か
が
え
る
。
炊
き
つ
の
る

あ
め
か
ぜ
の
中
を
カ
テ
ド
ラ
ル
に
来
て
、
人
し
れ
ず
石
の
は
だ
に
接
吻
を
す
る
光
太
郎
の

熟
い
心
が
ま
ざ
堂
ざ
と
よ
み
が
え
っ
て
い
る
。
荷
風
は
「
そ
も
く
、
、
桜
が
フ
ラ
ン
ス
語

遊
学
ぱ
う
と
云
ふ
心
掛
け
を
起
し
ま
し
た
の
は
、
あ
上
、
モ
ー
・
〈
サ
ン
先
生
よ
。
先
生
の

文
章
を
英
譜
に
よ
ら
ず
し
て
原
文
の
ま
Ｌ
に
味
ひ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
一
宇
一

句
で
も
、
先
生
が
手
づ
か
ら
お
曾
さ
に
な
っ
た
文
字
を
、
わ
が
舌
自
ら
で
、
発
音
し
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
」
に
始
ま
り
、
全
文
彦
』
札
恋
文
で
あ
る
。
「
私
は
此
れ
か
ら
、
先

生
の
過
骸
を
埋
め
た
モ
ソ
．
〈
ル
ナ
ス
の
基
地
に
参
詣
し
ま
せ
う
。
程
の
さ
ふ
げ
る
一
束
の

花
を
受
け
て
下
さ
い
。
あ
ぁ
、
崇
拝
す
る
モ
ー
・
〈
サ
ン
先
生
。
」
が
そ
の
結
び
・
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
で
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
仔
備
、
面
と
向
っ
て
で
は
言
え
な
い
よ
う
な
悩
緒
翻
綿

の
一
蘭
で
あ
る
。

嵐
で
さ
え
も
出
か
け
て
ゆ
く
カ
テ
ド
ラ
ル
、
巳
里
の
惇
平
場
へ
君
く
と
、
直
ち
に
は
せ

つ
け
る
石
像
。
ど
ち
ら
も
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
「
毎
日
一
度
は
き
っ
と
こ
こ
へ
来

る
わ
た
く
し
で
す
。
」
の
持
統
的
執
心
、
明
治
三
十
四
年
九
月
暁
堀
学
校
フ
ラ
ン
ス
舗
科

の
夜
学
に
通
い
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
は
英
語
な
ど
は
顧
み
ず
、
フ
ラ
ン
ス
語
を

勉
強
し
、
渡
米
後
二
年
、
モ
ー
パ
サ
ソ
の
創
作
を
字
替
を
領
Ｄ
に
読
め
る
よ
う
に
な
り
、

ど
う
し
て
も
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
た
い
と
思
慕
の
明
暮
の
後
、
や
っ
と
思
い
か
な
っ
た
と
い

う
心
に
懐
き
つ
づ
け
た
価
れ
の
実
現
、
ど
ち
ら
も
恋
文
で
あ
る
。
文
化
過
産
そ
の
も
の
と
、
ト
ー

像
１
人
の
通
い
は
あ
る
が
。

詩
は
百
五
行
の
奨
爲
、
短
篇
の
紀
行
随
想
。
分
量
的
に
は
ほ
ぼ
等
し
い
。
憧
慨
の
心
を

述
べ
た
こ
と
も
相
通
う
。
創
作
時
と
価
臓
の
橡
想
は
興
る
。
し
か
し
一
番
異
っ
て
い
る
の

は
そ
の
書
き
方
で
あ
る
。

光
太
郎
は
智
恵
子
夫
人
を
得
て
、
大
正
四
年
頃
か
ら
彫
刻
に
専
心
、
詩
作
は
少
く
、
大

正
十
年
「
明
星
」
の
復
刊
を
機
に
再
び
詩
作
を
活
溌
に
し
は
じ
め
た
時
期
の
作
品
で
、
塗

れ
る
よ
う
な
詩
澗
を
心
ゆ
く
ま
で
送
ら
せ
た
も
の
で
あ
り
、
円
熟
充
実
し
た
作
風
で
あ
る
。

カ
テ
ド
ラ
ル
そ
の
ま
ま
の
造
型
的
櫛
築
と
壮
観
な
嵐
と
共
な
る
音
楽
的
柵
成
と
が
作
り
上

げ
た
見
事
さ
。
光
太
郎
の
感
動
と
嵐
と
カ
テ
ド
ラ
ル
と
一
分
の
隙
も
な
い
。
「
お
う
又
攻

き
つ
の
る
ぁ
の
か
ぜ
」
が
大
交
響
曲
の
序
曲
、
こ
の
冒
頭
が
六
巡
中
、
一
・
二
・
四
・
五

と
く
り
返
さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
そ
の
・
〈
リ
ニ
ー
シ
回
ソ
の
「
お
う
雨
に
う
た
る
る
カ
テ

ド
ラ
ル
／
息
を
つ
い
て
次
き
っ
の
る
あ
め
か
ぜ
の
急
蝿
に
」
で
、
三
辿
に
は
な
く
変
化
が

つ
け
ら
れ
、
全
く
風
の
状
況
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
「
お
う
又
吹
き
つ
の
る
あ
め
か
ぜ
」

の
リ
フ
レ
イ
ン
が
眼
の
前
に
整
え
立
つ
カ
テ
ド
ラ
ル
ヘ
の
風
当
り
の
強
さ
を
強
調
し
、
奥

の
呼
吸
に
ぴ
っ
た
り
な
の
で
あ
る
。
私
の
悠
動
は
一
連
の
「
あ
な
た
を
見
上
げ
て
ゐ
る
の

は
わ
た
く
し
で
す
。
」
が
三
迦
に
も
操
返
さ
れ
、
一
連
の
「
あ
の
日
本
人
で
す
。
」
が
三



い
・
両
人
と
も
に
東
京
で
生
ま
れ
、
育
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
京
都
に
生
ま
れ
育
ち
、
桂

賎
宮
や
修
学
院
離
宮
や
名
利
に
親
し
ん
で
い
た
生
活
で
あ
っ
た
ら
、
物
量
は
と
も
か
く
、

精
神
的
伝
統
の
積
み
Ⅲ
ね
だ
け
は
總
々
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
を
悪
じ
と
っ
て
何
ら
か

の
落
ち
つ
き
を
得
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
古
郡
。
新
京
、
東
京
も
あ
る
と
い
つ

ふ
う
に
ｏ

光
太
郎
は
「
は
じ
め
て
異
性
に
触
れ
た
の
も
。
く
り
」
と
う
ぶ
で
あ
る
が
、
荷
風
は
「
段

初
フ
ラ
ン
ス
に
来
た
当
座
は
ど
ん
な
事
を
し
て
も
自
分
を
制
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

三
日
間
に
一
ケ
月
の
生
活
費
を
消
費
し
て
し
ま
っ
て
居
な
が
ら
ま
だ
遊
び
た
い
。
…
…
決

心
し
た
。
一
切
フ
ラ
ン
ス
に
居
る
間
は
女
に
は
手
を
出
さ
ぬ
。
何
か
の
機
会
で
恩
は
れ
藤

は
れ
で
も
し
た
ら
僕
は
と
て
も
再
び
日
本
に
や
帰
ら
れ
な
く
な
る
か
も
知
れ
ん
か
ら
ね
。

…
…
詩
人
肌
に
な
り
美
し
い
フ
ラ
ン
ス
の
山
水
に
酢
は
う
と
云
ふ
決
心
を
し
た
。
」
（
祭

の
夜
が
た
り
）
に
片
鱗
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
決
心
」
し
な
が
ら
す
ぐ
刷
れ
る
。
「
万
率

に
つ
け
て
、
米
国
赴
任
当
初
の
や
う
な
生
々
し
た
悠
興
、
身
の
顔
ふ
衝
動
を
覚
え
る
事
が

出
来
な
い
・
あ
出
好
い
女
だ
と
眼
だ
け
は
引
け
け
ら
れ
て
も
、
心
で
は
、
ど
ん
な
無
理
を

し
て
も
と
云
ふ
程
の
副
気
が
起
ら
な
い
。
」
が
「
世
の
中
は
何
と
云
っ
て
も
、
女
で
な
く

て
は
夜
が
明
け
な
い
」
し
「
一
度
び
藤
は
れ
る
ま
ま
慾
望
を
遂
げ
て
了
ふ
と
、
職
う
こ
度

と
同
じ
相
手
を
繰
返
十
興
味
が
な
く
、
」
「
こ
の
辺
を
排
烟
す
る
売
笑
蝿
の
大
半
は
、
何

れ
も
一
度
買
っ
た
事
の
あ
る
女
ば
か
り
な
の
に
自
分
な
が
ら
呆
れ
」
「
潔
白
な
、
皿
全
な
、

真
面
目
な
生
活
に
、
ど
う
か
し
て
復
帰
し
た
い
も
の
だ
と
、
し
み
，
Ｆ
、
恩
」
う
し
、
蕩
兒

の
生
活
が
礫
０
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
「
雲
」
に
荷
凰
の
生
活
の
反
映
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
新

し
い
〈
ナ
マ
梱
、
鼠
色
の
飼
衣
、
黒
ず
ん
だ
オ
リ
イ
プ
色
の
鍋
地
の
背
広
に
、
は
で
な
織

模
橡
の
襟
飾
、
手
に
持
つ
杖
の
銀
細
工
が
日
の
光
に
さ
ら
０
ｆ
Ｉ
す
る
。
若
い
貴
族
の
お
忍

び
の
倣
歩
姿
と
も
云
ひ
た
い
程
」
と
、
在
ア
メ
リ
カ
同
嫌
気
取
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
あ
ん
ま
り
立
派
な
旦
那
過
ぎ
る
よ
。
」
（
霧
の
夜
）
、
一
一
人
の
若
き
女
か
ら
話
し
か
け

ら
れ
る
の
も
「
紳
士
よ
」
（
駐
詣
）
で
あ
る
。
意
識
的
な
シ
ャ
レ
者
、
遊
蕩
児
の
儲
が
浮

び
上
る
・
光
太
郎
の
素
朴
、
荷
風
の
気
取
り
、
禰
酒
。

在
仏
生
活
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
二
人
の
同
異
を
雄
弁
に
語
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、
例
に

よ
っ
て
蛇
足
を
つ
け
た
。

偲
括
と
し
て
光
太
郎
の
「
雨
に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」
と
、
荷
風
の
「
モ
ー
ハ
サ
ソ

の
石
像
を
拝
す
」
と
の
比
校
を
し
て
み
た
い
。

在
パ
リ
で
の
光
太
郎
と
荷
風
の
感
動
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
同
じ
で
あ
る
。

石
像
と
い
え
ば
、
光
太
郎
に
は
「
銅
像
ミ
キ
イ
ヰ
ッ
ッ
に
寄
す
」
が
あ
る
。
巴
型
ァ
と

橋
砕
の
．
フ
ウ
ル
デ
ル
作
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
流
浪
詩
人
の
像
に
寄
せ
る
想
を
習
い
た
◎
昭
和

十
四
年
九
月
二
十
一
日
作
。
九
月
一
日
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
宣
戦
布
告
な
し
に
ポ
ー
ラ

ン
ド
を
攻
悪
し
、
二
十
七
日
に
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
は
陥
落
、
ポ
ー
ラ
ソ
ｒ
危
し
の
際
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
祖
国
独
立
迎
動
の
源
泉
と
な
っ
た
愛
国
の
詩
、
愛
国
の
心
、
鍵
国

の
行
動
に
、
プ
ウ
ル
デ
ル
は
愛
と
正
義
で
、
そ
の
像
を
作
り
、
そ
の
像
を
光
太
郎
は
愛
と

正
義
と
を
も
っ
て
番
く
。
「
憤
り
な
る
か
瑳
嘆
な
る
か
決
意
な
る
か
。
／
た
だ
潜
熱
の
奴

き
も
の
身
う
ち
に
浦
き
を
覚
え
る
。
」
と
「
今
も
巴
型
ア
ル
マ
橋
畔
に
立
つ
で
あ
ら
う
君

の
姿
を
／
遠
く
極
東
の
一
彫
刻
家
は
心
に
ゑ
が
く
。
」
の
で
あ
る
。
像
に
寄
せ
る
と
い
う

点
か
ら
は
こ
の
詩
と
比
較
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
発
想
の
次
元
が
異
る
の
で
見
送

っ
た
。

又
、
侭
慨
す
る
「
人
」
を
考
え
る
と
、
モ
ー
パ
ヅ
サ
ソ
に
対
し
て
、
光
太
郎
に
は
ロ
ダ

ン
が
あ
る
・
ロ
ダ
ン
に
つ
い
て
普
い
た
光
太
郎
の
も
の
は
多
く
、
評
伝
「
ロ
ダ
ン
」
を
は

じ
め
、
詩
も
「
車
中
の
ロ
ダ
ピ
「
後
庭
の
ロ
ダ
ン
」
が
あ
る
。
「
躯
中
の
ロ
ダ
ン
」
も

「
後
庭
の
ロ
グ
ソ
」
も
讃
仰
を
露
骨
に
醤
か
な
い
。
「
彫
刻
一
途
」
に
「
日
露
戦
争
の
勝

敗
よ
り
も
／
ロ
ヂ
ソ
と
か
い
ふ
人
の
率
が
知
り
た
か
っ
た
。
」
ほ
ど
で
あ
り
、
絶
食
に
近

い
状
態
で
ロ
ダ
ン
の
本
を
買
う
と
い
う
傾
倒
ぶ
り
で
は
あ
る
が
、
一
一
詩
と
も
ロ
ダ
ン
の
よ

き
理
解
者
、
其
の
理
解
者
と
し
て
、
渇
仰
は
内
に
秘
め
て
い
る
。
大
正
十
四
年
の
作
で
あ

り
、
大
人
の
落
着
き
が
あ
る
。
一
一
詩
と
も
ロ
ダ
ソ
の
面
目
囲
如
、
描
く
光
太
郎
の
讃
仰
と

敬
愛
が
、
内
に
秘
め
た
も
の
が
、
に
じ
み
出
て
い
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
や
は
り
、
「
雨

に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」
と
「
モ
ー
パ
サ
ソ
の
石
像
を
拝
す
」
と
比
較
す
る
の
が
妥
当

だ
と
思
わ
れ
る
。

光
太
郎
に
モ
ー
・
〈
サ
ン
関
係
の
も
の
、
荷
風
に
ロ
ダ
ン
関
係
の
も
の
で
、
注
目
を
ひ
く

よ
う
な
の
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
「
折
々
は
美
術
館
の
戸
口
を
潜
っ
て
ロ
ダ
ン
の
彫

刻
マ
ネ
ー
の
画
を
強
じ
た
躯
も
あ
っ
た
」
（
落
葉
）
が
荷
凰
の
関
心
の
程
度
で
あ
る
。

「
雨
に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」
「
モ
ー
パ
サ
ソ
の
石
像
を
拝
す
」
と
も
光
太
郎
と
荷

風
の
フ
ラ
ン
ス
讃
仰
の
象
徴
的
作
品
と
い
い
得
る
と
思
う
。
雌
な
る
カ
テ
ド
ラ
ル
、
モ
ー

．
〈
ヅ
サ
ソ
個
人
と
割
り
切
っ
て
し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
表
面
は
、
具
体
的
に
は
砿

「
雨
に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」
と

「
モ
ー
パ
サ
ン
の
石
像
を
拝
す
」
と
。

1８ 



し
得
る
も
の
で
な
い
と
恩
ふ
、
…
…
と
云
っ
て
何
も
私
が
直
ち
に
自
分
の
文
章
に
大
和
言

葉
を
復
活
さ
せ
や
う
と
す
る
の
で
は
な
い
が
、
唯
根
抵
に
於
い
て
正
確
な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

を
要
求
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
昨
年
日
本
へ
帰
っ
て
以
来
、
当
今
の
日
本
文
埴
全
体
の
調

子
が
乱
脈
で
あ
る
の
を
見
て
も
、
私
は
今
の
日
本
文
塩
に
最
も
必
要
な
る
も
の
は
、
正
確

な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
あ
る
と
感
じ
て
居
る
。
（
談
）
」
（
我
が
思
想
の
変
遷
－
新
潮
）
が

荷
凰
の
得
た
も
の
を
明
示
し
て
い
る
。
又
「
恩
へ
ぱ
千
九
百
七
八
年
の
頃
の
こ
と
な
り
。

わ
れ
多
年
の
宿
望
を
遂
げ
川
て
初
め
て
巴
里
を
見
し
時
は
明
く
る
日
を
侍
た
で
死
す
と
も

更
に
怨
む
処
な
し
と
恩
ひ
き
ｏ
泰
西
諸
詩
聖
の
呼
吸
す
る
同
じ
き
部
の
空
気
を
ぱ
わ
れ
も

今
は
同
じ
く
吸
ふ
な
０
。
同
じ
き
街
の
敏
石
を
ぱ
轡
も
同
じ
く
わ
れ
も
今
は
踏
む
な
り
・

世
界
の
美
妓
名
按
の
摘
む
花
わ
れ
も
亦
野
に
行
か
ぱ
同
じ
く
こ
れ
を
摘
む
こ
と
を
仰
ん
。

わ
れ
は
ヴ
ニ
ル
レ
ン
ヌ
の
奴
く
に
カ
ッ
プ
ニ
ー
の
盃
を
あ
げ
レ
ニ
ニ
ー
の
如
く
に
古
域
を

歩
み
、
ド
ー
デ
の
如
く
に
セ
ー
ヌ
の
水
を
眺
め
、
コ
ツ
・
へ
二
の
加
く
に
舞
踏
場
に
入
り
。

ゴ
ー
チ
ェ
ー
の
如
く
に
画
廊
を
俳
個
し
、
ミ
ュ
ッ
セ
の
如
く
に
皿
々
泣
き
け
り
・
か
く
て

わ
れ
は
世
に
埴
も
幸
福
な
る
詩
人
と
な
り
ぬ
。
釦
何
と
な
れ
ば
わ
れ
は
崇
め
祭
る
べ
き
佃

像
あ
ま
た
持
つ
蕊
を
仰
た
れ
ば
な
り
。
十
七
世
紀
以
後
二
十
世
紀
に
至
る
仏
間
西
文
芸
史

上
に
其
名
を
掲
げ
ら
れ
し
も
の
は
悉
く
わ
が
神
な
り
け
り
。
…
…
わ
が
西
洋
崇
拝
の
諸
作

は
尽
く
日
本
文
と
な
り
て
日
本
の
文
域
に
出
づ
る
や
、
当
時
文
壇
の
風
潮
と
合
致
す
る
処

あ
り
け
れ
ば
忽
虚
名
を
風
ち
得
た
り
さ
・
蓋
し
偶
然
の
琳
な
り
。
」
（
矢
立
の
ち
び
筆
）

も
。
盲
愛
に
似
た
崇
拝
ぶ
り
で
あ
る
。
「
凡
て
は
皆
生
き
た
詩
で
あ
る
。
極
点
に
達
し
た

幾
世
紀
の
文
明
に
人
も
自
然
も
悩
み
つ
か
れ
た
此
の
巴
型
な
ら
で
は
見
ら
れ
ぬ
生
き
た
詩

で
は
な
い
か
。
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
も
自
分
と
同
じ
や
う
に
、
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
も
亦
自
分
と
同

じ
や
う
に
此
の
午
過
ぎ
の
木
蔭
を
見
て
尽
き
ぬ
恩
ひ
に
耽
っ
た
の
か
と
恩
へ
ぱ
、
自
分
は

縦
へ
故
国
の
文
壇
に
名
を
知
ら
れ
ず
と
も
、
芸
術
家
と
し
て
の
幸
福
光
栄
は
股
早
や
こ
れ

で
十
分
だ
と
云
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
」
（
巴
里
の
わ
か
れ
）
と
そ
の
傾
倒
ぶ
り
が
そ
っ
く

り
描
か
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
甘
い
。
夢
の
中
で
自
己
陶
酔
を
し

て
い
る
。
「
現
実
に
見
た
フ
ラ
ソ
ス
は
見
ざ
る
時
の
フ
ラ
ソ
ス
よ
り
も
更
に
美
し
く
更
に

優
し
か
っ
た
。
鳴
呼
わ
が
仏
間
西
。
自
分
は
ど
う
か
し
て
仏
凹
西
の
地
を
踏
み
た
い
ば
か

り
に
此
ま
で
生
き
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
」
（
巴
里
の
わ
か
れ
）
と
命
を
か
け
て
の
価
僚
と

そ
れ
が
達
成
し
た
時
に
「
空
想
と
現
実
」
と
は
錨
翼
せ
ず
、
幻
滅
の
悲
哀
ど
こ
ろ
か
「
更

に
」
す
ぐ
れ
て
い
た
の
で
、
全
く
ペ
タ
ポ
レ
な
の
で
あ
る
。
「
巳
里
の
わ
か
れ
」
の
終
り

に
ロ
ソ
ド
ソ
の
記
が
あ
る
が
、
．
度
ぴ
巴
亜
の
燈
火
を
見
た
も
の
Ｌ
眼
に
は
世
界
最
大

の
都
府
ロ
ン
ド
ン
は
、
何
等
の
美
的
思
想
も
な
く
、
実
利
一
万
に
岨
設
さ
れ
た
煉
瓦
と
石

の
「
が
ら
く
た
』
に
過
ぎ
な
い
。
」
と
戯
評
し
て
い
る
。
「
再
会
」
で
蕪
雨
に
「
僕
も
巳

里
に
来
た
当
座
、
二
一
一
一
ヶ
月
と
云
ふ
も
の
は
、
矢
強
、
非
常
な
熱
鵠
に
駆
ら
れ
た
さ
・
…

…
急
に
何
だ
か
淋
し
い
や
う
な
気
が
し
て
来
た
…
…
。
」
「
人
間
の
喰
大
不
幸
は
、
其
の

成
功
を
意
識
し
た
瞬
間
か
ら
始
ま
る
。
」
「
あ
こ
が
れ
る
夢
と
云
ふ
夢
は
一
時
に
実
現
さ

れ
た
。
い
ざ
、
何
も
彼
も
心
の
ま
Ｌ
に
な
っ
て
了
ふ
と
、
…
…
甚
く
剪
気
を
挫
か
れ
た
や

う
に
感
じ
た
。
」
「
何
ん
で
も
物
は
夢
み
て
居
る
中
に
生
命
も
あ
る
、
香
気
も
あ
る
。
そ

れ
が
実
現
さ
れ
た
ら
も
う
駄
目
だ
。
」
と
い
わ
せ
て
い
る
が
、
荷
風
の
心
の
投
影
が
腰
じ

ら
れ
る
。
案
外
素
直
に
日
本
に
引
き
上
げ
た
荷
凰
の
心
の
秘
密
が
こ
の
辺
に
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
「
自
分
は
ど
う
し
て
も
日
本
に
儲
り
た
く
な
い
。
巳
里
に
岡
ま
り
た
い
と

同
じ
事
を
考
へ
る
の
で
あ
っ
た
。
」
に
か
上
わ
ら
ず
。
そ
し
て
叉
、
「
雲
」
で
「
造
化
の

美
を
燕
ふ
人
工
の
巧
み
。
あ
く
此
れ
が
巴
里
だ
と
貞
吉
は
思
っ
た
。
…
…
早
く
、
一
日

も
早
く
、
自
己
の
満
足
と
慾
情
の
悦
惚
と
の
中
に
一
生
を
終
へ
て
仕
舞
び
た
い
」
と
密
さ

な
が
ら
「
頓
死
、
自
殺
」
も
せ
ず
に
。
又
、
「
ロ
ー
ン
河
の
ほ
と
り
」
に
「
自
分
は
何
の

為
め
に
、
自
ら
勢
ん
で
仏
間
西
へ
来
た
の
で
あ
っ
た
か
知
ら
。
何
年
此
国
に
居
ら
れ
る
の

で
あ
ら
う
。
」
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
「
得
や
う
と
し
て
、
得
た
後
の
女
ほ
ど
傭
無
い

も
の
は
な
い
。
こ
の
倦
怠
、
絶
瓢
、
嫌
悪
、
何
処
か
ら
来
る
の
で
あ
ら
う
。
」
（
歓
楽
）

と
「
恋
も
歓
楽
も
、
現
究
の
篇
残
な
る
に
興
ざ
め
た
吾
等
に
は
何
と
云
ふ
楽
園
で
あ
ら
う
。

自
分
は
リ
ヨ
ン
の
街
は
着
い
た
災
の
翌
日
か
ら
、
一
日
と
て
も
欠
し
た
鞭
は
な
く
独
り
物

思
ひ
に
更
け
る
為
め
、
此
処
に
此
う
し
て
ぼ
ん
や
り
し
て
居
る
。
」
（
ロ
ー
ン
河
の
ほ
と

り
）
に
荷
風
の
心
の
す
が
た
が
見
え
る
。

光
太
郎
は
「
故
郷
へ
帰
っ
た
時
の
寂
し
さ
を
も
窃
に
心
配
」
し
た
が
、
荷
風
と
て
同
じ

で
あ
る
。
「
あ
き
再
び
見
る
わ
が
故
郷
。
巡
査
、
耶
人
、
教
師
、
虹
瓶
、
皿
柱
、
女
学

生
、
煉
瓦
造
り
に
ペ
ン
キ
触
り
。
鉄
の
釣
橋
、
鉄
矢
来
。
自
分
は
桜
さ
く
、
歓
楽
の
島
で

は
な
く
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
も
、
そ
れ
以
下
の
、
何
処
か
の
煎
民
地
へ
と
流
さ
れ
て

行
く
や
う
な
気
が
す
る
。
」
（
悪
感
）
と
書
く
。
光
太
郎
よ
り
、
も
っ
と
き
め
つ
け
て
い

る
。
文
化
の
落
差
は
如
何
と
も
な
し
が
た
く
、
一
度
、
自
由
な
高
い
空
気
に
ふ
れ
た
両
人

に
と
っ
て
、
同
じ
感
慨
が
生
じ
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
過
去
の
文
化
の
積
み
亜
ね
が
薄

壮
屈
な
都
市
美
と
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
個
人
個
人
の
生
活
も
ま
た
文
化
の
繭
み

Ⅲ
ね
が
盛
Ｕ
ら
れ
ろ
。
物
画
的
に
も
精
神
的
に
も
宮
の
蓄
積
が
感
じ
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
に

あ
っ
て
、
帰
る
の
が
、
首
都
東
京
で
あ
る
だ
け
、
や
り
き
れ
な
か
っ
た
ろ
う
と
察
し
ら
れ

る
。
と
に
か
く
尖
蟷
を
ゆ
く
東
京
、
そ
の
物
量
的
貧
し
さ
よ
・
日
本
の
他
の
場
所
よ
り
は

ま
し
で
あ
る
の
に
。
ま
だ
見
ぬ
首
祁
虹
京
で
あ
っ
た
な
ら
、
救
い
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
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冊
国
の
途
に
つ
い
た
。

西
遊
日
誌
抄
は
米
国
生
活
に
笠
は
多
く
費
さ
れ
、
リ
ヨ
ン
で
は
少
く
、
．
（
リ
で
は
蘭
に

は
少
し
は
あ
る
が
、
抄
に
は
皆
無
で
あ
る
。
大
正
六
年
丁
已
早
恭
記
に
よ
れ
ば
、
「
或
日

宙
叩
の
楓
取
片
付
け
ん
と
す
る
折
不
図
西
遊
日
誌
四
五
冊
あ
る
と
見
出
し
か
出
る
も
の
は

焼
抽
つ
る
に
奴
か
十
と
画
ち
に
後
固
に
特
出
で
し
が
梅
花
風
に
従
っ
て
鋤
と
放
り
来
る
柄

に
折
か
ら
の
鷺
の
脚
頻
な
る
に
ぞ
物
焚
く
烟
立
昇
ら
ぱ
可
偶
の
烏
や
驚
か
ん
と
そ
の
主
士

樹
下
の
石
に
坐
し
日
記
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
範
返
し
見
る
に
悪
風
忽
ち
禁
ぜ
ず
、
薄
恐
迫
り

来
る
も
猶
巻
を
俺
ふ
砺
能
は
十
・
今
は
な
か
Ｄ
Ｉ
Ｉ
焼
き
も
す
て
ら
れ
ね
ば
後
日
人
の
迷
惑

と
な
る
べ
き
や
う
の
記
耶
を
抹
殺
し
て
も
と
の
如
く
囲
剛
に
収
め
ぬ
。
」
と
あ
る
か
ら
、

在
仏
時
代
の
は
断
は
下
し
魁
い
が
、
蓬
し
障
り
の
あ
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ぬ
。
短
時
日
の
問
に
あ
れ
も
こ
れ
も
と
見
聞
し
た
く
、
恕
中
に
過
し
た
り
、
削
述
の
よ

う
に
神
経
衰
弱
気
味
で
あ
っ
た
た
め
か
、
在
米
の
方
が
奨
期
で
は
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ

こ
が
れ
る
あ
ま
り
書
く
班
も
多
く
、
念
願
の
か
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
か
え
っ
て
書
く

鵬
も
少
い
と
も
い
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
、
念
願
の
か
な
っ
た
後
の
「
空
虚
」

か
も
し
れ
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
光
太
郎
も
荷
凰
も
水
を
側
た
魚
の
ご
と
く
で
、
十
二
分
に
ニ
ソ
ジ

向
イ
し
な
が
ら
、
吸
収
で
き
る
も
の
は
巾
広
く
吸
収
し
て
い
る
。

光
太
郎
も
荷
艮
も
在
仏
約
一
年
、
光
太
郎
は
パ
リ
、
荷
凰
は
リ
ョ
ソ
と
州
国
前
二
ヶ
月

を
．
く
り
で
過
し
た
。
こ
の
間
に
両
人
と
も
一
生
に
決
定
的
な
影
審
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

光
太
郎
は
本
柔
の
彫
刻
の
真
髄
を
悟
り
、
詩
人
と
し
て
の
出
発
、
肌
眼
を
、
荷
風
は
文

学
岩
と
し
て
の
五
を
孤
立
し
た
。

両
人
と
も
に
在
米
期
間
が
あ
っ
て
、
荷
風
に
は
そ
れ
が
長
い
後
で
、
欧
洲
を
、
フ
ラ
ソ

ス
を
眺
め
た
』
」
と
区
そ
の
比
較
に
お
い
て
古
い
伝
統
の
あ
る
文
化
の
い
い
し
れ
ぬ
魅
力

を
真
に
と
ら
え
得
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
荷
風
は
「
魁
と
叩
」
で
フ
ラ
ン
ス
風
土
の
印

象
を
街
い
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
比
較
に
お
い
て
で
あ
る
。
風
土
の
比
較
さ
え
で
あ
る
。

両
人
を
比
べ
て
み
る
と
、
芸
術
修
菓
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
在
仏
期
間
が
ほ
ぼ
同
じ

一
年
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
、
外
遊
の
鹸
鉾
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
、
夢
中
に
見
聞
し
側
る
も
の

は
す
べ
て
見
聞
し
た
こ
と
な
ど
が
同
じ
で
あ
る
。
迫
う
点
噌
扱
本
的
に
は
懲
戯
と
人
が

ら
の
間
廻
で
あ
ろ
う
し
、
見
側
、
吸
収
の
仕
方
、
内
容
等
、
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
。
光
太
郎

は
彫
刻
の
勉
強
が
目
的
で
叉
、
す
べ
て
で
あ
り
、
例
に
よ
っ
て
、
詩
や
音
楽
や
に
手
は

Ⅲ
し
て
い
る
が
、
彫
刻
の
勉
強
を
思
う
さ
主
や
っ
た
。
光
太
郎
の
「
神
懸
Ｄ
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
夢
中
で
あ
っ
た
。
荷
瓜
の
目
的
は
文
学
修
梁
で
あ
る
が
、
銀
行
瓜
と
し
て
昼
間

の
時
間
は
さ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
光
太
郎
は
高
価
な
「
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
。
ロ
ダ
ン
」

を
風
う
た
め
に
水
を
飲
み
屯
を
な
め
ざ
ろ
を
何
な
か
っ
た
が
、
荷
風
は
生
活
費
を
掛
、
文

学
共
の
他
の
勉
強
を
し
、
繍
国
後
は
銀
行
以
外
に
生
活
の
通
を
側
る
姻
億
を
し
、
銀
行
退

職
後
も
二
ケ
月
、
パ
リ
で
遊
び
う
る
資
力
を
持
っ
て
い
た
。
光
太
郎
に
は
布
島
壬
生
馬
、

山
下
新
太
郎
。
沖
田
腎
楓
、
安
井
付
太
郎
、
栂
原
価
三
郎
輔
の
仲
間
が
い
て
、
「
高
村
の

神
照
り
」
と
が
わ
れ
た
り
、
畑
正
吉
は
光
太
郎
が
百
フ
ラ
ン
の
「
ア
ウ
ギ
ニ
メ
ト
。
ロ
ダ

ン
」
を
岡
随
殆
ど
断
食
に
等
し
い
生
活
の
時
、
わ
ざ
わ
ざ
金
を
貸
し
に
来
た
り
、
「
自

分
の
俸
給
を
全
部
特
別
貧
と
し
て
種
に
提
供
さ
れ
た
」
ポ
オ
グ
ラ
ム
氏
の
よ
う
な
人
に
は

逢
わ
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
パ
リ
で
は
あ
る
し
、
心
乗
し
く
思
う
存
分

勉
強
出
来
た
。
荷
瓜
は
む
し
ろ
「
自
分
な
が
ら
択
の
わ
か
ら
ぬ
程
、
日
本
人
を
毛
鉱
ひ
し

て
い
る
」
（
頸
）
の
で
あ
り
、
リ
ョ
ソ
で
は
光
太
郎
の
よ
う
な
忠
ま
れ
た
交
友
関
係
は
な

か
っ
た
。
公
用
で
錨
埼
墹
風
を
幼
ひ
、
・
く
り
で
上
田
散
に
は
逢
っ
て
い
る
が
。
．
（
リ
で
は

白
魂
幾
之
助
氏
に
も
。
「
再
会
」
の
蕪
雨
で
あ
る
。
こ
と
ば
に
つ
い
て
は
、
光
太
郎
は
前

述
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
と
麺
学
の
交
換
教
授
を
し
て
い
る
が
、
荷
瓜
は
在
米
中
プ

ラ
ソ
メ
蘭
の
勉
強
が
主
で
あ
っ
た
か
ら
、
相
当
こ
な
し
て
い
て
麺
学
力
を
麟
十
擾
会
で
あ

っ
た
ろ
う
し
、
自
侶
を
川
た
に
迎
い
な
い
。
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光
太
郎
は
勉
強
に
熟
中
し
て
い
た
か
ら
、
』
」
の
Ⅲ
、
文
学
作
凸
の
発
表
は
し
て
い
な
い
。
『

荷
凪
は
閲
拾
四
十
年
十
月
、
「
瀞
と
秋
」
を
『
太
陽
』
に
発
表
し
て
い
る
。
四
十
一
年
隅

国
後
矢
継
早
に
発
表
し
、
四
十
二
年
に
「
ふ
ら
ん
す
物
騒
」
と
し
て
刊
行
し
た
作
品
は
一
百

岡
千
九
百
七
年
横
浜
正
金
銀
行
腿
人
と
な
り
米
国
紐
育
を
去
り
て
仏
蘭
西
型
几
に
赴
き
此

処
に
翻
る
声
』
と
十
箇
月
余
り
な
り
。
本
密
に
収
ひ
る
所
の
謡
筒
。
短
鯛
小
鋭
、
紀
行
、
浸

蝕
の
た
ぐ
ひ
は
大
概
当
時
の
印
象
を
逸
せ
ざ
ら
む
が
為
、
銀
行
喚
博
の
か
げ
、
公
園
路
傍

の
樹
下
、
笑
榔
絃
歌
の
カ
フ
ェ
ー
、
又
帰
航
の
魁
中
に
記
録
し
た
り
し
を
後
に
訂
正
し
、

前
者
に
倣
ひ
て
ふ
ら
ん
す
物
翻
と
は
名
づ
け
ぬ
。
」
の
序
の
よ
う
に
、
在
仏
時
執
華
の
が

大
部
分
を
占
め
、
憧
れ
の
フ
ラ
ン
ス
で
も
荷
凰
は
自
分
の
文
学
執
篭
は
熱
心
で
あ
っ
た
。

「
Ⅲ
品
の
出
扱
店
に
伝
伍
す
る
邸
に
し
た
。
之
が
私
の
思
惣
変
遷
の
鮒
二
期
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
全
体
の
空
気
は
、
段
の
心
に
一
生
涯
抜
け
る
巾
の
出
来
な
い
観
の
深
い
感
化
を

与
へ
た
・
塵
が
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
て
見
て
、
先
づ
鰍
一
に
今
ま
で
客
て
知
ら
な
い
新
し
い

恥
に
感
付
い
た
の
は
仮
令
如
何
な
る
率
が
あ
ら
う
ど
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
文
学
を
閑
却
し
て

は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
躯
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
Ｚ
フ
ソ
ス
の
み
に
限
ら
ず
、
凡
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
へ
行
っ
て
見
れ
ば
誰
し
も
感
ず
る
処
で
あ
っ
て
…
…
又
文
章
に
し
て
も
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
土
台
の
上
に
立
っ
た
文
芸
で
な
く
て
は
、
何
う
し
て
も
正
砿
な
る
人
生
の
見
方
を
為



ソ
ォ
ン
河
の
ほ
と
り
を
歩
む
。
…
…
」
「
三
月
五
日
こ
の
日
銀
行
よ
り
い
よ
ノ
ー
解
雁

の
命
を
受
け
た
り
。
」
ｌ
「
此
の
日
、
公
然
と
辞
表
を
銀
行
に
出
し
て
断
然
関
係
を
立

ち
た
り
。
」
（
日
誌
筋
）
、
と
我
意
の
通
り
に
な
っ
た
。
こ
の
日
、
父
に
手
紙
を
醤
い
て

い
る
。
父
に
相
談
せ
ず
一
存
で
辞
職
を
し
た
理
由
を
、
「
当
地
の
銀
行
内
部
は
紐
育
銀
行

と
は
全
く
趣
を
異
に
し
釦
々
不
快
な
る
備
実
も
有
之
侯
。
若
し
此
の
傭
実
習
煩
を
無
視
し

て
超
然
主
義
を
取
居
る
時
は
つ
ま
り
周
囲
の
評
判
不
宜
敷
従
て
銀
行
勤
務
も
困
難
に
相
成

侯
次
第
に
有
之
侯
。
銀
行
に
て
は
去
年
末
己
に
醤
妃
を
日
本
よ
り
届
入
れ
人
数
も
超
過
政

た
る
戦
な
ぞ
有
之
従
て
小
生
は
不
用
の
有
橡
と
相
成
り
侯
。
又
小
生
方
に
て
は
去
年
十
一

月
頃
よ
り
趣
廠
思
し
か
ら
十
一
時
は
肺
か
と
心
配
致
侯
が
其
後
医
人
の
診
断
に
て
甚
し
き

神
経
衰
弱
に
確
り
侯
由
強
ひ
て
銀
行
に
は
出
動
致
居
侯
処
本
年
初
め
に
至
り
割
か
休
餐
の

必
要
を
感
じ
一
週
間
程
欠
勤
致
し
つ
ｒ
い
て
猶
十
日
間
休
養
仕
居
侯
・
此
等
の
結
果
銀
行

に
て
は
何
分
小
生
を
荷
厄
介
に
す
る
の
体
も
あ
り
又
内
今
は
支
配
人
よ
り
の
勧
告
も
あ
り

並
に
断
然
一
先
辞
表
を
呈
出
致
た
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
銀
行
風
が
不
適
格
な
こ

と
を
の
べ
、
「
在
仏
中
は
一
方
に
て
銀
行
よ
り
生
活
費
を
得
一
方
に
て
は
語
学
そ
の
他
の

班
を
勉
強
し
帰
国
後
銀
行
以
外
に
生
活
の
逝
を
得
る
昭
備
半
時
も
怠
り
な
く
致
居
侯
・
其

故
自
然
説
酉
過
度
の
為
梢
健
康
を
害
し
た
る
や
と
存
居
候
。
」
と
。
荷
風
は
銀
行
で
は
居

る
場
が
な
い
よ
う
に
さ
れ
、
自
身
も
性
に
合
わ
ず
、
音
楽
や
読
衡
に
熱
心
で
は
銀
行
を
や

め
ざ
る
を
得
な
い
。
あ
こ
が
れ
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在
を
永
く
す
る
た
め
に
、
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ

る
と
忍
ぶ
と
い
っ
た
こ
と
は
荷
凰
に
は
出
来
な
か
っ
た
。

「
三
月
二
十
日
父
の
密
簡
来
れ
り
。
い
よ
Ｊ
１
鮒
国
す
べ
き
運
命
は
定
め
ら
れ
た
り
。

兼
ね
て
覚
悟
し
た
る
班
な
が
ら
心
今
更
の
如
く
に
暗
き
悲
し
む
事
か
ぎ
り
も
な
し
。
」
と
、

二
月
一
日
付
の
手
紙
に
対
す
る
父
の
返
書
は
、
独
断
進
退
は
不
可
で
あ
り
．
リ
ヨ
ン
よ
り

の
報
告
で
は
、
仕
吉
子
は
仏
語
は
勉
強
な
れ
ど
も
文
学
の
熱
心
に
傾
き
読
欝
に
耽
り
銀
行

事
業
に
は
余
り
熱
心
な
ら
ざ
る
に
や
と
の
こ
と
、
支
配
人
よ
り
の
忠
告
で
辞
職
を
決
意
し

た
の
で
は
な
い
か
、
し
か
し
熟
考
の
上
、
辞
職
願
を
取
り
消
す
こ
と
、
辞
職
許
可
ま
で
は

執
務
す
る
こ
と
、
辞
職
の
許
可
あ
れ
ば
直
ち
に
帰
国
す
る
こ
と
、
一
時
の
感
澗
で
の
辞
職

は
不
可
、
将
来
を
慮
り
去
就
を
決
す
べ
き
こ
と
、
決
意
は
先
ず
父
に
い
う
こ
と
、
と
に
か

く
従
前
通
り
執
務
す
る
こ
と
、
独
断
の
辞
職
で
は
差
向
の
生
活
費
帰
国
費
は
父
か
ら
支
給

す
る
義
務
も
な
く
、
好
ま
ぬ
、
万
一
帰
国
の
場
合
は
倫
敦
よ
り
郵
船
の
特
別
三
等
で
、
運

釘
は
瀞
払
と
す
る
こ
と
、
私
費
の
仏
国
滞
在
は
不
同
意
、
送
金
は
せ
ぬ
こ
と
な
ど
が
留
か

れ
て
い
る
。
運
賃
帰
君
払
と
は
荷
風
が
侭
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
父
の
立
胆
の
程

な
ど
が
察
せ
ら
れ
る
。
父
の
一
方
な
ら
ぬ
配
慮
を
荷
風
は
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
三
月
一
一
十
一
日
夜
し
ら
八
Ｎ
と
明
け
そ
め
し
頃
ふ
と
目
覚
め
て
夢
と
も
現
と
も
な

く
身
の
行
末
を
恩
ふ
。
金
は
日
本
に
帰
る
も
父
を
見
る
事
を
欲
せ
ず
い
づ
こ
に
姿
を
か
く

す
べ
き
か
。
余
が
懐
中
に
は
今
些
少
の
金
あ
り
再
び
紐
育
に
帰
り
て
イ
デ
ス
を
た
づ
ね
悪

徳
不
良
の
生
活
を
再
演
せ
ん
か
。
余
は
悪
へ
り
苦
し
め
０
余
は
決
断
す
る
こ
と
龍
は
十
・
」

－
「
国
に
帰
り
て
貧
苦
の
中
に
創
作
の
筆
を
取
ら
ん
か
７
は
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
り
て

余
を
待
つ
な
る
イ
デ
ス
と
卵
行
悪
徳
の
生
活
を
再
演
せ
ん
か
？
」
（
日
誌
繭
）
と
恩
ひ
惑

う
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
苦
労
知
ら
ず
の
我
幽
な
甘
え
ん
坊
の
心
境
で
は
あ
る
。
但
し
荷

夙
に
と
っ
て
ば
真
剣
な
悩
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
三
月
廿
五
日
余

は
い
か
に
す
る
も
仏
聞
西
を
去
る
が
如
き
心
地
せ
ず
行
李
は
今
漸
く
取
片
付
ば
れ
ど
余
は

何
と
な
く
巴
里
か
ど
こ
か
に
終
身
瀞
倒
し
得
る
が
如
き
心
地
す
る
な
り
。
」
と
、
希
望
的

推
測
。
「
三
月
廿
七
日
銀
行
に
て
は
余
に
対
し
て
取
り
た
る
処
侭
に
つ
き
何
と
な
く
気

味
わ
る
く
悪
ぜ
し
に
や
剛
支
配
人
を
余
の
下
宿
に
来
ら
し
の
今
宵
い
さ
Ｌ
か
送
別
の
喪
を

張
る
べ
し
と
い
ふ
。
」
浮
世
の
義
理
と
あ
き
ら
め
出
席
し
、
帰
途
ロ
ー
ン
の
流
を
見
る
も

今
宵
限
り
と
ラ
フ
ア
ニ
ヅ
ト
橘
の
欄
干
に
も
た
れ
て
泣
い
て
い
る
。
多
情
多
感
の
若
き
才

子
の
涙
で
は
あ
る
。

廿
八
日
、
も
う
一
日
リ
ヨ
ン
に
と
思
っ
た
が
、
・
く
り
行
の
列
車
に
乗
り
、
「
願
に
帰
国
－
５
 

後
》
）
の
身
の
成
行
い
か
な
ら
ん
と
悲
し
さ
に
堪
え
ず
屈
々
酒
を
傾
け
た
り
。
」
で
あ
る
。
訓

「
夜
半
十
一
一
時
巴
里
に
蒜
す
。
停
血
場
前
の
宿
量
に
一
泊
し
明
け
な
ぱ
拉
甸
区
に
移
ら
ん

と
す
。
」
で
西
遊
日
誌
抄
は
終
っ
て
い
る
。
日
誌
柵
の
方
は
二
十
九
日
、
三
十
日
、
三
十

一
日
、
四
月
一
日
、
二
日
、
三
日
、
四
日
、
五
日
、
六
日
、
五
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、

三
十
日
と
簡
単
な
記
事
が
あ
る
。
廿
九
日
よ
り
逃
日
昼
は
美
術
館
や
プ
ー
ル
・
ハ
ー
ル
、
プ

ー
ル
ス
、
マ
デ
レ
ー
ヌ
、
・
ハ
ル
ク
モ
ソ
ソ
ー
、
グ
ル
ネ
ル
よ
り
ヱ
ト
ワ
ル
、
ト
イ
ル
リ
ー

や
墓
地
を
訪
ね
、
夜
は
オ
ペ
ラ
や
オ
ペ
ラ
コ
・
ミ
ッ
ク
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
、
オ
デ
オ
ソ
座
、

コ
ソ
セ
ー
ル
、
ル
ー
ジ
、
コ
ン
セ
ー
ル
ル
ー
ジ
ミ
カ
ジ
ノ
モ
ン
マ
ル
ト
ル
な
ど
遊
び
廻

っ
て
い
る
。
五
月
二
十
八
日
巴
里
を
去
る
ま
で
の
二
ケ
月
、
思
い
の
ま
ま
に
愉
し
ん
だ
よ

う
で
あ
る
。
「
モ
ー
．
ハ
サ
ソ
の
石
像
を
拝
す
」
は
三
月
冊
日
の
午
後
・
〈
ル
ク
モ
ソ
ソ
ー
に

出
か
け
た
時
の
記
で
あ
る
。
そ
し
〈
サ
ン
に
傾
倒
し
て
い
た
荷
風
は
パ
リ
に
つ
く
や
出
か

け
て
い
る
。
「
巴
里
見
物
で
一
番
趣
味
の
あ
る
の
は
墓
地
の
散
歩
だ
。
」
と
渚
山
宛
に
酉

い
て
い
る
。
「
墓
詣
」
が
「
ふ
ら
ん
す
物
語
」
の
中
に
あ
る
。
戦
時
中
よ
く
東
京
の
江
戸

文
人
の
基
を
訪
ね
て
歩
い
て
い
る
が
、
パ
リ
に
あ
っ
て
作
家
な
ど
の
墓
を
訪
ね
て
い
る
の

で
あ
る
。
、
く
り
の
オ
ペ
ラ
と
芝
居
は
殆
ど
一
通
り
見
尽
し
た
。
上
田
敏
と
も
会
っ
て
交
際

し
て
い
る
。
五
月
二
十
八
日
巴
里
を
た
ち
、
ロ
ン
ド
ン
に
夕
方
着
、
三
十
日
十
二
時
出
帆
、

￣ 



て
い
る
。
こ
の
ギ
ロ
ヅ
と
す
る
よ
う
な
覚
醒
は
、
国
箱
を
忘
れ
て
い
い
気
に
な
っ
て
い
た

だ
け
、
癩
烈
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
僕
は
生
れ
て
日
本
人
で
あ
る
。
…
…
ど
ん
な
気
盤
を
し

て
も
、
僕
等
が
死
ね
ば
、
跡
に
日
本
人
で
な
け
れ
ば
出
来
ぬ
作
仙
し
か
残
り
は
為
な
い
の

で
あ
る
。
」
（
緑
色
の
太
陽
）
の
窟
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
パ
リ
に
居
る
無
意

味
を
感
じ
、
瓦
に
心
の
通
い
あ
う
日
本
に
帰
り
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
手
の
微

動
と
す
ら
了
解
し
得
な
い
聰
燥
感
は
、
パ
リ
滞
在
を
切
り
上
げ
さ
せ
、
四
十
二
年
一
・
二

月
あ
た
り
に
帰
国
の
方
針
を
き
め
、
三
月
ま
で
．
く
り
に
住
み
、
帰
国
前
に
イ
タ
リ
ヤ
旅
行

を
し
、
・
く
り
に
帰
り
、
六
月
ロ
ン
ド
ン
に
ゆ
き
、
阿
波
丸
に
の
り
、
六
月
三
十
日
神
戸
港

に
つ
い
た
。
父
光
雲
は
神
戸
に
出
迎
え
て
い
る
。
「
狸
は
明
治
四
十
二
年
に
巴
里
か
ら
鰹

に
帰
国
す
る
靭
に
し
た
。
ま
だ
四
・
五
年
は
翻
ら
な
い
つ
も
り
で
居
た
の
だ
が
、
勉
学
上

に
秘
々
の
疑
問
が
起
り
、
む
し
ろ
自
分
の
故
国
で
落
ち
つ
い
て
勉
強
す
る
方
が
正
し
い
と

恩
ひ
つ
め
、
催
か
一
週
間
ば
か
り
の
考
慮
で
そ
の
決
心
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
」
（
よ
ろ

こ
び
の
歌
）
と
い
う
次
鮒
で
「
学
成
り
」
で
は
な
く
、
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
な
の
で

あ
っ
た
。

彫
刻
・
詩
の
棚
眼
と
、
人
生
観
・
世
界
観
・
芸
術
観
の
蕪
礎
と
な
る
意
識
の
目
覚
め
と
、

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
整
伽
さ
れ
た
だ
け
で
、
光
太
郎
は
日
本
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
本
格
的

な
勉
強
は
故
国
で
と
態
勢
は
つ
い
て
い
た
。

「
兄
は
父
か
ら
の
儲
朝
を
促
が
十
手
紙
よ
り
も
、
母
の
金
釘
流
の
鉦
で
た
ど
た
ど
し
く

瓦
燗
を
吐
露
し
て
来
た
手
紙
に
は
真
実
胸
を
打
た
れ
て
す
ぐ
帰
る
気
に
な
っ
た
。
」
（
光

太
郎
回
想
高
村
且
周
）
が
語
る
一
面
も
光
太
郎
の
帰
国
事
情
に
あ
る
。

勉
強
の
目
標
、
態
勢
は
整
い
、
あ
と
は
自
分
で
納
得
の
ゆ
く
ま
で
や
れ
ば
よ
い
、
自
分

で
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
見
通
し
た
の
で
あ
る
。
所
鋼
大
先
生
の
直
接
指
導
Ｉ
光
太
郎
に

あ
っ
て
は
ロ
ダ
ン
ー
を
受
け
る
近
よ
り
も
、
自
分
で
研
究
す
る
迦
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

主
体
的
に
真
に
個
性
的
な
彫
刻
を
い
き
い
き
と
す
る
た
め
に
は
、
故
国
が
よ
い
と
気
づ
い

た
の
も
目
覚
め
で
は
あ
っ
た
。

荷
風
は
四
十
年
七
月
十
八
日
午
前
九
時
仏
国
汽
船
プ
ル
ク
ソ
ュ
号
に
乗
り
、
ハ
ド
ソ
ン

河
口
を
出
発
、
廿
七
日
夜
十
時
に
、
ア
ー
プ
ル
港
に
到
軒
し
て
廿
八
日
午
前
七
時
五
十
五

分
発
特
別
列
車
で
巴
里
に
入
り
、
廿
九
日
夕
七
時
二
十
分
の
汽
車
で
里
昂
に
向
い
、
’
一
一
十

日
暁
三
時
半
に
里
鉛
に
到
着
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
燕
に
つ
い
て
は
、
ふ
ら
ん
す
物
語
の

「
船
と
車
」
に
糟
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
感
想
も
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、

た
え
ず
、
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
て
い
る
。
あ
こ
が
れ
の
巴
里
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
「
あ

き
こ
の
国
に
住
む
人
は
何
た
る
楽
園
の
民
で
あ
ら
う
か
と
恩
」
い
、
「
今
プ
ラ
ッ
ト
ブ

オ
ー
ム
か
ら
往
来
へ
と
出
て
行
く
旅
客
の
中
で
は
恐
く
自
分
が
ｌ
出
迎
人
も
案
内
者
も

な
く
唯
一
人
生
れ
て
初
め
て
見
る
巴
里
の
大
都
に
入
ら
う
と
す
る
自
分
が
一
番
早
足
に
鰯

立
っ
て
歩
い
て
行
く
男
で
あ
っ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。
」
と
暫
く
。
そ
し
て
「
何
れ
再
遊
の

観
会
は
あ
る
と
し
て
も
目
の
あ
た
り
、
見
ら
れ
る
だ
け
は
見
て
世
か
う
と
」
見
物
し
て
掴

る
の
で
あ
る
。

里
昂
で
は
ソ
オ
ン
河
上
の
旅
館
で
一
睡
し
、
正
金
銀
行
出
張
店
に
出
頭
し
た
。
ロ
オ
ソ

河
西
岸
の
ワ
ソ
ド
オ
ム
街
の
下
宿
屋
に
八
月
二
日
移
っ
た
。

「
正
月
元
旦
（
四
十
一
年
）
去
年
は
殆
ど
日
記
と
い
ふ
も
の
を
醤
か
ざ
り
し
が
今
年
よ

り
又
書
焼
く
べ
し
。
今
年
の
正
月
は
恩
ふ
に
余
が
海
外
に
於
て
迎
ふ
べ
き
最
後
の
新
年
に

は
あ
ら
ざ
る
か
。
わ
が
愛
す
る
仏
間
西
の
鹸
初
最
終
の
新
年
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
」
と
あ

り
、
西
遊
日
誌
橋
に
は
「
正
月
元
旦
〔
此
間
破
り
取
り
テ
ナ
シ
〕
〔
一
宇
不
明
（
ね
）
力
〕

〔
此
間
破
り
テ
ナ
シ
〕
新
年
で
あ
ら
う
、
〔
此
間
破
り
取
リ
ー
ブ
ナ
シ
〕
〔
一
宇
不
明
〕
に

は
到
底
永
く
堪
え
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
、
側
国
か
、
自
殺
か
？
」
と
あ
り
．
「
正
月
廿
三

日
紐
育
な
る
素
川
君
に
長
文
の
書
を
送
る
。
要
旨
は
余
銀
行
の
勤
務
到
底
忍
ぶ
べ
か
ら

ざ
る
が
故
に
辞
職
せ
ん
と
の
事
に
つ
き
善
後
麓
を
相
談
し
や
り
た
る
な
り
。
」
と
。
五
ヶ

月
間
の
リ
ヨ
ン
正
金
銀
行
出
彊
所
の
生
活
は
、
日
記
を
轡
く
心
の
余
裕
は
な
か
っ
た
の
か
。

と
に
か
く
日
記
を
醤
き
出
し
た
一
日
の
時
点
で
、
荷
風
は
リ
ヨ
ン
で
の
銀
行
マ
ン
の
生
活

に
愛
想
を
っ
か
し
、
見
切
り
を
つ
け
て
い
る
。
渚
山
宛
の
二
通
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
イ
デ

ス
と
の
文
通
、
彼
女
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
短
繭
築
出
版
に
関
し
て
の
こ
と
、
銀
行

出
勤
が
つ
ら
い
こ
と
、
夕
方
に
は
カ
フ
ェ
ー
で
音
楽
を
き
上
生
き
返
り
、
夜
毎
に
オ
ペ
ラ

に
通
学
し
て
い
る
こ
と
、
オ
ペ
ラ
と
音
楽
会
通
学
で
創
作
の
時
間
が
な
い
こ
と
、
読
書
、

さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
文
域
の
こ
と
、
故
国
の
文
聰
の
こ
と
、
ブ
ラ
パ
ソ
ス
の
旅
や
．
く
り
行

の
予
定
な
ど
が
宙
き
送
ら
れ
、
在
リ
ヨ
ン
の
生
活
が
推
察
で
き
る
が
、
荷
風
な
り
に
勉
強

し
て
時
間
の
余
裕
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
年
の
日
誌
抄
及
び
日
誌
稿
に
よ
る
と
、
ォ

・
ヘ
ラ
や
音
楽
を
き
Ｌ
に
し
ば
し
ば
出
か
け
て
い
る
か
ら
、
前
年
も
同
儀
で
あ
っ
た
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
在
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
に
日
誌
が
詳
し
く
な
い
の
は
、
プ
ラ
ソ
ス
生
活
を
む
さ
ぼ

っ
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
二
月
一
日
銀
行
辞
職
と
決
心
し
手
紙
を
父
の
許
に
送
る
。
」
－
「
手
紙
琶
父
及
び

松
三
子
方
に
送
る
」
（
日
誌
秘
）
、
「
二
月
三
日
銀
行
支
配
人
の
私
宅
を
訪
ひ
辞
職
の

葱
を
告
ぐ
・
」
と
事
は
急
速
に
運
ば
れ
て
ゆ
く
。
「
二
月
十
九
日
紐
育
素
川
君
の
返
啓

を
得
る
ま
で
は
如
何
に
も
し
て
銀
行
に
出
勤
せ
ん
と
恩
居
た
り
し
が
面
三
日
心
気
疲
労
醤

し
く
到
底
算
昼
を
は
じ
き
蔀
記
の
根
面
繰
り
ひ
ろ
ぐ
る
力
な
さ
を
知
り
休
み
て
午
後
よ
り

１４ 



め
て
も
手
離
さ
ず
、
と
い
っ
た
熱
中
ぶ
り
で
あ
り
、
在
仏
時
に
は
ジ
ュ
ヂ
ト
・
ク
ラ
デ
ル

の
「
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
」
を
「
私
の
経
済
で
は
そ
れ
を
買
う
こ
と
が
出
来
ず
、
毎

日
の
や
う
に
オ
デ
オ
ソ
座
の
廊
下
の
本
屋
で
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
開
い
て
み
た
。
百
フ
ラ
ソ

と
い
ふ
と
当
時
日
本
の
四
十
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
私
に
は
そ
ん
な
余
裕
は

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
孝
へ
て
毎
日
の
食
虫
を
極
度
に
減
ら
し
て
其
を
買
っ
た
ｏ
殆
ど
断
食

に
等
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
ロ
ダ
ソ
の
手
記
談
話
録
）
と
い
う
次
第
で
あ
る
の
に
、

ロ
ダ
ン
に
密
新
し
て
邪
魔
を
す
る
と
い
う
こ
と
ば
し
な
か
っ
た
。
光
太
郎
の
人
が
ら
が
こ

こ
に
も
う
か
が
え
る
。

「
『
ル
ー
ブ
ル
』
は
も
と
よ
り
、
『
リ
ュ
ク
サ
ソ
プ
ー
ル
』
の
近
代
美
術
館
、
『
ク
ル

ー
ー
ー
』
の
歴
史
的
美
術
館
、
図
衡
館
、
『
ト
ロ
カ
デ
ロ
』
を
は
じ
め
、
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
』

其
の
他
の
寺
院
、
セ
ー
ヌ
河
畔
、
フ
オ
ソ
テ
ソ
ブ
ロ
ー
の
森
、
街
角
到
る
と
こ
ろ
に
あ
る

記
念
碑
、
彫
刻
、
墓
地
、
一
年
中
ど
こ
か
で
や
っ
て
ゐ
る
画
廊
の
個
展
個
人
的
コ
レ
ク
シ

ョ
そ
一
年
や
二
年
で
は
と
て
も
見
き
れ
な
い
も
の
を
毎
日
見
た
り
、
孝
へ
た
り
し
た
。

そ
の
間
に
は
友
人
と
の
カ
フ
ェ
ま
ゐ
り
、
夜
の
探
険
、
オ
ペ
ラ
、
コ
ソ
セ
ー
ル
、
オ
デ
オ

そ
テ
ア
ト
ル
・
フ
ラ
ソ
セ
ニ
、
随
分
い
そ
が
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ロ
ダ
ン
。

そ
し
て
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ヴ
エ
ル
レ
ー
ヌ
。
」
（
父
と
の
関
係
）
と
い
ふ
状
況
で
あ
っ
た
。

文
化
の
吸
収
に
、
身
体
の
中
に
火
が
燃
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
な
が
ら
、
血
気
さ
か
ん
な

生
活
を
し
た
。
「
な
ん
で
も
吸
収
し
て
や
ら
う
。
」
と
、
又
そ
れ
に
値
す
る
．
く
り
で
あ
っ

た
。あ
た
ら
し
い
意
鐡
に
目
ざ
め
た
光
太
郎
は
「
『
身
体
を
大
切
に
、
規
律
を
守
り
て
勉
強

せ
ら
れ
よ
』
と
此
の
間
の
書
簡
で
も
叉
は
い
つ
も
変
ら
ぬ
言
葉
を
繰
り
返
し
て
よ
こ
し
た
。

外
で
夕
飯
を
暁
っ
て
虫
室
へ
帰
っ
て
此
の
手
紙
を
読
ん
だ
時
、
深
緑
の
葉
の
砿
な
り
繁
っ

た
駒
込
の
藁
葺
の
小
さ
な
家
に
、
蚊
過
り
の
烟
の
中
で
、
薄
茶
色
に
焼
け
つ
い
た
石
油
歴

の
下
で
、
一
語
一
語
心
の
底
か
ら
出
た
言
葉
を
醤
き
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
白
灘
の
父
の
顔
が

あ
り
あ
り
と
眼
に
見
え
た
。
…
…
親
と
子
は
実
際
講
和
の
出
来
な
い
戦
闘
を
焼
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
親
が
強
け
れ
ば
子
を
堕
落
さ
せ
て
所
訓
孝
子
に
為
て
し
ま
ふ
。
子
が
強
け

れ
ば
鈴
虫
の
操
に
親
を
強
い
殺
し
て
し
ま
ふ
の
だ
。
あ
あ
、
服
だ
。
僕
が
子
に
な
っ
た
の

は
為
方
が
な
い
。
親
に
だ
け
は
何
う
し
て
も
な
り
た
く
な
い
。
…
…
今
考
え
る
と
、
僕
を

外
国
に
寄
来
し
た
の
は
親
爺
の
一
生
の
誤
り
だ
っ
た
。
…
…
僕
自
身
で
も
取
返
し
の
つ
か

ぬ
人
間
に
僕
は
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
よ
。
僕
は
今
に
鈴
虫
の
槻
な
事
を
や
る
に
き
ま
っ

て
ゐ
る
。
幻
。
呂
二
は
僕
の
最
も
崇
拝
す
る
芸
術
家
で
あ
り
人
物
で
あ
る
。
が
、
若
し

僕
が
Ｒ
の
子
で
あ
っ
た
ら
何
う
だ
ら
う
。
比
を
恩
ふ
と
林
檎
の
実
を
戦
っ
た
罪
の
柿
ろ
し

さ
に
頤
へ
る
の
だ
／
」
（
出
さ
ず
に
し
ま
っ
た
手
紙
の
一
束
）
は
「
父
と
子
と
の
問
題
は

ギ
リ
シ
ャ
こ
の
か
た
、
こ
の
世
に
於
け
る
最
も
む
つ
か
し
い
、
解
決
に
苦
し
む
関
係
の
一

つ
で
あ
る
。
」
（
父
と
の
関
係
）
と
戦
後
回
想
の
赴
初
の
言
葉
で
、
光
太
郎
の
問
題
意
識

が
明
蔽
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
、
く
り
に
あ
っ
て
、
父
と
子
の
人
生
観
、
芸
術
観
の
相
述
を

自
覚
し
た
時
、
光
太
郎
の
ニ
デ
ィ
プ
ス
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ

て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
叉
、
「
僕
は
故
郷
へ
帰
り
た
い
と
共
に
又
故
郷
へ
帰
っ
た
時
の
寂
し
さ
と
も
窃

に
心
配
し
て
い
る
。
あ
の
脛
の
出
る
憲
物
を
着
て
、
徴
の
生
え
た
畳
に
坐
り
、
⑭
勺
少
幻
日
少

の
生
活
か
ら
芸
術
を
引
き
抜
い
て
し
ま
っ
た
槻
な
乾
燥
無
味
な
社
会
の
中
へ
飛
び
込
む
の

か
と
恩
ふ
と
此
も
楠
な
く
な
る
。
僕
は
天
下
の
宿
無
し
だ
ね
。
し
か
し
為
方
が
な
い
。
今
、

此
処
で
費
し
て
ゐ
る
無
意
味
の
生
活
よ
り
は
も
つ
と
充
実
し
た
一
日
が
送
れ
る
だ
ら
う
ご

（
出
さ
ず
に
し
ま
っ
た
手
紙
の
一
束
）
に
は
、
文
化
も
生
活
も
「
落
差
」
の
大
き
い
日
本

へ
帰
る
こ
と
の
佗
し
さ
を
か
こ
っ
て
い
る
。
．
く
り
の
生
活
も
無
意
味
、
故
郷
で
も
同
化
で

き
な
い
か
も
し
れ
ぬ
恐
れ
を
、
光
太
郎
は
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
彫
刻
、
美
術
の
勉
強
を
し
、
詩
、
小
説
を
読
み
、
美
術
館
通
い
展
覧
会
め

ぐ
り
を
し
、
モ
デ
ル
を
届
っ
て
彫
刻
の
制
作
を
し
、
油
絵
を
か
き
、
団
学
中
の
若
い
日
本
－
３
 

の
美
術
家
た
ち
と
つ
き
あ
い
、
食
べ
ず
に
水
を
飲
み
、
塩
を
な
め
た
り
し
て
ロ
ダ
ン
の
本
引

を
買
い
、
体
の
中
に
火
が
燃
え
て
い
る
よ
う
な
感
じ
の
充
実
し
た
く
り
の
生
活
が
な
ぜ
無

意
味
と
苫
い
た
の
か
。
「
…
…
そ
れ
だ
よ
僕
が
今
毎
日
巴
里
の
歓
楽
の
戸
の
中
で
骨
を
刺

す
悲
し
み
に
苦
し
ん
で
ゐ
る
の
は
。
白
人
は
常
に
東
洋
人
を
目
し
て
核
を
有
す
る
人
麺
と

い
っ
て
ゐ
る
。
僕
に
は
又
白
色
人
甑
が
解
き
尽
さ
れ
な
い
謎
で
あ
る
。
僕
に
は
彼
等
の
手

の
指
の
微
動
を
十
ら
了
解
す
る
事
は
出
来
な
い
。
…
…
僕
の
身
の
周
囲
に
は
金
網
が
扱
っ

て
あ
る
。
ど
ん
な
談
笑
の
中
団
嚢
の
中
に
行
っ
て
も
此
の
金
網
が
邪
魔
を
す
る
。
海
の
魚

は
河
に
入
る
可
か
ら
ず
、
河
の
魚
は
海
に
入
る
可
か
ら
ず
、
駄
目
だ
。
早
く
帰
っ
て
心
と

心
と
を
し
ゃ
り
し
ゃ
り
擦
り
合
せ
た
い
。
寂
し
い
よ
。
」
と
「
僕
は
故
郷
へ
帰
り
た
い
云

云
」
の
前
に
謝
か
れ
て
い
る
。
確
に
国
籍
を
忘
れ
さ
せ
る
も
の
が
．
く
り
に
は
あ
っ
た
。
し

か
し
「
立
っ
て
洗
面
所
の
前
へ
行
っ
た
。
熱
濁
の
蛇
口
を
ね
ぢ
る
時
、
図
ら
ず
、
さ
う
だ
、

は
か
ら
ず
だ
。
上
を
見
る
と
見
慣
れ
ぬ
無
い
男
が
寝
衣
の
ま
ま
で
立
っ
て
ゐ
る
。
非
常
な

不
愉
快
と
不
安
と
驚
偶
と
が
一
し
よ
に
な
っ
て
僕
を
狙
っ
た
。
尚
ほ
よ
く
見
る
と
、
鏡
で

あ
っ
た
。
鏡
の
中
に
僕
が
居
る
の
で
あ
っ
た
。
『
あ
あ
、
僕
は
や
っ
ぱ
り
日
本
人
だ
。

』
シ
勺
。
ｚ
尹
罠
⑫
だ
。
二
ｏ
ｚ
の
○
Ｆ
だ
。
炉
両
」
シ
ご
ｚ
回
だ
。
』
と
頭
の
中
の

弾
機
の
外
れ
た
嫌
な
声
が
し
た
。
」
（
珈
琲
店
よ
り
）
と
自
己
嫌
悪
の
自
己
凝
視
を
や
つ



人
に
な
り
、
魂
の
解
放
を
円
、
彫
刻
を
悩
Ｄ
、
詩
の
真
実
を
開
眼
し
た
の
で
あ
る
。

荷
瓜
と
は
興
り
、
イ
ギ
リ
ス
滞
在
が
米
・
仏
の
川
に
は
さ
ま
る
が
、
「
独
は
ロ
ン
ド
ン

の
一
年
間
で
其
の
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
魂
に
触
れ
た
や
う
に
思
っ
た
。
翼
に
深
味
の

あ
る
、
頼
り
に
な
る
、
悠
盈
と
し
た
、
物
に
鷺
か
十
、
あ
わ
て
な
い
人
間
生
活
の
よ
さ
を

眼
の
あ
た
り
に
見
た
。
そ
し
て
い
か
に
も
『
西
洋
』
で
あ
る
も
の
を
腰
じ
と
っ
た
。
こ
れ

は
ア
メ
リ
カ
に
居
た
時
に
は
ま
る
で
魍
じ
な
か
っ
た
一
つ
の
深
い
文
化
の
特
質
で
あ
っ
た
。

壇
は
そ
れ
に
馴
れ
、
そ
し
て
よ
い
と
思
っ
た
。
」
（
父
と
の
関
係
）
に
よ
っ
て
、
光
太
郎

へ
の
形
容
が
察
知
で
き
る
。

時
「
よ
ろ
こ
び
を
借
ぐ
』
の
リ
ー
チ
を
友
と
す
る
こ
と
も
出
来
た
。
『
風
の
舷
鍵
す
る

ア
ソ
グ
ロ
サ
ク
ソ
ソ
の
血
族
な
る
友
よ
／
ツ
ニ
ク
ス
ピ
ァ
を
生
象
、
ブ
レ
ー
ク
を
生
み
／

一
一
ニ
ウ
ト
ソ
を
生
み
、
ダ
ア
キ
ソ
を
生
み
／
ク
ア
ナ
ア
を
生
み
、
ピ
ァ
ズ
レ
一
一
を
生
み
／

そ
し
て
又
、
オ
オ
ガ
ス
タ
ス
・
ジ
証
ソ
を
生
ん
だ
血
族
か
ら
生
ま
れ
た
友
よ
／
飽
く
ま
で

正
し
い
心
と
敬
虞
な
魂
と
を
有
す
る
わ
が
友
よ
」
と
画
い
て
い
る
。
い
か
に
も
イ
ギ
リ
ス

ら
し
い
も
の
を
受
容
し
て
い
る
。
リ
ー
チ
に
墨
さ
れ
た
詩
は
「
鹿
瀬
者
よ
り
」
も
あ
り
、

「
寛
仁
に
し
て
庇
箪
な
る
友
よ
」
圃
頭
の
リ
プ
レ
イ
ソ
で
始
ま
る
五
通
か
ら
な
る
詩
で
あ

る
が
、
切
々
と
心
閃
と
癖
え
て
い
る
。
荻
原
守
衛
と
も
合
っ
た
。
パ
リ
か
ら
荻
原
が
き
て

「
ロ
ソ
ド
ソ
に
い
て
彫
刻
が
で
き
る
と
か
、
－
－
１
－
訂
ｌ
ク
な
ど
に
い
て
ロ
ダ
ソ
が
解
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
側
な
い
。
」
（
回
想
録
）
と
け
し
か
け
ら
れ
、
パ
リ
に
移
っ
た
の
で

あ
る
。

同
じ
「
父
と
の
関
係
」
に
「
ロ
ソ
ド
ソ
か
ら
パ
リ
へ
来
る
と
、
西
洋
に
ち
が
い
な
い
が
、

全
く
の
異
質
の
も
の
で
な
い
。
自
分
の
要
緊
も
い
く
ら
か
は
ま
じ
っ
て
ゐ
る
や
う
な
西
洋
、

つ
ま
り
イ
ン
ク
Ｉ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
的
西
洋
を
感
じ
て
ひ
ど
く
心
が
く
つ
ろ
い
だ
。
紐
育
で

や
ロ
ン
ド
ン
で
は
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
い
つ
で
も
自
覚
し
な
い
で
は
ゐ
ら
札
な

い
が
、
パ
リ
で
は
国
繭
を
ま
っ
た
く
忘
れ
る
時
間
が
多
か
っ
た
。
ジ
ャ
狼
ネ
ー
で
も
、
シ

ノ
ア
で
も
、
ル
ー
マ
ソ
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
市
民
は
問
題
に
し
な
か
っ
た
。
パ
リ
で
型

は
完
全
に
大
人
に
な
っ
た
。
孝
へ
る
こ
と
を
お
ぼ
え
、
仕
鞭
す
る
こ
と
を
お
ぼ
え
、
当
時

の
世
界
の
屈
所
に
風
す
る
知
蝕
に
饗
は
れ
。
面
を
知
り
、
女
を
も
知
り
、
解
放
さ
れ
た
應

民
の
生
活
を
知
っ
た
。
」
と
あ
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
は
え
ら
い
と
皿
ふ
恥
で
す
。
名
両
い
す

ぐ
れ
た
人
は
勿
趙
だ
が
、
舞
学
な
女
な
ぞ
に
逢
っ
て
見
て
も
イ
ギ
リ
ス
人
な
ど
と
は
ぐ
っ

と
遮
っ
て
居
る
。
…
…
ポ
ヘ
ミ
ャ
の
女
で
す
が
乱
の
所
に
側
は
れ
て
来
て
妙
な
顔
を
し
て

居
る
か
ら
何
だ
と
肌
ね
る
と
『
金
の
為
に
自
由
が
東
伸
さ
れ
て
る
の
が
恕
し
ぃ
。
』
と
回

ふ
の
で
せ
う
・
私
も
気
沫
が
恩
か
つ
た
か
ら
傭
ひ
を
解
い
て
や
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
取

瓦
に
生
き
る
人
間
と
文
化
の
伝
銃
を
知
り
、
瓦
の
「
近
代
」
に
触
れ
、
近
代
人
と
し
て

の
傭
操
を
養
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
パ
リ
で
域
ろ
フ
ラ
ン
ス
女
性
と
歴
学
の
交
換
教
授
を
す
る
邪
に
な
り
、
私
は
プ
ラ
ソ

ス
の
時
を
而
緬
に
よ
っ
て
学
ん
だ
。
ヴ
ニ
ル
レ
ニ
ヌ
の
『
腿
根
の
上
に
空
あ
り
』
も
共
時

初
め
て
知
っ
た
。
ポ
オ
ド
レ
ニ
ル
に
は
殊
に
画
い
た
。
そ
の
焚
術
批
肝
を
蕊
む
必
要
か
ら

彼
の
も
の
を
繕
き
始
め
た
の
だ
が
、
此
の
自
己
全
存
在
を
郷
っ
て
の
作
詩
態
度
に
ひ
ど
く

打
た
れ
た
。
」
（
時
の
勉
強
）
、
「
私
自
身
が
時
を
聾
い
て
も
い
い
か
し
ら
と
恩
ひ
出
し

た
の
は
巴
里
で
ヴ
ニ
ル
レ
ニ
ヌ
や
ポ
オ
ド
レ
ニ
ル
の
時
を
は
じ
め
て
知
っ
た
時
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
甚
だ
身
に
近
い
こ
と
を
感
じ
た
。
」
（
架
月
某
日
）
と
「
詩
の
開
眼
』
が
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
カ
ソ
パ
ー
一
一
ユ
プ
ル
ミ
ニ
ル
街
十
七
の
地
階
ア
ト
リ
ニ
に
あ
っ
て
充
実
し

た
生
活
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
彫
刻
・
美
術
に
つ
い
て
勉
強
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
美
技
研
究
科
時
代
か
ら
熟
中
し
て
い
た
ロ
ダ
ソ
に
は
有
脇
壬
生
馬
、
山
下
新
太
郎
と

一
緒
に
訪
ね
、
強
く
感
動
し
て
い
る
。
ス
リ
に
は
ロ
ダ
ン
が
灘
に
居
て
、
会
場
な
ど
で

は
時
を
見
か
け
だ
が
、
そ
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
す
る
卿
気
は
な
か
っ
た
。
む
や
み
と
人
を

訪
問
し
て
、
仕
耶
の
邪
魔
を
十
る
無
作
法
と
厚
か
ま
し
さ
と
は
、
私
が
父
や
扱
父
か
ら
固

く
戒
め
ら
れ
て
ゐ
た
事
で
あ
る
。
」
（
ロ
ダ
ソ
の
手
記
談
話
録
）
と
遠
血
し
て
い
た
の
だ

が
、
｜
緒
に
出
か
け
、
「
ロ
ダ
ン
は
不
在
で
夫
人
に
案
内
さ
れ
て
・
ダ
ソ
の
街
斎
に
山
蔵

す
る
索
描
と
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
」
の
で
あ
る
。
肌
拾
三
十
六
年
か
ら
ロ
ダ
ソ
に
好
奇
心

を
持
ち
、
三
十
八
年
に
は
「
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ソ
」
の
本
を
手
に
入
れ
、
鰹
て
も
さ

ろ
に
足
ら
ん
女
ま
で
が
自
由
を
ロ
に
す
る
ん
で
す
か
ら
ね
え
。
あ
そ
こ
の
人
間
は
何
か
戦

を
や
り
出
し
た
ら
蕊
て
鉢
気
難
で
、
采
る
か
反
る
か
の
離
れ
粟
を
や
り
ま
す
。
自
由
奔
放

の
芸
術
が
生
れ
る
の
も
故
な
き
に
非
十
と
恩
は
れ
虫
す
。
史
た
外
国
へ
行
く
な
ら
ば
趣
は

矢
弧
リ
パ
リ
ヘ
行
き
た
い
。
」
と
。

「
感
謝
」
と
い
う
時
は
、
光
太
郎
の
フ
ラ
ソ
ス
野
価
を
簡
潔
に
い
い
仰
て
妙
で
あ
る
。

あ
り
が
と
う
、
フ
ラ
ン
ス

わ
け
の
わ
か
る
心
と
い
ふ
も
の
が

ど
ん
な
に
人
剛
を
明
る
く
す
る
か

朝
の
カ
ブ
ニ
オ
オ
レ
ニ
を
つ
い
で
く
れ
た

一
人
の
マ
ダ
ム
の
も
の
ご
し
に
さ
え

あ
あ
、
君
は
そ
れ
を
見
せ
て
く
れ
た
。
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光
太
郎
は
五
月
に
－
－
１
－
ヨ
ー
ク
を
出
発
し
、
ロ
ン
ド
ン
へ
向
い
、
プ
ラ
ソ
ダ
イ
ソ
の

画
学
校
に
入
っ
た
り
、
図
曾
蝕
通
い
や
見
学
に
励
ん
だ
。

明
治
四
十
一
年
六
月
十
九
日
正
午
英
国
を
出
飢
、
パ
リ
に
移
り
、
カ
ソ
パ
ー
ニ
ニ
プ

ル
ミ
ニ
ル
街
十
七
番
地
の
地
階
ア
ト
リ
ニ
に
屑
を
定
め
た
。
充
実
し
た
．
く
り
の
一
年
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

二
十
一
才
、
フ
ラ
ソ
ス
か
ら
冊
朝
の
美
技
助
教
授
白
井
南
山
先
生
か
ら
、
ロ
ダ
ン
の
彫

刻
を
知
り
、
好
奇
心
を
強
く
そ
そ
ら
れ
，
二
十
二
才
、
ス
タ
デ
ィ
オ
二
月
号
掲
戟
の
ロ
ダ

ン
の
作
品
『
考
え
る
人
』
の
写
真
を
見
、
ひ
ど
く
心
を
打
た
れ
た
。
二
十
三
才
、
丸
普
で

カ
ミ
ィ
ュ
。
モ
ォ
ク
レ
ニ
ル
原
著
の
英
訳
「
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
」
を
手
に
入
れ
、

寝
て
も
さ
め
て
も
手
離
さ
ず
、
砿
記
す
る
ほ
ど
精
読
し
、
「
こ
れ
こ
そ
自
分
の
歩
む
べ
き

逆
だ
と
恩
ひ
こ
ん
だ
。
」
ｇ
ダ
ソ
の
手
記
談
話
録
）
と
い
う
光
太
郎
は
曰
ｌ
ロ
ッ
パ
ヘ

行
く
べ
く
、
ア
メ
リ
カ
を
切
り
上
げ
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
一
年
ほ
ど
居
り
、
ア
ン

ダ
ロ
。
サ
ク
ソ
ン
の
持
つ
よ
き
も
の
を
吸
収
し
、
プ
ラ
ソ
ス
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

い
い
恰
好
を
ず
る
・
吉
労
知
ら
ず
の
お
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
い
い
気
に
な
っ
て
簸
大
に
羽
を
の

ば
し
て
い
る
。
「
自
分
は
飽
く
虫
で
米
国
の
実
業
主
蕊
に
は
感
化
さ
れ
な
い
と
一
室
ふ
噸
を

見
せ
た
い
」
の
で
ド
ー
デ
か
。
〈
イ
戸
ソ
の
真
似
を
す
る
の
だ
が
、
「
よ
い
も
悪
い
も
泰
西

詩
人
の
聯
と
云
へ
ぼ
随
喜
の
涙
に
募
れ
る
」
と
い
う
若
さ
、
浮
薄
さ
・
自
分
を
偽
ら
ず
、

正
面
に
密
い
た
所
が
や
は
り
お
坊
亘
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。
「
落
葉
」
は
三
十
九
年
十
月
ま
で

の
荷
風
の
ア
メ
リ
カ
生
活
が
、
そ
っ
く
り
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
ソ
フ
ト
な
詩
情
で
優

雅
に
。

自
分
に
も
甘
え
、
説
者
に
も
甘
え
、
そ
れ
が
快
い
の
は
、
ひ
と
り
よ
が
り
な
が
ら
詩
怖

豊
か
で
あ
る
か
ら
で
、
欣
文
詩
を
見
る
思
い
の
す
る
箇
所
が
多
い
。

光
太
郎
は
彫
刻
家
時
人
、
荷
凰
は
小
鋭
家
劇
作
家
詩
人
、
詩
質
は
天
性
の
も
の
で
あ
る
。

人
が
ら
と
環
境
、
生
活
感
怖
の
遠
い
で
、
ア
メ
リ
カ
生
活
の
実
の
り
は
か
く
も
違
っ
た
趣

を
示
し
て
い
る
。
光
太
郎
は
其
繋
、
激
烈
、
荷
瓜
は
遊
び
、
優
雅
。

同
じ
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
が
舞
台
で
あ
る
が
、
か
く
も
違
う
。
如
何
な
る
面
を
如
何
な

る
角
度
如
何
な
る
心
愉
で
如
何
に
表
現
す
る
か
、
そ
こ
に
両
人
の
ア
メ
リ
カ
生
活
が
象
撤

的
に
關
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

フ
ラ
ン
ス
と
、
光
太
郎
と
荷
風
と

「
暗
愚
小
伝
』
中
の
時
で
あ
る
が
、
老
境
に
あ
っ
て
、
ま
ざ
ま
ざ
と
・
く
り
稽
在
の
意
味

を
再
砿
認
し
お
の
で
あ
る
。
国
蒋
を
忘
れ
、
瓦
の
自
由
と
旧
の
存
在
を
好
ナ
パ
リ
で
、
犬

パ
Ⅲ
夕

私
は
パ
リ
で
大
人
に
な
っ
た
。

は
じ
め
て
異
性
に
触
れ
た
の
も
パ
リ
。

は
じ
め
て
魂
の
解
放
を
仰
た
の
も
。
ハ
リ
。

、
く
り
は
珍
し
く
も
な
い
や
う
な
顔
を
し
て

人
頚
の
ど
ん
な
極
風
を
も
う
け
入
れ
る
。

思
考
の
ど
ん
な
糸
鋸
を
も
拒
室
な
い
。

葵
の
ど
ん
な
異
質
を
も
枯
ら
さ
な
い
。

良
も
不
良
も
新
も
旧
も
低
い
も
高
い
も

凡
そ
人
間
の
範
厨
に
あ
る
も
の
は
同
居
さ
せ
、

必
要
な
廟
物
の
自
浄
作
用
に
あ
と
は
ま
か
せ
る
。

パ
リ
の
魅
力
は
人
を
つ
か
む
。

人
は
パ
リ
で
息
が
つ
け
る
。

近
代
は
パ
リ
で
起
り
、

笑
は
パ
リ
で
辞
熟
し
萌
芽
し
、

頭
脳
の
新
細
胞
は
。
く
り
で
生
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
が
フ
ラ
ン
ス
を
超
え
て
存
在
す
る

こ
の
塵
無
し
の
世
界
の
都
の
一
隅
に
ゐ
て
、

私
は
時
に
国
籍
を
忘
れ
た
。

故
郷
は
道
く
小
さ
く
け
ち
く
さ
く

う
る
さ
い
田
舎
の
や
う
だ
っ
た
。

私
は
パ
リ
で
は
じ
め
て
彫
刻
を
悟
り
、

詩
の
瓦
実
に
開
眼
さ
れ
、

そ
こ
の
庶
民
の
一
人
一
人
に

文
化
の
い
ば
れ
を
み
て
と
っ
た
。

悲
し
い
忠
で
是
非
も
な
く
、

比
べ
や
う
も
な
い
落
選
を
感
じ
た
。

日
本
の
珈
物
国
柄
の
一
切
を

な
つ
か
し
み
な
が
ら
否
定
し
た
。
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も
荷
瓜
は
見
た
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
光
太
郎
は
相
手
が
欲
し
か
っ
た
の
だ
し
、
荷
凰
は

時
通
ば
か
り
を
求
め
て
い
た
し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
〈
Ｉ
夕
が
心
を
慰
め
た
り
、
涜
た
し
た
り

の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
同
じ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
っ
て
は
、
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

荷
瓜
の
「
落
葉
」
は
岩
波
召
店
昭
和
三
十
八
年
版
の
全
集
に
よ
る
と
七
頁
の
小
品
で
あ

る
。
ヴ
ニ
ル
レ
ー
ヌ
の
「
秋
の
歌
」
の
詩
境
が
誘
発
す
る
「
落
葉
』
の
詩
境
。
「
…
…
自

分
は
夕
恋
に
一
人
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
池
の
ほ
と
り
の
ペ
ン
チ
に
限
を
か
け
た
。

日
圃
日
の
雑
踏
に
引
変
へ
て
平
常
の
日
の
筋
け
さ
。
殊
に
丁
度
今
馴
は
時
間
の
正
し
い
国

の
噸
と
て
何
処
の
家
で
も
晩
餐
を
し
て
居
る
時
分
で
あ
ら
う
。
馬
耶
自
動
車
は
需
讃
、
散

歩
の
人
の
量
音
も
絶
え
て
、
最
後
の
餌
を
あ
さ
り
了
っ
た
東
風
の
蝿
く
頂
が
梢
に
高
く
聞

え
る
ば
か
り
。
灰
色
に
錘
つ
た
空
は
夜
に
仏
な
ら
ば
雨
か
、
夢
見
る
伽
く
ど
ん
よ
り
と
Ⅲ

く
恐
れ
は
て
出
行
く
。
湖
の
や
う
な
広
い
池
の
面
が
熟
く
鍋
の
や
う
に
印
き
、
津
辺
一
帯

を
蕨
ふ
繁
り
は
次
第
奇
奇
に
剛
に
な
っ
て
、
そ
の
間
か
ら
は
黄
い
瓦
斯
冠
が
瞬
き
し
は
じ

め
た
。
絶
え
ず
あ
た
り
の
高
い
桐
か
ら
細
い
木
の
葉
が
三
四
枚
五
六
枚
づ
ｆ
一
団
と
な
っ

て
落
ち
て
来
る
。
呼
遭
湿
室
十
と
木
の
葉
が
木
の
葉
の
閲
虐
荊
Ｄ
藩
ち
て
来
る
そ
の
得
が

聞
き
と
れ
る
や
う
に
恩
は
れ
る
。
木
の
葉
同
士
が
互
に
落
渡
を
譜
ひ
騒
さ
合
ふ
の
で
あ
ら

う
。
…
…
ペ
ン
チ
の
背
に
頬
杖
を
つ
い
て
自
分
は
何
や
ら
耽
る
物
忍
び
の
中
に
、
ふ
と
詩

人
ヴ
ニ
ル
レ
ー
ソ
が
「
秋
の
歌
」
と
云
ふ
の
達
思
ひ
川
し
た
。
…
…
あ
Ｌ
自
分
は
剛
や
何

処
に
何
度
典
郷
の
地
に
壇
る
ふ
落
葉
を
眺
め
た
で
あ
ろ
う
。
上
陸
し
た
そ
の
年
の
秋
を
太

平
洋
の
沿
燦
に
、
其
の
翌
年
は
ミ
ゾ
リ
の
野
ミ
シ
ガ
ン
の
湖
辺
ワ
シ
ソ
ト
ソ
の
街
頭
に
、

や
が
て
こ
の
一
一
二
－
三
ｌ
ク
の
落
葉
も
既
に
二
度
目
で
あ
る
。
去
年
始
め
て
こ
の
都
会
の

落
葉
を
見
た
頃
に
は
、
自
分
は
如
何
に
倣
授
で
翻
意
で
幸
柧
で
あ
っ
た
ろ
う
。
自
分
は
新

大
陸
の
各
飽
方
の
興
る
社
会
興
る
自
然
を
す
っ
か
り
見
尽
し
て
了
っ
た
つ
も
り
で
、
こ
れ

か
ら
は
世
界
鯏
二
の
大
都
会
の
生
活
を
観
察
す
る
の
だ
と
、
無
意
味
に
自
分
を
信
用
し
て
、

日
咽
日
毎
に
、
こ
の
池
の
ほ
と
り
に
来
て
は
散
歩
の
人
の
雑
沓
を
打
ち
眺
め
た
。
や
が
て

木
の
薬
は
藩
属
し
た
。
寒
い
風
が
技
を
次
ぎ
折
っ
た
。
雪
が
芝
生
を
厳
ひ
尺
し
た
ｌ
芸

界
社
交
の
時
節
が
到
来
し
た
。
…
…
よ
い
も
悪
い
も
泰
西
詩
人
の
喉
と
云
へ
ぼ
随
喜
の
涙

に
蘇
れ
る
あ
ま
り
、
人
真
似
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
自
分
は
わ
ざ
と
こ
れ
も
無
造
作
ら

し
く
佃
子
を
斜
に
冠
０
桜
の
枝
の
杖
を
片
手
に
詩
築
の
何
か
を
小
脇
に
し
て
、
術
し
ば
ら

く
己
れ
の
佇
む
姿
を
鏡
に
映
し
て
見
た
後
、
漸
く
外
に
出
て
、
春
の
午
後
人
の
出
盛
る
公

団
に
赴
く
の
で
あ
る
。
例
の
如
く
池
の
伝
と
り
を
一
廻
り
歩
み
了
れ
ぱ
、
必
ず
シ
ニ
ー
キ

ス
ピ
ー
ャ
初
の
ス
ゴ
ッ
ト
や
パ
ー
ソ
ズ
な
ぞ
の
銅
像
の
並
ん
で
居
る
広
い
並
木
近
に
出
で
、

ペ
ン
チ
に
園
を
下
し
て
、
銅
像
と
向
合
ひ
に
悠
然
と
團
草
の
国
瞳
吹
く
。
す
る
と
、
何
時

と
も
な
く
唾
い
群
の
日
光
に
照
さ
れ
る
身
？
つ
っ
と
Ｄ
夢
心
地
に
な
る
や
否
や
、
自
分
も

巳
に
そ
れ
等
不
朽
の
賭
廻
の
列
に
加
へ
ら
れ
た
や
う
な
気
に
な
っ
て
了
ふ
。
。
…
．
．
遂
に
は

自
分
な
が
ら
妙
に
気
ま
り
が
恩
く
な
っ
て
。
そ
シ
と
身
の
ま
ば
り
を
見
主
は
せ
ば
近
の
両

側
に
並
ぶ
大
樹
の
若
葉
の
美
し
さ
。
そ
の
櫓
か
ら
透
き
見
え
る
大
空
の
青
さ
、
晴
れ
や
か

さ
。
近
の
左
右
に
海
の
如
く
広
が
っ
て
居
る
芝
生
の
緑
Ｄ
の
濃
さ
、
爽
快
き
、
何
処
か
ら

流
れ
て
来
る
と
も
知
れ
ぬ
花
の
香
の
優
し
さ
懐
し
さ
。
恐
ら
く
、
自
分
の
一
生
涯
、
こ
の

時
ほ
ど
幸
樋
な
噸
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
眼
の
剛
に
は
絶
間
な
く
軽
鐘
し
た
若
い
女
が

馬
車
を
駅
し
た
り
、
馬
に
乗
っ
た
り
し
て
行
過
ぎ
る
が
、
何
れ
も
轡
自
分
の
方
を
眺
め
て

は
微
笑
ん
で
行
く
と
し
か
恩
は
れ
な
い
。
自
分
は
若
い
中
に
も
猶
若
く
、
美
し
い
中
に
も

猶
美
し
い
女
の
笑
顔
を
眺
め
る
と
、
訳
も
な
く
拳
禍
な
庭
を
空
週
す
る
の
で
あ
る
。
…
・
・
・

か
や
う
に
夢
に
耽
っ
た
課
の
日
も
一
旦
過
ぎ
て
…
…
今
は
早
や
秋
、
飛
散
ろ
木
の
葉
を
見

れ
ば
さ
な
が
ら
失
へ
る
恋
の
昔
を
恩
ふ
に
ひ
と
し
い
。
木
葉
も
や
が
て
落
ち
尽
十
で
あ
ら

う
。
寒
い
北
旦
と
共
に
劇
界
楽
界
の
時
節
も
再
び
飼
っ
て
来
る
で
あ
ら
う
。
…
…
然
し
自

分
は
去
年
の
や
う
に
大
胆
な
隷
法
な
幸
佃
な
芸
壇
の
皿
察
老
と
し
て
存
在
す
る
巾
が
出
来

る
で
あ
ら
う
か
。
史
た
来
る
枠
に
は
再
び
か
当
る
烟
の
や
う
な
夢
に
酢
ふ
事
が
出
来
る
で

あ
ら
う
か
。
夢
、
酢
、
幻
、
こ
れ
が
吾
等
の
生
命
で
あ
る
。
吾
全
に
は
絶
え
ず
、
恋
を
忍

び
、
成
功
を
夢
み
て
暦
な
が
ら
、
然
し
、
そ
れ
等
の
爽
乳
さ
れ
る
叩
を
鉦
ん
で
暦
る
の
で

は
な
い
。
唯
だ
実
現
さ
れ
る
ら
し
く
見
え
る
聖
な
る
影
を
迫
う
て
、
そ
の
予
想
と
予
期
と

に
酔
っ
て
居
た
い
の
で
あ
る
。
＊
車
・
四
辺
は
甲
や
夜
で
あ
る
。
森
は
暗
く
空
は
暗
く
水

は
時
い
。
自
分
は
猶
も
ペ
ソ
チ
を
去
ら
ず
木
間
に
仰
ぐ
祗
歴
の
火
影
に
餌
と
飛
び
敗
る
木

の
葉
の
影
を
眺
め
て
居
た
。
」
（
明
治
冊
九
年
十
月
）
と
思
い
通
り
に
生
活
し
仰
る
者
の

も
つ
明
る
さ
と
優
し
さ
と
高
雅
と
気
取
り
と
手
前
勝
手
と
を
ふ
ん
だ
ん
に
匂
わ
せ
、
拳
孤

懸
と
夢
幻
惑
に
み
ち
て
い
る
。
「
象
の
銀
行
」
と
比
べ
る
時
、
一
層
際
立
っ
て
見
え
る
。

悠
を
ふ
く
ん
だ
美
し
い
好
情
、
こ
う
い
う
文
通
が
掛
け
る
心
冊
は
苦
闘
の
日
常
に
は
級
が

遠
い
。
如
何
に
宰
佃
で
あ
る
か
は
、
荷
艮
が
囲
白
に
宙
い
て
い
る
。
「
傲
慢
で
御
意
で
」

あ
っ
た
し
、
ジ
ャ
ッ
プ
と
い
わ
れ
る
ど
こ
ろ
か
「
軽
装
し
た
若
い
女
」
が
「
何
れ
も
皆
自

分
の
方
を
眺
め
て
は
微
笑
ん
で
行
く
と
し
か
忍
ば
れ
な
い
。
」
の
で
あ
る
。
「
夢
、
酢
、

幻
、
こ
れ
が
習
癖
の
生
命
で
あ
る
。
」
な
ど
と
密
け
る
の
は
、
現
実
の
苦
労
の
な
い
征
掬

で
あ
る
。
劇
界
東
界
の
時
節
に
は
「
柧
々
な
卸
台
瞠
見
て
、
世
界
古
今
の
ド
ラ
マ
を
鵜
呑

み
に
し
た
気
」
に
な
り
、
「
自
分
は
早
く
も
将
来
日
本
の
社
会
に
起
る
べ
き
新
楽
劇
の
基

礎
を
作
る
一
人
」
と
思
い
、
糠
弦
楽
を
圏
貧
し
、
彫
刻
や
臼
を
勘
じ
、
一
か
ど
の
文
化
人

気
取
り
。
「
毎
期
皿
壁
を
鏑
し
太
い
襖
か
ざ
り
を
ぱ
わ
ざ
ノ
、
無
造
作
ら
し
く
紬
」
ぴ
、
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大
正
十
五
年
二
月
七
日
の
作
で
あ
る
か
ら
、
外
遊
か
ら
は
二
十
年
ほ
ど
た
っ
て
い
る
の

に
し
」
の
憤
り
は
今
日
の
よ
う
に
新
し
い
。
精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
在
米
生
活
の
み
じ
め

光
太
郎
の
「
蛾
の
銀
行
」
の
詩
は
「
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ハ
ア
ク
の
動
物
園
の
と
ぼ
け
た
象

は
」
が
目
頭
で
あ
る
。
前
書
に
「
窓
の
無
い
天
井
裏
の
小
さ
な
部
屋
に
住
ん
で
ゐ
た
。
光

綴
は
天
井
の
引
窓
か
ら
来
た
。
市
の
中
央
公
園
が
近
い
の
で
よ
く
足
を
運
ん
だ
。
」
と
あ

り
、
息
の
つ
ま
る
よ
う
な
部
屋
、
し
か
し
そ
声
』
よ
り
ゆ
く
所
の
な
い
恨
妓
、
公
園
は
光
太

郎
の
息
抜
き
の
場
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
生
活
の
不
満
を
爆
発
さ
せ
た
と
の

詩
。
何
か
い
う
よ
り
詩
を
見
る
に
若
く
は
な
い
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
と
、
光
太
郎
と
荷
風
と

「
象
の
銀
行
」
と
「
落
葉
」
と
。

夕
日
を
浴
び
て
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ァ
ク
を
歩
い
て
来
る
と
、

ナ
イ
ル
河
か
ら
来
た
オ
ベ
リ
ス
ク
が
俺
を
見
る
。

あ
あ
、
憤
る
者
が
此
処
に
も
ゐ
る
。

天
井
裏
の
部
屋
に
帰
っ
て
「
彼
等
」
の
ジ
ャ
ッ
プ
は
血
に
鞭
う
っ
の
だ
。

印
度
産
の
と
ぼ
け
た
象
、

日
本
産
の
寂
し
い
青
年
。

群
集
な
る
「
彼
等
」
は
見
る
が
い
い
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
二
人
の
仲
が
好
過
ぎ
る
か
を
。

時
時
赤
い
眼
を
動
か
し
て
は
鼻
を
つ
き
出
し
、

「
彼
等
」
の
い
ふ
こ
の
ジ
ャ
ッ
プ
に
白
銅
を
呉
れ
と
い
ふ
。

敗
が
さ
う
い
ふ
、

そ
う
旨
は
れ
る
の
が
鐘
し
く
て
白
銅
を
叉
投
げ
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ァ
ク
の
動
物
圏
の
と
ぼ
け
た
象
は

み
ん
な
の
投
げ
て
や
る
銅
貨
や
白
銅
を
、

並
外
れ
て
大
き
な
鼻
づ
ら
で
う
ま
く
拾
っ
て
は
、

上
の
方
に
あ
る
象
の
銀
行
に
ち
や
り
ん
と
入
れ
る
。

さ
が
こ
の
詩
を
脅
か
せ
た
の
だ
。
読
ん
で
い
て
痛
ま
し
い
。
青
年
光
太
郎
の
心
を
傷
つ
け

る
「
ジ
ャ
ヅ
プ
」
扱
い
。
孤
独
な
だ
け
に
一
層
、
こ
た
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
久
振
今
村
子
と
共
に
中
央
公
園
を
歩
み
樹
間
の
ペ
ン
チ
に
語
る
（
四
月
八
日
と
尋
，

村
子
と
夜
猟
を
週
う
て
街
を
歩
黒
中
央
公
園
に
入
り
て
倒
下
の
ペ
ン
チ
に
休
む
。
幽
暗
な

る
公
園
の
樹
間
よ
り
燦
燗
た
る
コ
ロ
ン
ブ
ス
サ
ー
ク
ル
の
燈
火
を
望
み
見
た
ろ
夜
の
さ
ま

蜜
に
も
筆
に
も
尽
し
が
た
し
。
余
は
如
何
に
し
て
此
色
彩
限
り
な
き
夜
の
さ
ま
を
写
す
べ

き
や
と
独
り
沈
黙
し
て
眺
め
入
る
率
し
ば
ら
く
な
り
き
（
六
月
六
日
）
」
「
新
緑
愛
す
べ

し
。
人
な
き
公
園
の
樹
下
に
坐
し
擁
へ
た
る
モ
オ
パ
サ
ン
の
詩
集
を
謎
み
て
半
日
を
過
し

ぬ
。
夕
陽
の
か
げ
、
新
緑
の
梢
に
や
う
ノ
ー
深
く
な
り
行
く
頃
あ
た
り
の
木
立
に
は
栗
鼠

の
鳴
き
叫
ぶ
声
物
淋
し
く
、
黄
昏
の
空
の
色
と
浮
雲
の
影
を
宿
せ
る
広
き
他
の
水
に
は
白

鳥
の
姿
夢
の
如
く
に
浮
び
出
せ
り
。
何
等
詩
中
の
光
景
ぞ
や
。
余
は
頭
髪
を
乱
し
物
に
倦

み
つ
か
れ
し
や
う
な
る
詩
人
的
凰
釆
を
な
し
野
繭
の
上
に
臥
し
て
樹
間
に
仏
間
西
の
詩
築

よ
む
時
ほ
ど
幸
福
な
る
本
な
し
。
笑
ふ
も
の
は
笑
へ
金
は
独
り
幸
福
な
る
を
宍
月
九
且
」

「
セ
ン
ト
ラ
ル
公
園
日
紐
日
毎
に
緑
蔭
に
音
楽
を
演
奏
す
。
（
六
月
十
七
日
）
」
「
…
…

中
央
公
園
の
水
辺
に
独
り
夜
を
ふ
か
す
（
六
月
十
九
日
）
」
「
夜
の
来
る
を
待
ち
て
共
に

（
イ
デ
ス
）
中
央
公
園
を
歩
み
（
七
月
八
日
）
」
「
薄
縣
独
り
中
央
公
園
を
歩
む
。
六
一
９
 

十
六
丁
目
の
門
よ
り
入
り
た
る
公
園
内
の
広
き
草
原
は
折
か
ら
曇
れ
る
空
棋
橡
に
突
然
北
一

方
の
暗
き
大
洋
を
副
む
が
如
き
硯
あ
ら
し
む
。
余
は
い
か
な
る
故
と
も
知
ら
ず
無
限
の
寂

奥
と
悲
愁
に
鰹
は
れ
独
り
ペ
ン
チ
に
坐
し
て
身
の
こ
し
方
行
末
の
事
思
廻
ら
し
て
夜
の
来

ろ
を
も
心
付
か
ざ
り
ざ
（
七
月
廿
一
日
）
」
「
終
日
中
央
公
園
の
人
な
き
緑
蔭
に
渚
み
て

読
書
す
。
時
に
手
摂
を
取
出
し
日
頃
腹
案
せ
る
艮
筒
小
説
の
筋
替
な
り
と
香
き
つ
け
た
し

と
恩
ひ
し
が
何
と
な
く
心
の
み
い
ら
だ
ち
て
撒
く
珊
能
は
ざ
り
き
（
八
月
什
六
日
と
「
早

秋
な
り
。
空
晴
れ
て
風
涼
し
。
朝
早
く
よ
り
公
園
の
樹
下
に
坐
し
て
手
桜
に
短
蔚
小
説
の

稲
を
試
む
（
九
月
二
日
）
」
「
独
り
中
央
公
園
を
歩
む
に
ニ
ル
ム
オ
ー
ク
な
ど
の
樹
木
尺

く
落
葉
し
て
深
く
小
径
を
埋
め
た
り
。
晩
秋
の
空
限
り
も
な
く
購
れ
た
る
日
独
Ｄ
寂
し
く

落
葉
の
近
を
歩
む
ほ
ど
詩
趣
深
き
は
な
し
。
余
は
ミ
ゾ
リ
州
な
る
小
村
の
秋
又
ミ
シ
ガ
ソ

州
な
る
果
樹
園
の
此
頃
を
思
出
で
ｆ
寂
し
く
も
又
美
し
き
夢
に
耽
り
て
、
時
の
移
る
を
忘

る
払
程
に
、
秋
の
日
は
短
く
小
径
の
瓦
斯
燈
い
つ
し
か
仰
ぎ
出
づ
る
（
十
月
十
四
日
）
」

と
西
遊
日
誌
抄
に
は
中
央
公
園
が
舞
台
に
な
っ
て
居
り
、
よ
く
出
か
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
．
〈
Ｉ
夕
と
荷
凰
と
は
関
係
が
深
い
。
「
よ
く
行
っ
た
」
は
光
太
郎
も
荷
風
も

同
嫌
で
あ
る
。
し
か
し
生
活
感
情
が
違
う
と
か
く
も
違
う
か
と
鷺
か
れ
る
。
荷
風
の
味
っ

た
風
景
を
光
太
郎
も
見
た
に
違
い
な
い
。
光
太
郎
の
心
を
囲
め
た
動
物
園
も
オ
ベ
リ
ス
ク



枕
に
圃
片
の
夢
を
見
る
も
よ
し
、
又
は
浮
世
の
栄
華
な
ぞ
は
何
処
に
あ
る
か
と
恩
ふ
や
う

な
田
舎
の
宗
教
生
活
、
帆
な
夕
な
平
和
な
牧
拐
に
轡
渡
る
寺
院
の
麹
の
音
を
聞
く
の
も
い

い
で
せ
う
。
型
は
兎
に
角
一
通
り
米
国
社
会
の
大
体
を
見
た
か
ら
は
此
の
上
此
の
地
に
止

ろ
必
要
も
な
い
。
」
と
「
岡
の
上
」
の
渡
野
君
の
こ
と
ば
は
荷
風
の
知
っ
て
い
た
も
の
で

も
あ
る
。
「
自
分
は
こ
の
四
年
間
米
国
社
会
の
見
た
い
処
円
ぺ
た
い
処
も
、
先
づ
大
概
は

見
歩
い
た
の
で
。
」
（
六
月
の
夜
の
夢
）
と
あ
り
、
か
な
り
恩
欲
的
に
端
々
を
斑
渡
し
て

歩
い
た
の
で
あ
る
。
見
聞
を
ひ
ろ
め
、
文
学
の
題
材
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
。
「
雪
の
や

ど
り
」
「
夜
半
の
酒
場
」
「
夜
の
女
」
「
ち
ゃ
い
な
た
う
ん
の
記
」
「
夜
あ
る
き
」
な
ど

な
ど
、
「
醜
と
云
ひ
恩
と
云
は
る
１
ｔ
の
が
。
花
や
時
よ
り
も
更
に
美
し
く
且
つ
神
秘
ら

し
く
恩
は
れ
て
来
る
。
凡
て
の
卵
粟
悪
行
が
一
切
の
美
徳
よ
り
も
隙
大
に
有
力
に
見
え
．

真
心
か
ら
其
れ
を
ぱ
識
芙
し
た
く
な
る
。
」
（
ち
ゃ
い
な
た
う
ん
の
記
）
の
心
と
、
何
で

も
見
て
や
ろ
う
の
胆
度
と
、
現
の
目
の
届
か
ぬ
解
放
感
と
で
、
荷
凪
は
思
う
優
に
振
舜
え

た
ｏだ
か
ら
こ
そ
、
「
亜
米
利
加
は
今
わ
が
鍬
こ
の
故
郷
と
な
っ
た
。
」
（
六
月
の
夜
の
夢
）

な
の
で
あ
る
。
「
さ
す
が
は
新
大
陸
の
広
漠
た
る
、
町
か
ら
二
浬
出
る
な
ら
ば
、
何
処
へ

行
っ
て
も
此
う
云
ふ
無
人
の
椀
が
現
れ
、
此
れ
に
異
郷
の
寂
興
と
云
ふ
主
硯
的
の
個
囲
達

加
味
し
て
見
る
の
で
、
樹
木
の
茂
り
、
水
の
流
、
空
行
く
型
の
有
槻
は
、
凡
て
自
分
に
は

一
机
云
ひ
賎
い
悲
愁
の
美
を
感
じ
さ
せ
る
。
」
と
櫛
雪
、
又
「
ミ
ゾ
リ
州
の
落
葉
の
村
、

ミ
ッ
ガ
ソ
州
の
果
樹
園
の
夕
邪
に
忘
れ
ら
れ
ぬ
時
興
を
脳
さ
れ
」
（
夏
の
海
）
と
新
大
陸

の
風
物
に
も
親
し
み
、
「
自
分
は
西
洋
人
の
肉
体
英
を
愛
す
る
一
人
で
あ
る
。
』
か
ら
、

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
な
ど
と
は
狸
追
い
の
で
あ
る
。
光
太
郎
は
真
面
目
で
傍
目
も
ふ
ら
ず
、
唯

こ
れ
修
業
で
あ
っ
た
か
ら
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
仁
か
Ｌ
っ
た
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を
去
る

に
当
っ
て
特
別
の
眠
慨
も
な
か
っ
た
。
「
処
が
幸
に
も
一
匹
日
本
を
去
り
此
の
国
へ
来
て

見
る
と
、
万
邪
の
生
活
が
全
く
一
変
し
て
了
っ
て
、
何
一
シ
恕
惨
な
迦
想
を
起
さ
せ
る
も

の
が
な
い
の
で
、
私
は
云
は
れ
ぬ
精
神
の
安
息
を
仰
ま
し
た
。
私
は
殆
ど
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

の
如
何
な
る
か
を
知
り
ま
せ
ん
。
」
二
月
一
日
）
と
衣
食
住
に
困
ら
ぬ
坊
ち
ゃ
ん
荷
風

は
い
う
の
で
あ
る
。

光
太
郎
は
大
正
六
年
、
ア
メ
リ
カ
で
の
彫
刻
個
展
を
叶
画
、
資
金
岡
達
に
彫
刻
岡
市
会

を
発
表
し
た
が
入
会
者
が
少
な
く
、
結
局
渡
米
は
計
画
倒
れ
に
な
っ
た
。
関
心
が
示
さ
れ

た
の
は
』
』
の
時
ぐ
ら
い
。
「
象
の
銀
行
」
「
白
照
」
が
後
年
画
か
れ
、
戦
争
詩
の
曾
か
れ

る
辿
因
が
ア
メ
リ
カ
岡
学
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
荷
風
の
渡
仏
の
際
の
畷
は
一
団

の
セ
ソ
チ
メ
ソ
ト
か
。
し
か
し
コ
ー
ン
河
の
ほ
と
り
」
で
は
イ
デ
ス
に
ひ
か
れ
て
．

恩
ひ
に
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
具
や
う
か
」
と
も
書
く
。
が
、
「
再
会
」
に
「
そ
の
頃
否
々

は
共
に
米
国
に
居
な
が
ら
米
国
が
大
嫁
い
で
あ
っ
た
。
と
云
ふ
の
は
、
二
人
と
も
初
の
か

ら
欧
洲
に
行
き
た
い
と
恩
ひ
な
が
ら
苦
学
の
近
や
自
活
の
方
法
に
は
処
立
の
至
っ
て
少
い

彼
の
地
に
は
行
き
難
い
の
で
、
一
先
米
国
ま
で
踏
出
し
て
居
た
な
ら
、
比
較
的
日
本
に
岡

ま
っ
て
居
る
よ
り
何
か
の
観
会
も
多
か
ら
う
と
、
前
後
の
思
虚
な
く
故
郷
を
飛
出
し
た
次

卯
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
」
又
、
『
写
瓦
で
の
み
知
る
欧
洲
の
市
街
の
奨
匝
と
其
の
生
活
の

詩
趣
深
さ
を
醜
貸
し
、
同
じ
海
外
で
送
る
月
日
の
ま
Ｌ
な
ら
い
を
恨
ん
で
、
八
つ
当
り
に

米
国
社
会
の
全
体
を
嶢
殊
に
芸
術
科
学
の
方
面
に
至
っ
て
は
、
さ
な
が
ら
未
開
の
国
の

伽
く
照
り
風
し
て
、
い
さ
Ｌ
か
不
平
を
慰
め
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
何
に
つ
け
て
も
否
々

に
は
米
国
の
社
会
の
余
り
に
常
副
的
な
の
が
気
に
入
ら
な
い
。
」
と
画
く
。
「
西
遊
日
雄

抄
」
に
も
「
米
国
の
生
活
の
更
腫
余
の
詩
倒
を
吾
ぱ
十
も
の
な
き
を
敬
じ
仏
岡
西
に
渡
り

て
：
…
・
」
と
あ
る
。
が
、
「
あ
め
Ｄ
か
物
漫
」
「
西
遊
日
詑
抄
」
と
も
に
米
国
の
風
物
の

時
囲
を
か
な
り
描
い
て
い
る
。
恐
ら
く
ど
の
面
も
間
夙
に
と
っ
て
ば
本
当
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
「
東
洋
の
野
蛮
国
」
な
る
日
本
よ
り
「
余
は
寧
身
を
此
の
米
国
の
晒
巷
に
く
ら

ま
し
再
び
日
本
人
を
見
ざ
る
に
し
か
じ
と
恩
ふ
事
屡
な
り
。
」
と
目
く
ほ
ど
「
米
国
の
風

土
蕊
木
凡
て
の
も
の
は
今
余
の
身
に
取
り
て
あ
ま
り
に
親
愛
と
な
り
た
る
を
。
」
で
あ
つ
―
８
 

た
の
で
あ
る
。
個
人
主
曇
自
由
主
裂
を
徹
底
的
に
身
に
つ
け
た
房
』
と
は
勿
茜
の
』
】
と
で
あ
一

ろ
ｏ

「
幸
な
る
か
な
、
自
由
の
国
に
生
れ
た
人
よ
、
と
義
主
ざ
る
を
仰
な
か
っ
た
。
険
に
誼

●
●
●
●
 

髄
を
手
に
す
る
日
本
の
学
者
と
し
て
勘
ぜ
し
め
た
ら
如
何
で
あ
ら
う
。
彼
女
は
は
し
た
な

●
 

い
も
の
で
あ
ら
う
、
色
澗
汪
で
あ
ら
う
。
然
し
、
自
由
の
国
に
は
愛
の
佃
音
よ
り
外
に
は
、

人
間
自
然
の
燗
に
伴
っ
た
面
倒
な
教
義
は
存
在
し
て
居
な
い
」
（
市
俄
古
の
二
日
）
と
羨

む
。
こ
れ
は
本
心
で
あ
る
。

在
米
生
活
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
、
大
体
、
光
太
郎
と
荷
風
の
比
較
は
勘
を
ま
た
ず
に
、

イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
が
、
以
上
蛇
足
と
加
え
た
。

趣
後
に
、
光
太
郎
の
在
米
時
代
を
テ
ー
マ
に
掛
か
れ
た
「
象
の
銀
行
」
と
、
荷
風
の

「
落
葉
」
と
が
、
同
じ
く
セ
ソ
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
が
卸
台
で
あ
り
、
共
通
体
験
が
考
え
ら

れ
る
の
で
、
西
老
の
比
依
を
し
て
見
た
い
。

同
じ
く
異
郷
の
公
回
に
遊
び
な
が
ら
。
境
迎
の
蓬
が
、
か
く
も
作
品
に
反
映
す
る
の
か

と
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
関
心
を
も
つ
も
の
も
、
向
け
か
た
も
全
く
違
う
。



ろ
明
日
に
も
家
に
綱
る
ぺ
き
あ
わ
た
だ
し
さ
知
ら
ぬ
日
の
幕
札
・
木
な
が
る
今
わ
が
胸
に

ひ
た
ひ
た
と
滴
た
す
恩
の
の
ど
け
さ
を
も
て
」
な
ど
、
心
の
ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
る
歌
以

外
は
同
じ
く
、
潤
い
の
な
い
、
切
実
な
訴
え
が
に
じ
む
。

明
星
五
月
号
に
は
じ
め
て
詩
を
発
衷
、
「
秒
刻
」
で
あ
る
。
六
月
号
に
「
海
図
」
今

デ
ル
他
三
篇
）
、
「
敗
閑
録
」
の
（
我
千
た
び
君
を
抱
か
む
他
三
筋
）
を
発
表
し
て
い
る

が
、
文
学
活
動
旺
盛
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

「
秒
刻
」
は
襲
う
っ
上
に
、
赤
城
の
山
と
母
の
姿
と
昔
の
少
女
の
戸
と
を
夢
ふ
る
。
「
海

囲
」
の
「
マ
デ
ル
・
豆
腐
屋
・
博
士
・
あ
ら
そ
ひ
」
、
「
敗
閉
録
」
の
「
わ
れ
千
た
び
首

を
砲
か
む
・
君
産
見
き
・
遡
れ
た
る
君
は
遺
ら
ば
や
。
眠
り
て
あ
れ
か
眼
覚
め
上
か
」
は

コ
デ
ル
」
が
現
実
の
モ
デ
ル
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
あ
と
は
、
夢
、
幻
想
、
回
想

の
世
界
の
も
の
で
あ
る
。
「
豆
腐
屋
」
は
東
京
の
風
物
恋
し
く
、
ア
メ
リ
カ
に
は
な
い
豆

腐
屋
を
想
い
浮
べ
た
。
東
京
の
下
町
生
れ
ら
し
い
選
び
方
、
金
魚
充
で
も
苗
売
で
も
竿
竹

充
で
も
な
い
。

「
博
士
」
は
人
間
性
無
視
と
人
間
性
回
復
と
の
寓
意
が
恩
ぜ
ら
れ
、
「
あ
ら
そ
ひ
」
も

夢
の
国
、
う
っ
っ
の
国
が
意
識
に
上
る
。
「
わ
れ
千
た
び
君
を
砲
か
む
」
は
幻
想
、
愛
捕

に
飢
え
た
心
が
あ
り
、
「
君
産
見
き
」
に
は
「
お
よ
ぱ
ね
小
ば
ね
、
賑
へ
る
／
の
こ
る
一
一

日
の
松
の
内
／
あ
あ
、
花
柳
の
北
窓
に
／
我
は
沈
み
て
は
で
姿
／
醜
ひ
ご
こ
ろ
の
幾
人

を
、
／
見
て
は
、
眼
に
見
ぬ
君
を
見
に
け
る
。
」
と
故
国
の
回
想
で
あ
り
、
「
翅
れ
た
る

君
は
週
ら
ば
や
」
も
「
眼
の
あ
た
り
、
あ
あ
我
が
家
は
、
／
焼
け
落
ち
て
金
箔
に
む
せ
ぶ
〕

と
遠
く
に
あ
っ
て
気
が
か
り
な
我
家
の
想
い
が
夢
の
中
に
火
事
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
．

竃
の
関
り
も
無
き
／
出
来
事
に
、
其
の
夜
ぞ
我
は
／
恐
ろ
し
き
迎
釦
を
見
つ
る
。
」
の
で

あ
る
。
「
眠
り
て
あ
れ
か
限
覚
め
よ
か
」
は
「
夢
な
れ
ば
」
の
目
頭
の
繰
返
し
で
聾
か
れ

た
二
連
か
ら
な
る
詩
、
夢
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
在
米
中
の
詩
九
滴
の
う
ち
三
蔦
が
「
夢
」

の
世
界
、
「
夢
、
う
っ
っ
」
が
愈
餓
に
上
る
の
が
一
箔
、
二
鯛
が
「
回
想
」
の
世
界
、
塀

と
回
想
」
の
世
界
の
が
一
篇
、
「
幻
想
」
の
世
界
が
一
爲
で
あ
る
。
こ
れ
は
光
太
郎
が
「
夢

に
見
る
」
こ
と
に
投
影
さ
れ
る
故
国
恋
し
ざ
の
心
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
実
の
斫
酷
さ
が

夢
の
世
界
、
回
想
の
世
界
を
心
の
慰
め
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
私
は
家
庭
の
希
望
で
、
実
業
家
と
な
る
為
め
米
国
へ
送
ら
れ
る
躯
に
な
っ
た
。
こ
れ

が
最
も
顕
著
な
る
私
の
思
想
の
変
遷
期
で
あ
っ
た
。
外
国
の
見
慣
れ
ぬ
風
物
と
か
、
境
遇

の
寂
莫
と
か
凶
、
凡
て
普
物
を
離
れ
て
自
己
特
有
の
感
情
を
造
っ
て
呉
れ
た
。
又
今
迄
自

覚
し
な
か
っ
た
自
分
の
性
禰
を
深
く
意
餓
さ
せ
た
。
」
（
我
が
思
想
の
変
遷
〉
と
い
う
荷

風
は
文
学
を
目
ざ
し
て
勉
強
し
て
い
る
。
だ
か
ら
書
く
。
ス
ラ
ン
プ
も
あ
る
・
が
乗
り
』
）

え
る
。
仕
事
に
週
わ
れ
て
圏
け
い
。
「
十
二
月
八
日
。
会
の
生
命
は
文
学
な
り
・
家
庭
の

邸
情
已
む
を
得
ず
し
て
銀
行
に
腿
は
る
Ｌ
と
錐
余
は
能
ふ
か
ぎ
り
の
時
間
を
そ
の
研
究
に

ゆ
だ
ね
ざ
る
可
か
ら
ず
。
…
…
余
は
絶
望
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
自
ら
諌
め
且
つ
励
ま
し
た

り
。
」
な
の
で
あ
る
。
荷
風
は
結
局
「
あ
め
り
か
物
語
」
と
「
西
遊
日
記
抄
」
を
醤
い
た

の
で
あ
る
。
年
譜
に
よ
れ
ば
、
荷
良
は
明
治
三
十
七
年
一
月
に
は
「
劇
界
と
劇
評
家
」
を

『
ひ
さ
し
の
』
Ｅ
四
月
「
船
室
夜
話
」
－
後
に
船
厨
夜
話
、
五
月
「
舎
路
港
の
一
夜
」

を
と
も
に
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
、
「
’
一
月
の
文
壇
」
を
『
ひ
さ
し
の
』
に
、
七
月
「
夜
の

霧
」
を
『
文
芸
界
』
に
、
三
十
八
年
六
月
「
岡
の
上
」
を
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
、
「
酔
美

人
」
を
『
太
陽
』
に
、
十
二
月
「
市
俄
古
の
一
一
日
」
を
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
、
三
十
九
年

一
一
月
「
強
弱
」
ｌ
後
に
牧
場
の
適
Ｉ
を
『
太
陽
』
に
、
’
一
一
月
「
夏
の
海
」
を
『
新
小
説
』

に
、
十
月
「
畏
髭
」
を
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
、
「
夜
半
の
酒
場
」
を
『
太
陽
』
に
、
四
十

年
五
月
「
雪
の
や
ど
り
」
を
『
文
庫
世
界
』
に
、
「
旧
恨
」
を
『
太
陽
』
に
、
六
月
二

月
一
日
」
を
『
大
西
洋
』
に
、
「
オ
ペ
ラ
の
『
プ
ァ
ウ
ス
ト
』
」
Ｉ
後
に
歌
劇
プ
オ
ー
ス

ト
を
聴
く
の
記
ｌ
を
『
新
小
説
』
に
発
表
し
た
。
「
春
と
秋
」
も
五
月
廿
五
日
浄
宙
し
巌

谷
小
波
に
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
在
仏
時
十
月
に
『
太
陽
』
に
掲
軌
さ
れ
た
。
大
部
分
が

「
明
治
三
十
六
年
の
秋
十
月
の
頃
よ
り
米
国
に
遊
び
て
今
並
明
治
四
十
年
の
夏
七
月
フ
ラ
ｌ

ｎ
０
 

ソ
ス
に
向
ひ
て
－
－
１
－
ヨ
ー
ク
を
去
る
に
臨
み
、
日
頃
旅
宙
に
酉
き
綴
り
た
る
も
の
を
操
－

０
集
め
て
、
あ
め
り
か
も
の
が
た
り
と
題
し
、
謹
ん
で
わ
が
恩
師
に
し
て
恩
友
な
る
小
波

山
人
巌
谷
先
生
の
机
下
に
呈
す
。
明
治
四
十
年
十
一
月
型
品
に
て
永
井
荷
瓜
」
と
い
う

次
軸
で
、
出
版
さ
れ
た
。
「
街
か
で
も
の
記
」
に
よ
る
と
、
「
あ
め
０
か
物
語
は
明
治
四

十
年
紐
育
よ
り
仏
間
西
に
渡
り
し
年
の
冬
里
昂
市
プ
ン
ド
オ
ム
町
の
い
ぶ
せ
き
下
宿
屋
に

て
蔵
筋
を
と
り
ま
と
め
序
文
並
に
挿
絵
に
す
べ
き
絵
葉
寄
を
も
取
揃
へ
市
立
美
術
館
の
此

方
な
る
郵
便
局
よ
り
濁
刊
小
包
に
し
て
小
波
先
生
の
も
と
に
送
り
出
版
の
こ
と
を
依
頼
し

た
る
な
り
。
」
と
あ
る
。

光
太
郎
は
一
途
に
彫
刻
修
業
、
し
か
も
苦
学
で
あ
っ
た
か
ら
、
傍
目
も
ふ
ら
ず
に
ひ
た

す
ら
な
毎
日
で
あ
っ
た
。
多
方
面
の
教
養
吸
収
の
往
来
の
癖
は
や
は
り
で
て
、
イ
ブ
セ
ン

劇
に
凝
っ
て
、
ナ
ジ
モ
ワ
夫
人
の
演
技
を
五
、
六
回
天
井
桟
敷
で
見
て
、
ほ
と
ん
ど
セ
リ

プ
を
暗
記
し
た
り
、
発
声
勉
強
の
た
め
俳
優
学
校
に
通
っ
た
り
は
し
た
が
、
米
大
陸
の
あ

ち
こ
ち
を
旅
し
て
廻
る
余
裕
な
ど
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
荷
風
は
ア
メ
リ
カ
の
風
物
を
世

態
を
見
尽
そ
う
と
し
た
。
「
何
し
ろ
此
の
米
国
と
云
ふ
所
は
人
間
社
会
の
普
悪
の
両
極
端

を
見
る
事
の
出
来
る
所
で
す
。
人
は
何
方
へ
な
り
と
随
意
に
好
む
方
へ
行
く
鞭
が
出
来
ま

す
。
盛
と
云
ふ
も
の
な
き
秘
密
供
楽
祁
の
一
室
、
真
赤
な
燈
火
の
下
で
、
裸
美
人
の
同
を



な
し
。
ど
と
荷
凰
に
夢
中
に
な
っ
て
く
れ
る
イ
デ
ス
が
居
り
、
魔
窟
に
も
足
を
の
ば
す
し
、

柵
純
可
碑
の
ロ
ザ
リ
ソ
頓
と
も
仲
好
し
と
な
り
、
「
十
月
十
六
日
…
…
仏
間
西
人
の
営
め

る
小
料
理
店
あ
り
。
…
…
余
は
仏
岡
西
囲
に
て
給
仕
人
に
料
理
篭
命
じ
散
砕
し
っ
Ｌ
巳
皿

の
新
聞
を
一
五
十
。
余
は
こ
の
淋
し
き
海
外
の
孤
独
生
活
を
愛
し
て
巳
ま
ざ
る
な
り
。
」

と
勘
き
う
る
人
間
関
係
の
丑
か
さ
を
持
っ
て
い
た
。
学
校
に
入
り
フ
ラ
ン
ス
鰯
を
学
び
、

プ
ラ
ソ
ス
翻
人
の
家
に
下
宿
し
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
食
砺
を
と
り
、
フ
ラ
ン
ス
思
慕
の

情
を
滴
た
す
。
病
気
に
な
れ
ば
広
瀬
医
学
士
に
か
か
り
、
叔
父
大
嶋
久
溝
次
も
紐
育
に
く

る
。
正
金
銀
行
紐
育
出
彊
所
の
就
職
も
父
の
は
か
ら
い
で
、
た
だ
決
心
す
る
だ
け
。
「
八

月
一
日
・
・
・
…
君
近
頃
銀
行
内
の
評
判
五
し
か
ら
ず
解
屈
の
噂
さ
へ
あ
る
や
に
閲
及
ぺ
り
」

と
松
三
氏
に
い
わ
れ
「
心
大
に
愛
ひ
悲
ぬ
り
。
』
な
が
ら
、
解
胚
も
さ
れ
ず
翌
年
七
月
二

日
に
は
仏
間
西
里
品
出
裂
所
の
見
習
胚
を
小
波
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
終
拍
父
の
配
咽
に
よ

っ
て
荷
風
に
は
安
全
な
自
由
気
僅
な
米
国
生
活
が
腰
側
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
米
国

の
風
土
航
木
凡
て
の
も
の
は
余
の
身
に
取
り
て
あ
ま
り
に
親
愛
と
な
り
た
る
を
。
」
と
解

屈
の
噂
を
松
三
氏
か
ら
き
い
た
翌
日
の
日
雄
に
衝
く
し
、
「
喝
呼
余
は
到
旺
米
国
を
去
る

胆
は
ザ
。
」
の
心
冊
な
の
で
あ
る
。
仏
岡
西
思
慕
の
あ
け
く
れ
、
す
ぐ
渡
仏
が
出
来
ず
恋

し
ひ
が
、
遂
に
は
実
現
し
た
。
米
国
の
自
然
に
親
し
み
、
凪
鳳
を
愛
し
、
燗
絹
に
浸
り
、

オ
ペ
ラ
、
音
楽
、
劇
に
あ
け
く
れ
、
魏
樫
に
ふ
け
り
、
作
品
を
醤
く
、
父
か
ら
の
送
金
と

後
に
は
銀
行
か
ら
の
収
入
と
で
思
う
塵
な
る
生
活
で
は
「
到
底
米
国
を
去
る
能
は
ず
。
」

の
孤
独
の
生
活
な
の
で
あ
る
。
楽
し
き
孤
独
生
活
な
の
で
あ
る
。

光
太
郎
と
荷
風
の
在
米
生
活
の
こ
の
蓬
は
吸
収
し
た
も
の
も
違
う
の
が
当
然
で
あ
る
。

江
戸
下
町
風
の
生
活
し
か
知
ら
な
か
っ
た
光
太
郎
は
「
共
の
風
の
私
は
、
且
ろ
も
の
聞

く
も
の
皆
厨
與
で
あ
っ
た
。
」
「
渡
の
輔
神
と
肉
体
と
は
毎
日
必
ず
『
生
れ
て
初
め
て
』

の
こ
と
を
経
験
し
、
吸
収
し
た
。
世
界
中
が
斬
醗
だ
っ
た
。
」
と
い
う
。
荷
瓜
に
は
こ
の

よ
う
な
感
を
肥
し
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
父
久
一
郎
が
ア
メ
リ
カ
生
活
の
隆
醗
老
で
あ

る
た
め
、
窟
膳
の
雰
囲
気
の
中
に
す
で
に
ア
メ
リ
カ
的
な
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

何
不
自
由
な
い
生
活
で
は
輔
神
も
保
要
さ
れ
、
肛
接
的
な
刺
激
を
深
く
受
け
る
こ
と
は
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
光
太
郎
は
旧
江
戸
的
生
活
の
空
気
の
中
か
ら
、
い
き
な
り
折
天
地

に
保
墜
も
な
く
飛
び
こ
ん
だ
の
で
あ
り
、
す
べ
て
が
「
生
ま
れ
て
初
め
て
」
で
あ
る
の
も

当
然
で
あ
っ
た
。
新
鮮
な
世
界
で
苦
闘
し
な
が
ら
、
夢
中
に
軽
し
な
が
ら
、
貿
遮
な
体

験
を
し
た
の
で
あ
る
。
荷
風
は
寧
ろ
異
郷
の
流
浪
を
詩
的
に
楽
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
烹

ト
マ
ッ
ク
河
を
隔
て
』
箪
盛
頓
の
市
街
を
認
見
た
る
環
、
及
び
広
漠
た
る
ヴ
ァ
ヂ
ニ
ァ
州

の
閥
瓜
を
見
渡
し
た
る
眺
俎
共
に
よ
く
客
感
を
慰
む
。
」
と
い
う
風
に
。

光
太
郎
は
大
陸
を
槻
断
し
て
紐
育
へ
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
前
途
の
不
安
感
で
、
風
景

の
味
を
心
ゆ
く
ま
で
硯
じ
側
る
情
緒
の
世
界
は
開
け
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
紐
育
で
彫

刻
の
勉
強
と
生
活
に
適
わ
れ
て
い
る
毎
日
で
は
、
人
間
関
係
の
渦
を
見
な
が
ら
の
凪
独
だ

け
で
、
ア
〆
リ
カ
の
自
然
に
眼
を
向
け
る
余
帝
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
荷
瓜
は
悠
々
と

あ
ち
こ
ち
減
れ
あ
る
き
、
あ
る
い
は
価
ま
り
、
孤
国
の
風
趣
を
心
ゆ
く
ま
で
眺
め
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
思
蕊
の
切
な
さ
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
も
っ
と
そ
の
味
を
か
み
し
め
た
こ
と
だ
る

←
フ
◎だ
か
ら
光
太
郎
の
得
た
も
の
ば
「
結
局
日
本
的
倫
理
観
の
解
放
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た

ら
う
。
祖
父
と
父
と
母
と
に
囲
ま
れ
た
旧
江
戸
的
倫
理
の
延
長
の
空
気
の
中
で
育
っ
た
私

は
、
ア
メ
リ
カ
で
毎
日
人
間
行
動
の
基
本
的
相
違
に
驚
か
さ
れ
た
。
あ
の
つ
つ
ま
し
い
磁

遜
の
徳
と
か
、
金
銭
に
対
十
る
潔
癖
感
と
か
い
ふ
も
の
が
ま
る
で
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど

無
視
さ
れ
て
ゐ
る
着
介
し
い
人
間
の
気
慨
に
ま
づ
気
づ
い
た
。
私
は
社
会
的
の
弱
小
な
―

ジ
ャ
ッ
プ
と
し
て
、
一
方
ア
ヌ
リ
カ
人
の
、
偽
普
と
ま
で
は
百
へ
な
い
だ
ら
う
が
、
妙
に

宗
教
く
さ
い
、
瞥
怠
的
強
圧
力
に
反
騒
を
感
じ
な
が
ら
、
一
方
ア
メ
リ
カ
人
の
あ
け
つ
放

し
の
人
間
性
に
魅
惑
さ
れ
た
。
」
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
人
間
を
雄
札
な
い
。
作
品
も
宙

く
時
間
と
心
の
余
裕
が
な
か
っ
た
せ
い
か
、
多
く
な
い
。
「
あ
し
ざ
も
の
追
凪
ふ
と
す
る
炉

や
我
が
鉛
を
父
母
ゐ
ま
十
地
よ
り
吹
く
風
」
の
渡
航
中
の
歌
を
は
じ
め
と
し
て
四
十
四
首
一

を
明
星
に
送
り
、
明
治
四
十
年
一
月
号
に
発
表
し
て
い
る
。
「
ア
リ
ゾ
ナ
の
焼
原
な
か
に

人
住
み
て
路
見
ゆ
ち
か
ら
世
に
尺
く
る
無
し
。
わ
が
心
を
さ
な
き
道
を
ひ
だ
ゆ
き
し
日
し

も
し
の
ぱ
ゆ
並
木
つ
づ
け
り
。
冬
の
空
と
ほ
い
か
づ
ち
す
黄
に
枯
れ
て
一
馬
か
げ
な
き
廃

原
の
枚
・
石
朋
の
煙
の
は
ざ
ま
の
ぼ
け
士
も
足
る
や
花
さ
き
廟
璃
の
色
し
巴
な
ど
が
叙
最

的
叙
Ⅲ
。
「
秋
立
つ
と
音
十
ろ
風
は
ふ
る
さ
と
に
似
た
る
空
よ
り
来
て
さ
む
き
か
な
。
舐
し

ぬ
飼
栖
ｂ
水
も
ゆ
く
べ
く
ぱ
家
な
恋
ひ
そ
と
あ
り
し
母
ゆ
ゑ
・
石
く
だ
き
玩
金
と
る
子
は

淘
仮
十
芸
に
行
く
身
は
こ
こ
ら
涙
す
」
と
郷
愁
が
恕
し
く
、
『
わ
れ
人
を
恩
ふ
人
ま
た
同

じ
か
れ
こ
の
理
不
尽
に
日
を
辺
は
れ
け
る
」
に
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
人
間
関
係
の
切
な
さ

が
歌
わ
れ
る
。
優
に
や
さ
し
き
図
あ
ふ
れ
る
叙
情
は
な
く
、
何
か
寂
翼
と
し
た
激
し
い
恕

壮
な
心
傭
の
解
え
が
あ
る
。
焼
原
・
石
川
の
麺
の
風
景
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
展
し
輿
涙

す
と
直
愉
的
で
あ
り
、
理
不
尽
を
咄
砿
す
る
。
心
に
潤
い
の
な
い
毎
日
の
反
映
が
、
心
に

洞
い
を
持
ち
得
な
い
寂
其
と
し
た
生
活
の
反
映
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
四
十
年
は

八
首
・
米
英
に
潜
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
明
皿
に
発
奨
は
七
月
な
の
で
、
歌
は
在
米

中
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
輯
焼
や
ぬ
る
き
南
の
し
め
り
風
海
よ
り
吹
き
て
初
夏
は
来
ぬ
」

は
季
節
感
を
歌
っ
て
い
る
が
、
他
の
七
首
は
心
を
見
つ
め
た
も
の
ば
か
り
、
「
此
の
こ
こ



ん
で
し
た
…
．
：
同
じ
銀
行
で
働
い
て
ゐ
る
ア
〆
リ
カ
人
は
、
私
は
ま
る
で
英
語
を
知
ら
な

い
人
だ
と
思
っ
て
居
た
さ
う
で
ず
。
」
（
モ
ー
パ
サ
ン
の
石
像
を
拝
す
）
て
英
鰯
力
に

つ
い
て
は
光
太
郎
の
方
が
心
丈
夫
な
の
で
あ
っ
た
。

光
太
郎
は
岩
村
教
授
の
紹
介
状
の
プ
レ
ソ
チ
氏
、
マ
ク
ニ
ー
ル
氏
だ
け
が
頓
り
で
あ
り
、

そ
れ
も
頓
リ
と
は
な
ら
ず
、
自
力
で
朋
拓
し
た
ポ
オ
グ
ラ
ム
氏
が
唯
一
の
繭
み
処
で
あ
っ

塵
．
函
…
：
鴎
Ｉ
こ
の
人
…
…
．
…
・
…
す
絢
鬮

「
再
会
」
の
主
人
公
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
三
十
八
年
七
月
六
日
画
家
白
趣
氏
を
跡
ふ
。

三
十
九
年
一
月
十
五
日
、
先
年
セ
ソ
ト
ル
イ
ス
に
て
相
知
り
た
る
白
皿
幾
之
助
を
其
の
画

璽
に
麓
ふ
」
ｌ
柳
賦
”
鴎
潅
ど
厨
じ
仲
胸
で
迩
米
の
人
と
会
っ
た
…
立
つ
位
で
、

身
辺
は
淋
し
く
、
自
身
も
心
佃
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
。
跣
近
溢
の
岡
野

昇
氏
が
光
太
郎
に
小
逝
取
を
さ
せ
る
気
持
で
肖
像
を
作
ら
せ
た
邪
が
あ
る
の
が
一
つ
の
救

い
で
あ
る
。
「
せ
っ
か
く
の
日
田
日
を
白
胴
の
膳
の
肋
に
立
っ
て
ゐ
る
」
よ
り
仕
方
が
な

く
、
残
圀
の
淡
き
さ
ら
し
の
プ
ロ
ソ
ク
ス
ペ
ー
ク
が
唯
一
の
慰
安
所
で
あ
っ
た
と
い
う
・

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
も
よ
く
行
っ
た
が
、
美
術
鮒
も
動
物
回
も
あ
り
、
炭
及
か
ら
閲

取
っ
た
オ
ベ
リ
ス
ク
も
立
っ
て
い
た
が
、
み
な
金
の
に
お
い
が
し
た
と
、
屋
扱
奥
の
小
部

屋
の
み
じ
め
な
光
太
郎
は
画
く
。
「
七
ド
ル
の
給
料
か
ら
部
腿
代
を
払
っ
て
し
ま
っ
て
／

鷲
の
つ
い
た
音
の
す
る
金
が
少
し
ぽ
か
り
ポ
ケ
ッ
ト
に
残
っ
て
ゐ
る
。
」
（
白
順
）
の
生
活

で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
富
裕
な
生
活
は
「
金
の
に
ほ
ひ
が
し
た
。
』
と
雄
味
に
見
え
た
の
は

至
極
当
然
で
あ
る
。

広
大
な
土
地
と
豊
富
な
資
源
と
地
味
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
富
め
る
国
ア
メ
リ
カ
、

そ
こ
で
母
国
の
生
活
か
ら
は
う
ん
と
低
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
光
太
郎
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
厘
独
と
相
ま
っ
て
、
た
だ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
股
低
的
生
活
の
み
じ
め
さ
だ
け
で

な
い
、
も
っ
と
も
っ
と
笛
を
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。
「
ま
る
で
世

間
を
知
ら
な
い
、
学
校
で
育
っ
た
ば
か
り
の
二
十
四
才
の
お
坊
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
」
の
だ
か

ら
、
余
叶
に
こ
た
え
た
の
で
あ
る
。
翻
学
力
は
あ
っ
て
も
、
訴
え
る
人
の
い
な
い
ア
メ
リ

カ
で
は
、
他
国
産
が
同
境
遇
で
あ
る
白
照
や
触
に
う
さ
研
ら
し
の
活
し
か
け
を
さ
せ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
生
活
は
全
く
の
苦
学
で
、
理
想
と
現
爽
と
は
あ
ま
り
に
も
か
け
腫
れ
て
い
た
巴

（
商
村
光
太
郎
山
居
七
年
佐
頤
隆
珂
網
）
と
後
年
翻
っ
て
い
る
。
「
日
露
戦
争
の
後
な

の
で
致
年
前
の
排
日
迎
動
の
烈
し
い
気
勢
は
な
か
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
が
仲
股
し
て
面
目

を
立
て
て
や
っ
た
の
超
と
い
ふ
や
う
広
顔
に
は
絶
え
ず
山
会
」
い
、
「
動
物
は
決
し
て
『

ロ
ー
ジ
ャ
プ
プ
』
と
い
は
な
か
っ
た
」
（
白
胴
伽
団
）
と
、
ジ
ャ
ッ
プ
と
い
わ
れ
る
澗
漏

さ
を
始
終
朱
っ
て
い
た
。
「
門
の
肋
の
往
来
を
木
地
の
パ
イ
プ
で
洗
っ
て
ゐ
た
時
、
通
り

が
か
り
の
者
が
要
ヤ
ッ
プ
』
な
ど
と
言
っ
て
私
を
燗
な
が
ら
し
た
時
も
、
先
生
の
眼
を

見
る
と
ま
る
で
何
事
も
忘
れ
る
位
だ
っ
た
。
」
（
彫
刻
家
ガ
ッ
ト
ソ
ン
・
ポ
オ
グ
ラ
ム
氏
）

と
ポ
オ
グ
ラ
ム
氏
を
除
い
て
は
、
人
間
性
無
視
の
人
川
選
別
と
孤
独
の
日
企
を
味
わ
っ
た
。

ポ
ォ
グ
ラ
ム
氏
に
は
敬
蔑
の
栂
を
持
っ
た
が
、
大
多
孜
の
「
彼
輔
」
に
は
反
腹
し
、
憤
り
、

残
念
に
思
っ
た
。
そ
し
て
孤
独
と
か
み
し
め
た
の
で
あ
る
。
二
十
年
程
た
っ
て
「
白
傾
」

や
「
象
の
銀
行
』
が
⑪
か
れ
た
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
在
米

当
時
、
冷
節
に
客
観
的
に
画
き
う
る
心
境
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二
十
年
歴
過
し
た

「
白
照
」
も
「
象
の
銀
行
」
も
在
米
当
時
を
な
つ
か
し
く
想
起
し
て
と
い
う
忠
で
は
な
い
、

な
ま
な
ま
し
い
憤
り
が
ぶ
つ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
在
米
中
、
そ
の
渦
中
に
あ
っ
て
は
、
寂

恵
感
。
凪
独
惑
、
凪
畔
感
に
心
身
を
さ
い
な
ま
れ
、
生
活
と
彫
刻
の
勉
強
と
に
追
わ
れ
て

い
て
、
時
の
生
ま
れ
よ
う
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

在
米
中
の
作
品
は
散
が
少
い
だ
け
で
な
く
、
心
中
の
淋
し
さ
が
翻
ら
れ
た
も
の
が
殆
ど

で
あ
る
。
生
活
の
反
映
が
そ
こ
に
あ
る
。

荷
風
は
父
久
一
郎
が
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
岡
学
で
ア
メ
リ
カ
生
活
の
経
験
者
で
あ
り
、

家
庭
生
活
に
も
洋
旦
が
と
り
い
れ
ら
れ
て
お
り
、
「
十
畳
の
居
間
に
椅
子
卒
子
を
据
且
、

冬
は
ス
ト
ォ
ヴ
に
石
炭
を
焚
き
：
…
・
役
所
よ
り
佃
宅
の
後
は
洋
服
の
上
着
を
脱
ぎ
海
老
茶
－
５
 

色
の
ス
モ
ー
キ
ン
グ
ヂ
ャ
ヶ
ッ
ト
に
習
換
へ
、
英
国
凪
の
大
き
な
ろ
。
（
イ
ブ
を
卯
へ
て
説
一

瞥
」
の
父
で
あ
り
、
母
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。
父
は
官
吏
と
し
て
、
又
郵
田
の
幹
部

と
し
て
顔
が
広
く
、
ア
メ
リ
カ
の
荷
凪
は
何
の
心
細
さ
も
感
じ
な
く
て
済
ん
だ
。
荷
風
は

ァ
〆
リ
ヵ
に
到
若
す
れ
ば
す
ぐ
宿
舎
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
古
屋
商
店
の
山
本
支
団
人
や

そ
の
使
用
人
の
中
に
あ
り
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
歯
箱
雑
誌
は
自
由
に
認
め
る
し
、
一
十

月
廿
四
日
舎
路
港
に
赴
き
知
る
人
を
尋
ね
ん
と
て
」
と
知
人
も
居
り
、
「
九
月
什
二
日

去
年
の
今
日
横
浜
港
を
去
り
し
な
り
。
客
瓜
一
年
は
忽
過
ぎ
ぬ
。
」
と
宙
け
る
ほ
ど
恵

ま
れ
た
海
外
生
活
で
あ
る
。
聖
路
必
の
万
博
見
物
も
古
睡
商
店
支
配
人
外
向
行
者
が
あ
り

「
三
十
八
年
一
月
廿
七
日
家
尊
郵
船
会
社
の
処
用
を
帝
ぴ
ミ
ネ
ソ
タ
号
に
采
じ
て
太
平

洋
蝿
の
舎
路
に
采
り
し
が
数
日
刑
椰
ぴ
同
麟
に
て
冊
航
の
途
に
つ
き
た
り
と
い
ふ
。
」
と

父
久
一
郎
も
米
国
に
き
て
い
る
。
荷
瓜
は
カ
ラ
マ
ヅ
に
在
り
逢
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

け
れ
ど
も
。
キ
ソ
グ
ス
ト
ソ
で
は
今
村
氏
、
ニ
ュ
ー
邸
Ｉ
夕
で
は
従
兄
永
井
俊
三
均
。
松

三
（
鶏
Ⅲ
）
氏
は
何
風
の
よ
き
相
鏡
相
手
で
あ
り
、
俊
二
氏
の
忠
告
は
よ
く
き
い
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
公
使
飢
屈
。
高
乎
公
使
、
飾
山
一
同
、
小
便
。
コ
ッ
ク
夫
鰯
、
日

本
人
の
中
に
あ
り
、
「
終
日
欣
然
と
し
て
働
き
た
り
。
」
と
い
う
次
鄭
。

「
十
月
十
六
日
・
・
…
・
側
が
た
さ
恋
に
逢
ふ
。
敬
は
肌
日
遭
待
た
で
死
す
る
も
更
に
憾
み



は
余
の
元
来
咽
ひ
処
な
る
芝
。
」
と
ま
で
密
航
て
い
る
。

八
月
一
日
、
永
井
松
三
か
ら
銀
行
内
の
評
判
悪
し
と
き
Ｌ
、
此
一
冬
銀
行
に
届
は
れ
歌

劇
と
音
楽
を
篦
く
ぺ
ざ
切
符
代
を
仰
た
い
と
思
っ
て
い
た
荷
瓜
は
悲
し
ん
だ
。
「
八
月
二

日
道
か
ら
ｆ
日
本
に
坪
風
さ
る
べ
き
運
命
は
将
に
共
の
一
歩
を
進
め
未
ら
ん
と
す
。
混

乱
せ
る
金
の
胸
中
に
は
節
一
に
金
は
如
何
に
し
て
イ
デ
ス
と
別
る
ぺ
さ
か
。
別
れ
て
後
い

か
に
す
べ
き
か
。
軸
一
面
余
は
帰
国
の
後
何
迩
か
為
す
ぺ
き
。
銀
行
解
囮
と
な
り
た
る
余

は
何
の
面
目
を
も
て
父
に
見
や
べ
き
か
。
如
三
に
金
は
帰
国
の
後
架
し
て
文
壇
に
立
ち
Ⅲ

べ
き
や
否
や
・
鯏
四
に
余
は
米
国
を
去
り
て
日
本
に
柵
り
し
後
当
時
を
胆
ひ
山
で
立
返
ら

ざ
る
迦
肛
の
念
に
泣
く
事
な
か
ら
ん
か
。
此
れ
等
の
問
題
に
迦
暁
し
て
災
の
回
答
を
求
め

ん
と
す
る
な
り
・
喝
浮
余
は
到
底
米
国
を
去
る
館
は
十
・
放
て
―
女
子
の
為
の
と
云
ふ
勿

れ
・
米
国
の
風
土
取
木
凡
て
の
も
の
は
今
余
の
身
に
取
り
て
あ
ま
り
に
親
愛
と
な
り
た
る

を
。
」
と
住
め
ば
邸
の
価
を
切
々
と
述
べ
て
い
る
。
八
月
十
一
日
に
は
永
井
松
三
に
十
出

の
ら
れ
、
そ
の
新
居
に
同
居
し
た
。
荷
風
の
放
埒
な
生
活
の
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
に
も
な
れ
ば

と
の
永
井
松
三
氏
の
心
適
い
か
、
或
は
父
の
は
か
ら
い
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

八
月
廿
五
日
に
は
下
宿
し
て
い
た
仏
凹
西
の
老
蝿
人
宅
を
妨
如
「
余
は
紐
育
の
炎
暑

殆
ど
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
に
つ
け
て
今
は
仏
間
西
の
芸
術
の
み
な
ら
で
災
風
土
を
基
ふ
心
日

に
ま
し
烈
し
く
成
り
行
く
な
り
。
去
年
の
夏
余
は
華
盛
頓
府
よ
り
如
何
に
鶏
誠
を
囲
め
た

ろ
手
紙
を
父
に
塁
せ
し
ぞ
や
。
然
れ
ど
も
父
の
心
は
依
然
と
し
て
木
石
に
等
し
か
り
き
。

金
は
遂
に
仏
団
西
を
見
る
蛎
能
は
ず
し
て
空
し
く
米
国
よ
り
早
晩
日
本
に
呼
艮
さ
る
べ
き

身
と
恩
へ
ぼ
デ
ト
ー
ル
の
盤
が
仏
田
西
霞
も
て
物
語
る
巳
里
の
は
な
し
は
蝿
て
余
の
身
に

取
り
て
何
物
に
む
か
〈
が
た
き
形
見
と
な
る
べ
し
。
」
と
ま
で
替
い
て
い
る
。

八
月
十
五
日
に
イ
デ
ス
は
紐
育
に
引
移
り
、
日
剛
毎
の
デ
ー
ト
を
約
し
た
。
九
月
十
六

日
、
前
日
よ
り
発
病
臥
床
し
て
い
た
が
「
仏
聞
西
の
土
も
踏
み
柵
ｆ
し
て
東
洋
の
野
週
国

に
送
り
魁
さ
る
込
此
身
は
長
く
生
き
た
り
と
て
何
の
楽
し
み
か
あ
ら
ん
。
』
と
イ
デ
ス
の

時
に
出
か
け
て
い
る
ｏ
引
き
っ
置
き
痢
気
で
九
月
廿
六
日
「
余
は
掴
院
に
入
り
て
舞
益
の

金
を
費
し
全
快
し
て
日
本
に
帰
ら
ん
よ
り
は
寧
ろ
家
を
も
何
物
を
も
見
ざ
る
死
の
国
に
こ

そ
行
き
た
け
れ
。
而
欧
の
空
見
た
し
と
恩
へ
ぱ
こ
そ
此
の
世
に
未
練
は
あ
る
な
れ
。
其
の

困
今
は
早
や
絶
え
た
れ
ば
生
命
は
愉
し
か
ら
ず
。
」
と
も
勘
い
た
が
、
全
快
し
、
十
月
五

日
に
銀
行
に
出
勤
し
て
い
る
。
元
気
に
な
る
と
「
余
は
毎
朝
銀
行
に
赴
く
時
青
き
空
と
明

き
日
光
と
を
打
仰
げ
ば
一
度
は
自
殺
せ
ん
か
と
ま
で
恩
ひ
瓜
ひ
た
る
憂
囲
の
燗
も
次
郎
に

舷
じ
て
、
恋
に
芸
術
に
深
く
こ
の
世
の
生
命
と
漁
虫
ん
と
す
る
卯
気
お
の
づ
か
ら
駒
中
に

籾
夫
れ
０
．
－
（
十
月
十
二
日
）
の
心
魂
と
な
り
、
十
一
月
に
は
三
・
十
、
十
七
、
廿
六
。

廿
八
、
廿
九
ｑ
十
二
月
五
、
八
。
十
、
十
五
、
十
七
、
廿
八
日
と
オ
ペ
ラ
や
音
楽
や
劇

の
匿
貧
に
通
っ
て
い
る
。
現
金
な
坊
っ
ち
ゃ
ん
で
あ
っ
た
。

「
四
十
年
正
月
一
日
…
…
…
抑
６
余
が
生
涯
何
ぞ
か
く
意
外
の
恥
の
み
多
さ
や
。
余
の

米
国
に
来
り
し
邸
既
に
怠
外
な
り
。
新
大
陸
の
甜
処
に
坊
征
し
緑
蔭
深
き
加
盛
頓
の
街
頭

に
回
ら
ず
金
壁
の
一
女
に
趣
ひ
遂
に
別
る
ぺ
か
ら
ざ
る
傭
像
に
悩
む
。
典
に
愈
外
な
、
。

一
度
父
の
命
に
よ
り
正
金
銀
行
の
脳
人
と
な
り
節
匙
を
把
る
噸
早
く
も
二
年
未
解
匝
せ
ら

れ
ず
。
実
に
愈
外
な
り
。
命
は
秋
風
に
園
へ
る
落
葉
の
如
く
運
命
の
邸
く
処
に
行
か
ん
の

み
・
・
・
…
・
」
と
の
所
懐
を
述
べ
て
い
る
。
四
、
五
・
九
、
十
二
、
十
六
、
十
九
、
二
十
、

三
十
、
二
月
二
日
と
い
う
良
に
七
月
ま
で
主
と
し
て
オ
ペ
ラ
を
騨
い
て
い
る
。

そ
の
間
、
一
月
十
七
日
に
卿
ぴ
仏
人
デ
ト
ー
ル
圏
の
下
宿
に
移
り
、
朝
夕
美
し
い
プ
ラ

ソ
ス
園
を
聞
き
側
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

「
二
月
十
日
叔
父
大
蝿
久
潤
次
官
命
を
帝
ぴ
欧
米
視
察
の
途
次
紐
育
に
来
る
。
旅
飢

に
赴
き
安
否
を
問
ふ
・
所
醐
浮
世
の
義
理
巳
ひ
を
仰
ぎ
れ
ぱ
な
り
。
余
は
迫
く
故
国
の
伝

俵
近
思
習
慣
あ
ら
ゆ
る
も
の
よ
り
隔
離
し
て
天
歴
千
里
の
典
域
に
放
浪
孤
独
の
悲
愁
を
愛

十
る
身
な
り
ｏ
突
然
故
国
の
消
息
に
接
し
て
為
め
に
こ
の
云
ひ
が
た
き
悲
愁
の
夢
を
破
ら

れ
ん
事
を
恐
れ
銭
猛
も
そ
こ
ノ
、
虐
逃
ぐ
る
が
如
く
旅
餉
を
去
る
。
」
と
、
荷
風
の
生
涯
卜

を
通
し
た
凪
独
の
思
い
が
、
異
郷
に
あ
っ
て
さ
へ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
七
月
二
日
．
．
・
・
・
・
銀
行
本
店
よ
り
通
知
轡
あ
り
仏
聞
西
里
品
田
裂
店
に
見
習
歴
一
名

入
用
な
る
に
つ
き
即
刻
紐
育
出
翻
店
の
金
を
其
の
方
へ
向
く
べ
し
と
の
期
な
り
と
云
ふ
。

此
の
日
の
午
後
日
本
よ
り
の
後
便
に
て
こ
れ
等
の
邪
凡
て
余
が
父
の
斡
旋
に
上
り
し
卵
を

知
り
仰
た
り
・
感
激
極
り
て
殆
ど
画
ふ
処
を
知
ら
ず
。
」
と
。
父
へ
の
感
謝
が
短
い
こ
と

ば
で
印
象
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
デ
ス
と
の
別
れ
に
も
「
あ
脾
然
れ
ど
も
余
の
胸
中
に

は
妓
早
や
芸
術
の
功
名
心
以
外
何
物
も
あ
ら
ず
、
イ
デ
ス
が
涙
な
が
ら
の
綴
目
聞
く
も
上

の
空
な
り
。
」
（
七
月
九
日
）
と
多
年
あ
こ
が
れ
の
プ
ラ
ソ
ス
行
実
現
の
喜
び
で
じ
こ
こ

に
あ
ら
ず
で
あ
っ
た
。

以
上
が
両
人
の
在
米
生
活
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ソ
で
あ
る
が
、
相
当
に
蓬
が
あ
る
。

光
太
郎
は
一
年
余
、
荷
風
は
約
四
年
。
災
い
超
け
曲
折
が
荷
凪
の
方
に
多
い
。

両
人
と
も
風
独
で
あ
り
、
父
の
已
廠
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
共
通
で
あ
る
が
、
操
相
は

凹
分
異
っ
て
い
る
。

光
太
郎
は
「
侭
は
英
甑
は
相
当
連
老
だ
っ
た
。
学
校
時
代
か
ら
神
田
の
正
則
英
函
学
校

に
通
っ
て
ゐ
た
の
で
英
囲
に
は
自
侭
が
あ
っ
た
。
」
（
美
術
学
校
時
代
）
で
あ
り
、
耐
瓜

は
「
世
は
上
陸
俊
一
一
年
里
た
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
人
の
会
賭
を
聞
き
取
る
噸
が
出
来
ま
せ



塊
蛎
盛
頓
を
圭
ら
ぱ
身
を
紐
育
の
価
懇
に
晦
ま
し
卿
び
日
本
の
地
に
帰
る
噸
な
か
る
ぺ
し
ご

と
フ
ラ
ン
ス
行
の
同
感
を
父
か
ら
得
ら
れ
ず
、
尖
Ⅲ
し
、
自
墨
自
棄
の
心
伽
を
懐
い
て
恥

る
が
、
父
子
相
剋
と
い
う
よ
り
、
荷
風
の
父
へ
の
甘
え
か
ら
く
る
歎
き
で
あ
っ
た
。
父
の

心
を
熟
知
し
な
が
ら
も
従
え
ず
、
わ
が
近
と
辺
ぷ
荷
瓜
で
あ
る
。
九
月
十
一
一
一
日
、
カ
フ
ェ

ー
な
ど
で
歌
い
踊
る
女
、
イ
デ
ス
と
出
合
い
、
同
什
三
日
再
び
仏
間
西
行
不
同
通
の
頸
凹

に
接
し
「
今
は
銃
宙
も
鰹
瓜
も
何
か
は
せ
ん
。
子
は
淫
楽
を
欲
し
て
巳
ま
ず
ｏ
淫
粟
の
中

に
一
身
の
破
洩
を
翼
ふ
の
み
。
先
夜
馴
染
承
た
る
女
の
許
に
赴
き
盛
に
シ
ャ
ソ
パ
ソ
を
倒

し
て
快
哉
を
呼
ぶ
。
」
状
態
と
な
っ
た
。
十
月
末
で
公
使
館
は
不
用
と
な
り
、
十
一
月
二

日
紐
育
に
煽
り
、
「
米
国
人
の
家
庭
に
使
込
み
如
何
に
も
し
て
渡
欧
の
旅
費
を
翻
ん
と
欲
」

し
な
が
ら
、
思
わ
し
い
使
職
ロ
も
な
く
、
カ
ラ
マ
ヅ
ヘ
引
き
返
し
た
。
十
一
月
什
四
日
に

家
溢
が
転
送
さ
れ
、
正
金
銀
行
頭
取
に
父
が
荷
凰
を
、
紐
育
正
金
銀
行
出
裂
所
の
砺
苗
見

習
貝
に
と
依
餌
し
た
血
が
妃
さ
札
「
余
は
米
国
に
在
る
砺
既
に
三
年
な
り
と
壁
も
商
業

に
関
し
て
は
学
ぶ
処
全
く
無
し
。
正
金
銀
行
に
入
る
と
も
焚
く
典
の
轍
に
堪
へ
能
は
ざ
る

や
卵
か
な
り
。
」
と
決
心
も
つ
か
ぬ
所
、
三
十
日
、
紐
河
出
弧
所
支
皿
人
よ
り
近
報
あ

り
。
イ
デ
ス
と
の
艸
会
に
煙
な
り
と
考
え
受
砺
。
「
今
日
』
』
の
田
舎
を
去
ら
ぱ
氷
く
文
芸

の
近
に
迫
ざ
か
る
ぺ
さ
躯
を
菱
ふ
る
が
故
な
り
。
醜
画
は
苦
痂
な
り
而
も
又
一
の
恩
間
た

り
。
」
と
カ
ラ
マ
プ
を
去
り
が
た
く
恩
ひ
つ
Ｌ
三
日
出
発
。
四
日
紐
育
に
着
き
、
永
井
投

三
と
相
談
し
て
い
る
。
「
十
二
月
七
日
喝
呼
余
は
逆
に
正
金
銀
行
に
入
り
た
り
・
余
に

し
て
若
し
此
度
父
の
望
め
る
銀
行
に
入
ら
ず
ぱ
永
久
父
と
相
和
十
ろ
の
概
会
あ
ら
ざ
る
ぺ

し
と
累
川
子
の
忠
告
に
よ
り
て
流
石
に
我
墜
も
云
鮪
ね
た
る
な
り
。
笑
の
夢
よ
り
外
に
は

何
物
を
も
具
ざ
り
し
多
感
の
一
青
年
は
忽
ち
世
界
商
業
の
中
心
点
な
る
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ

ィ
ト
の
銀
行
風
と
な
る
何
等
の
滑
稽
ぞ
や
。
」
と
初
出
勤
し
、
翌
八
日
に
は
「
余
の
生
命

は
文
学
な
り
。
家
塵
の
嚇
価
已
む
を
得
ず
し
て
銀
行
に
Ⅶ
は
る
Ｌ
と
里
余
は
龍
ふ
か
ぎ
り

の
時
側
を
そ
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
ざ
る
可
か
ら
ザ
。
云
々
」
と
一
時
文
芸
に
道
ざ
か
る
巾
を

思
い
卯
悪
感
を
も
ち
塑
落
感
を
も
っ
た
。

十
四
、
十
五
、
十
八
、
什
三
日
と
硯
囲
し
、
「
そ
も
ノ
、
鯛
が
峨
初
海
外
の
旅
行
を
皿

立
ち
た
る
は
西
洋
劇
の
揮
台
を
沮
ん
事
を
欲
し
た
れ
ば
な
り
。
…
…
余
が
渡
航
の
目
的
は

連
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
」
（
廿
三
日
）
と
暦
い
て
い
る
。
閲
け
て
三
・
四
日
は
オ
ペ
ラ
の

台
根
を
謎
み
、
五
、
六
、
八
、
廿
二
日
、
二
月
三
、
十
六
、
ザ
二
日
三
月
二
、
六
、
十

日
と
オ
ペ
ラ
を
き
▲
み
、
十
八
日
は
管
絃
楽
を
き
學
十
九
、
廿
四
日
は
蝿
画
し
て
い
る
。

「
余
は
故
国
に
在
り
し
時
の
如
く
冷
然
た
る
評
家
の
眼
を
以
て
劇
を
冠
ろ
事
能
は
ず
な
れ

り
。
亜
米
利
加
は
全
く
余
を
し
て
多
感
の
詩
人
た
ら
し
め
し
嗽
・
」
へ
一
一
一
月
廿
四
日
）
と

い
う
次
鯏
で
あ
る
。

三
十
九
年
一
月
七
日
、
仏
画
会
麗
の
煉
習
の
た
め
、
仏
蘭
四
囲
人
の
家
に
下
宿
し
た
。

「
緑
の
海
は
空
と
共
に
野
上
と
孵
れ
洩
り
た
れ
ば
湾
醐
に
屹
立
ナ
る
か
の
自
由
の
女
神
鮫

は
い
つ
よ
り
も
更
に
偉
大
に
打
皿
ま
れ
た
０
ｏ
余
は
こ
の
湾
馴
遜
に
大
西
洋
を
皿
め
ぱ
ま

だ
知
ら
ぬ
仏
研
西
の
都
と
其
の
芸
術
の
恋
し
さ
に
今
の
我
が
身
の
果
敢
な
き
を
辺
ひ
録
且

の
悲
愁
に
打
沈
め
ら
る
Ｌ
を
念
と
す
。
あ
上
何
珈
も
恩
ふ
ま
じ
何
蛎
も
見
虫
じ
と
て
急
ぎ

銀
行
に
冊
０
棋
蹄
一
の
上
に
顔
ひ
た
と
押
当
て
ぬ
。
」
（
四
月
什
三
日
）
と
フ
ラ
ン
ス
へ
の

慕
悩
は
切
で
あ
っ
た
。
五
月
什
五
日
「
瀞
と
秋
」
を
浄
留
、
小
波
に
送
り
、
同
廿
七
日

「
長
髭
」
を
木
曜
会
に
送
っ
て
い
る
。
「
…
…
何
等
詩
中
の
光
景
ぞ
や
・
余
は
頭
髪
を
乱

し
物
に
肪
翠
つ
か
れ
し
や
う
な
る
詩
人
的
凰
釆
を
な
し
野
草
の
上
に
臥
し
て
樹
間
に
仏
間

西
の
時
築
よ
む
時
ほ
ど
素
佃
な
る
噸
な
し
。
笑
ふ
も
の
は
笑
へ
余
は
独
り
幸
福
な
ろ
を
ご

（
六
月
九
日
）
と
歯
の
浮
く
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
へ
の
画
斜
を
示
十
・
モ
オ
パ
サ
ソ
の
作
を

魂
部
、
六
月
廿
七
日
に
は
仏
聞
西
圃
の
皮
学
位
に
通
っ
て
恥
る
。
食
珈
も
仏
団
西
料
理
店

と
い
う
有
撒
で
あ
っ
た
。

六
月
十
一
日
「
酎
の
宿
」
を
澗
凹
、
大
隅
に
寄
送
。
七
月
廿
二
日
「
夜
半
の
面
燭
」
を

、
虹
し
、
四
十
年
一
月
六
日
「
旧
恨
」
を
⑭
い
た
。

３
 

銀
行
の
勤
務
の
苦
砺
を
墹
十
と
、
荷
風
は
支
那
町
の
魔
窟
へ
も
出
か
け
て
い
る
。
「
余
一

は
光
明
と
汝
ひ
の
手
を
要
求
せ
ず
。
余
は
彼
等
と
共
に
一
掬
の
到
片
を
服
す
べ
き
擾
会
を

待
つ
の
み
。
」
（
六
月
二
十
日
）
と
あ
り
、
、
「
六
月
廿
九
日
家
書
に
接
す
。
家
庭
の
事

柵
は
遂
に
余
の
文
学
者
た
る
べ
き
噸
を
許
さ
ざ
る
に
似
た
り
。
金
は
再
び
家
に
蝿
ら
ざ
る

ぺ
し
。
旅
飽
の
ボ
ー
イ
か
銭
ら
ず
ぱ
料
理
堅
の
給
仕
入
如
何
な
る
も
の
に
も
姿
を
変
へ
典

郷
に
放
浪
の
一
生
を
送
ら
ん
か
な
。
．
．
…
・
」
の
心
境
に
あ
る
時
、
七
月
八
日
イ
デ
ス
が
采

０
、
「
今
余
の
胸
中
に
は
恋
と
芸
術
の
夢
と
の
、
激
し
き
戦
ひ
布
告
せ
ら
れ
ん
と
し
っ
ｈ

あ
る
な
Ⅱ
。
金
は
イ
デ
ス
と
共
に
永
く
紐
育
に
何
り
て
米
国
人
と
な
る
べ
き
か
。
然
ら
ば

い
つ
の
日
か
此
の
年
月
あ
こ
が
る
Ｌ
巴
皿
の
銀
を
肋
ひ
細
べ
き
ぞ
。
…
…
…
」
と
悩
み
、

「
七
月
十
日
》
波
の
●
女
が
こ
と
心
を
去
ら
ず
。
今
余
は
さ
ま
ん
、
有
ら
れ
○
も
な
き
空
想
に
包

ま
る
Ｌ
身
と
は
な
れ
リ
。
そ
も
〃
く
１
余
が
父
は
命
を
し
て
将
来
日
本
の
商
桑
界
に
立
身
の

近
を
柵
せ
し
め
ん
が
為
め
学
費
を
惜
し
ま
ず
金
を
米
国
に
遊
学
せ
し
め
し
な
り
。
子
た
る

も
の
其
恩
を
忘
れ
て
可
な
ら
ん
や
。
然
れ
ど
も
如
何
せ
ん
命
の
性
情
遂
に
銀
行
且
た
る
に

適
せ
ざ
る
之
。
金
は
寧
身
を
此
の
米
国
の
庖
巷
に
く
ら
ま
し
呼
び
日
本
人
を
見
ざ
る
に
し

か
Ｕ
と
恩
ふ
邸
屡
な
り
。
イ
デ
ス
は
や
が
て
紐
育
に
来
り
て
余
と
同
盛
せ
ん
と
云
ひ
し
に

あ
ら
ず
や
。
余
は
姻
家
の
奴
侭
と
な
る
も
何
の
恥
ろ
処
か
あ
ら
ん
。
か
Ｌ
ろ
碕
風
の
生
活



の
ほ
ど
あ
り
が
た
き
も
の
は
無
き
か
な
。
」
と
知
人
も
居
な
い
異
国
で
の
一
人
ぼ
っ
ち
の

心
綱
さ
を
固
恥
て
い
る
。
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
の
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
、
時
「
秒
刻
」
に

赤
撰
山
登
山
の
回
想
と
母
へ
の
想
い
と
を
、
窓
の
無
い
天
井
裏
の
小
趨
歴
に
住
ん
で
い
た

時
笹
い
た
の
だ
が
。
母
恋
し
と
叫
ば
な
い
抑
制
し
た
変
塊
が
可
憐
で
さ
え
あ
る
。
函
学
力

が
あ
り
、
筋
の
通
っ
た
一
徹
さ
が
あ
っ
た
の
で
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
も
な
ら
ず
、
近
を
ひ
ら
い

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「
教
養
主
義
的
但
澗
の
い
や
し
さ
は
彼
の
岡
囲
に
満
ち
る
。
／
息
の
つ
ま
る
程
あ
り
が

リ
イ
プ
プ

た
い
韮
佃
教
的
唯
物
主
製
は
／
夢
み
る
老
な
る
一
日
本
人
を
殺
さ
・
７
と
す
る
。
」
（
白
熊
『

「
印
度
虚
の
と
ぼ
け
た
蚊
、
／
日
本
産
の
寂
し
い
背
年
。
／
聯
典
な
る
『
彼
等
』
は
見
る

が
跡
い
◎
／
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
二
人
の
仲
が
好
過
ぎ
る
か
を
。
…
…
ナ
イ
ル
河
か
ら
来

た
オ
ベ
リ
ス
ク
が
俺
を
見
る
。
／
あ
あ
、
憤
る
者
が
此
処
に
も
ゐ
る
。
／
天
井
裏
の
郊
騒

に
脇
っ
て
『
彼
等
』
の
ジ
ャ
ッ
プ
は
血
に
鞭
う
っ
の
だ
。
」
（
象
）
に
在
米
中
の
心
境
は

鮮
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
強
大
な
物
質
主
幾
文
明
、
資
本
主
義
、
そ
し
て
偽
善
ｏ
ジ
ャ
ッ

プ
と
し
て
は
息
の
つ
け
な
い
人
間
性
の
圧
迫
。
孤
独
で
必
要
経
費
の
保
証
の
な
い
生
活

で
あ
る
だ
け
、
一
層
ひ
し
ひ
し
と
心
を
噛
ん
だ
の
で
あ
り
、
後
に
戦
争
詩
を
一
途
に
密
か

せ
た
屈
序
感
さ
え
抱
か
せ
た
の
で
あ
る
。

荷
瓜
は
明
治
三
十
六
年
十
月
十
日
、
ク
コ
マ
に
上
陸
し
、
父
の
麗
慮
で
古
里
商
店
の
ク

コ
マ
支
店
支
毘
人
山
本
一
郎
宅
に
寄
寓
。
同
月
二
十
日
夕
ゴ
マ
。
ス
テ
ィ
デ
ィ
ァ
ム
・
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
に
入
学
、
約
一
年
間
こ
こ
で
過
し
、
仏
蘭
西
語
を
学
ん
だ
。
山
本
支
配
人
と

父
久
一
郎
と
は
熟
知
で
あ
り
、
荷
風
は
便
遇
さ
れ
、
支
店
の
奥
の
カ
ウ
ン
タ
ｉ
の
椅
子
で

終
日
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
曾
籍
雑
誌
を
読
み
、
「
働
中
夜
話
」
「
舎
路
港
の
一
夜
」

な
ど
を
密
く
な
ど
、
思
う
ま
ま
な
日
を
送
っ
た
。
『
闘
中
夜
話
」
は
渡
航
船
中
の
話
、
一
一
一

十
七
年
四
月
文
芸
供
楽
認
に
発
表
、
「
合
路
港
の
一
夜
」
は
五
月
同
誌
へ
発
表
し
た
。
荷

風
の
生
活
は
父
の
怠
図
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
亜
米
利
加
に
宋
り
て
よ
り
余
が
胸

裏
に
は
芸
術
上
の
革
命
漸
く
起
ら
ん
と
し
っ
ｈ
あ
る
が
伽
し
。
近
時
篭
を
執
れ
ど
も
二
一

行
す
ら
潤
足
に
密
さ
鮨
は
ざ
る
は
蓋
此
の
如
き
思
想
混
乱
の
結
果
た
ら
ず
ん
ぱ
あ
ら
ず
。

金
は
ゴ
ー
チ
ニ
ー
の
如
き
新
形
式
の
伝
奇
小
脱
を
宙
き
た
し
と
恩
ふ
念
漸
く
激
し
く
な
れ

リ
と
壁
も
未
だ
其
の
姻
佃
十
分
な
ら
十
挺
に
苦
悶
の
日
を
送
る
の
み
。
余
は
従
来
四
き
来

れ
る
百
文
一
致
の
形
式
に
つ
き
て
も
亦
大
な
る
不
澗
足
を
感
じ
出
せ
り
。
身
海
外
に
在
る

が
故
に
や
近
頃
は
何
と
な
く
誰
致
に
宙
ぬ
る
古
文
の
雛
忘
れ
が
だ
く
行
李
を
閲
さ
て
平
家

杓
甑
栄
亜
物
翻
な
ぞ
収
出
し
独
り
圃
辺
に
坐
し
て
皮
半
に
至
る
。
」
（
三
十
七
年
一
月
五

日
西
遊
日
越
抄
）
と
、
拠
英
方
面
の
勉
強
な
ど
は
念
肌
に
な
く
、
暁
慨
三
味
の
日
を
送
り

外
国
文
学
も
乱
鏡
し
た
・
夕
コ
マ
花
柳
界
の
消
息
も
知
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
新
聞

紙
日
露
戦
争
開
始
の
近
報
と
共
に
旅
瓜
港
外
に
於
け
る
露
匿
沈
没
の
妃
小
を
褐
ぐ
ご
（
二

月
九
日
）
「
族
四
口
陥
落
の
報
あ
り
ご
（
三
十
八
年
一
月
二
日
）
『
亜
盛
風
日
本
公
便
餌

に
て
身
許
正
し
さ
小
使
一
名
入
用
な
り
と
の
巾
を
Ⅲ
込
み
紫
Ⅲ
子
に
典
の
周
旋
を
依
個
し

た
り
。
こ
れ
近
日
日
露
酔
和
譲
判
開
始
せ
ら
る
Ｌ
に
付
自
然
公
使
館
の
小
野
多
忙
と
な
れ

る
が
為
な
る
べ
し
。
’
一
（
七
月
十
七
日
）
の
肥
が
日
働
戦
争
に
関
し
て
は
あ
る
の
み
で

興
郭
に
あ
っ
て
も
、
関
心
は
薄
く
、
文
学
芸
術
で
心
は
占
め
ら
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
光

太
郎
も
日
本
に
あ
っ
て
「
日
風
戦
争
に
世
は
疎
か
っ
た
。
／
た
だ
旅
図
口
の
悲
惨
な
話
と
、

／
日
本
海
を
段
の
号
外
と
、
／
小
村
大
使
対
ウ
ヰ
ッ
テ
伯
の
好
対
照
と
．
／
こ
の
く
ら
ゐ

が
弧
に
盛
っ
た
。
」
（
彫
刻
一
途
）
と
彫
刻
の
瓦
を
つ
か
み
た
く
て
、
彫
刻
に
あ
け
く
れ

て
い
た
。
荷
瓜
は
ク
コ
マ
公
園
や
近
郊
の
牧
場
や
舎
路
港
や
オ
リ
ン
ピ
ア
港
な
ど
に
遊
び
、

「
余
は
遠
さ
以
前
よ
り
自
叙
伝
を
作
ら
ん
邸
を
恩
ひ
つ
仏
あ
り
。
此
地
に
采
り
て
よ
り
創

作
葱
の
伽
く
な
ら
ざ
れ
ぱ
此
を
概
会
に
自
叙
伝
の
欄
を
起
さ
ん
か
と
恩
ひ
参
考
の
為
に
も

と
ま
づ
ト
ル
ス
ト
イ
が
自
叙
伝
幼
年
少
年
の
薯
を
次
鯏
に
暁
み
始
め
ぬ
。
」
（
三
十
七
年

九
月
二
十
三
日
）
で
あ
り
、
十
月
八
日
に
は
聖
路
易
市
万
国
博
覧
会
に
赴
い
た
。
こ
の
際

も
古
屋
商
店
シ
ア
ト
ル
支
配
人
と
同
行
し
て
い
る
。
十
一
月
二
十
二
日
カ
ラ
マ
ヅ
に
冠
さ
、
歩

翌
年
の
六
月
十
五
日
ま
で
潜
在
、
カ
ラ
マ
ヅ
・
カ
レ
ッ
ヂ
の
聴
醇
生
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
｜

語
を
学
ん
だ
。
十
二
月
廿
八
日
、
「
岡
の
上
」
を
脱
稿
、
木
曜
会
に
送
っ
て
い
る
。
カ
ラ

マ
ヅ
の
生
活
は
荷
風
に
は
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
風
景
と
情
緒
と
を
愛
し
た
こ

と
が
、
日
誌
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。
三
十
八
年
六
月
十
六
日
、
キ
ソ
グ
ス
ト
ソ
の
今
村
氏

宅
へ
。
さ
ら
に
同
月
一
一
一
十
日
、
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
の
日
本
倒
邪
館
勤
務
の
従
兄
永
井
掻
三
氏

宅
へ
赴
き
、
潜
在
し
て
い
る
。
七
月
八
日
「
素
川
子
と
四
方
山
の
は
な
し
の
末
余
は
米
国

の
生
活
の
更
に
余
の
詩
澗
を
喜
ば
す
も
の
な
き
之
欧
じ
仏
蘭
西
に
渡
り
て
後
の
国
の
文
学

を
研
究
せ
ん
卵
の
是
非
を
問
ひ
蕊
子
は
犬
に
こ
れ
を
賛
成
し
先
づ
共
の
旅
費
を
才
覚
す

べ
く
暑
中
休
暇
を
労
働
に
当
っ
ぺ
し
と
云
ふ
。
余
は
、
に
ヘ
ラ
ル
ド
新
聞
に
奉
公
ロ
を
求

む
る
広
告
を
出
し
ぬ
。
」
と
プ
ラ
ソ
ス
行
を
相
麟
し
、
賛
成
塵
御
、
そ
の
周
塵
で
亜
盛
頓

の
日
本
公
腿
餌
の
胚
と
な
り
、
旅
費
の
一
部
に
し
よ
う
と
し
た
。
「
余
は
日
露
談
判

終
了
の
日
ま
で
こ
山
に
労
働
し
其
の
給
金
と
故
国
よ
り
の
送
金
と
を
合
算
し
て
秋
風
と
共

に
一
晒
大
西
洋
を
超
え
て
仏
岡
西
に
行
か
ん
と
十
・
」
（
七
月
十
九
日
）
が
そ
れ
を
明
示

し
て
い
る
。
然
し
、
「
八
月
廿
九
日
家
宙
に
接
十
・
父
は
子
の
仏
間
西
行
は
い
か
に
す

る
と
も
同
意
し
が
た
き
旨
巾
来
れ
り
・
轍
父
と
余
と
の
間
に
は
何
噸
も
同
恩
せ
ら
れ
ざ
る

な
り
・
失
敗
と
失
副
と
に
馴
れ
た
る
命
は
今
史
に
何
の
踊
さ
歎
く
邪
あ
ら
ん
や
。
余
は
平



光
太
郎
は
、
切
治
三
十
九
年
二
月
三
日
節
分
の
朝
川
立
、
一
ヶ
月
肝
０
の
海
路
陸
路
の

旅
を
し
て
、
ニ
ュ
ー
回
Ｉ
ク
五
番
街
の
素
人
下
洞
に
落
ち
つ
き
、
ア
カ
デ
・
・
、
Ｉ
オ
プ

デ
ザ
イ
ソ
の
夜
学
に
通
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
軒
い
て
十
ぐ
に
は
、
自
活
勉
学
の
近
は
開
け

ず
、
「
父
か
ら
も
ら
っ
た
二
千
円
は
干
弗
に
当
り
、
五
百
卵
は
既
に
旅
費
に
出
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
と
の
五
百
弗
の
あ
る
う
ち
に
職
を
見
つ
け
ね
ば
な
ら
ず
」
で
あ
っ
た
。

「
日
本
を
出
る
時
岩
村
教
授
か
ら
彫
刻
家
ブ
レ
ソ
チ
氏
、
マ
ク
ー
ー
ー
ル
氏
に
あ
て
た
紹

介
状
を
攻
っ
て
此
遊
唯
一
の
た
の
み
に
し
て
ゐ
た
の
で
す
が
、
両
彫
刻
家
は
屋
敷
に
接
待

し
て
く
れ
た
け
れ
ど
も
、
私
を
助
手
と
し
て
屈
は
う
と
い
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
…
…
…

故
郷
か
ら
持
っ
て
来
た
二
百
五
十
弗
貯
リ
の
金
は
鉦
日
概
っ
て
し
ま
ふ
。
金
を
と
る
近
は

無
い
。
…
…
共
所
に
先
盟
の
白
趣
幾
之
助
君
が
ア
メ
リ
カ
の
彫
刻
家
に
狼
オ
グ
ラ
ム
と
い

ふ
人
が
居
て
、
非
常
に
立
派
な
作
を
仰
寛
会
に
Ⅲ
し
た
叩
が
あ
る
と
樫
に
鑑
し
た
。
（
彫

刻
を
見
て
）
是
非
会
い
た
い
気
が
侭
上
っ
た
。
…
…
共
晩
私
は
恩
ひ
切
っ
て
、
淋
し
い
寝

台
の
上
で
ポ
オ
グ
ラ
ム
氏
に
手
拭
を
画
い
た
。
。
…
・
・
そ
れ
で
又
考
へ
て
今
度
は
プ
レ
ソ
チ

氏
か
ら
紹
介
状
を
貰
っ
て
夫
を
同
封
し
て
、
や
っ
と
力
を
側
て
投
函
す
る
こ
と
が
出
来
た
］

（
彫
刻
家
ガ
ッ
ト
ソ
ン
・
ポ
オ
グ
ラ
ム
氏
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
首
尾
よ
く
張
才
〆
ラ
ム

氏
の
助
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
週
給
七
ド
ル
。
五
月
か
ら
八
月
ま
で
、
紐
育
市
西
六

五
丁
目
一
五
○
番
に
あ
る
窓
の
獄
い
天
井
裏
の
小
さ
な
部
屋
か
ら
、
自
炊
し
な
が
ら
通
勤

し
た
。
「
朝
は
ト
ー
ス
ト
に
矼
茶
、
昼
は
十
仙
食
堂
で
何
か
一
皿
、
夜
は
近
所
の
デ
リ
カ

ア
メ
リ
カ
と
、
光
太
郎
と
荷
風
と

外
国
と
光
太
郎
と
荷
風
と

「
高
村
光
太
郎
」
ノ
ー
ト
そ
の
八

高
村
光
太
郎
と
永
井
荷
風
と
（
Ⅲ
）

ツ
セ
ソ
店
で
豆
や
〈
ム
を
少
し
買
っ
て
食
べ
、
た
ま
に
は
近
く
の
支
那
版
屋
で
、
安
い
チ

ャ
プ
ス
イ
や
ブ
ー
ョ
ソ
ク
ソ
を
食
べ
た
。
」
生
活
で
あ
っ
た
。

「
当
市
美
技
の
休
暇
後
は
ボ
ー
グ
ラ
ム
氏
の
助
手
彫
刻
室
に
日
に
研
究
」
（
紐
育
よ
り

六
月
十
七
日
）
、
「
秋
よ
り
英
術
学
校
へ
彫
圃
と
木
炭
画
を
」
（
同
九
月
六
日
）
、
尋
，

日
よ
り
英
佼
』
「
来
年
の
五
月
を
以
て
好
り
申
す
ぺ
け
れ
ば
、
此
の
一
期
を
修
め
た
る
後

今
度
は
ロ
ソ
ド
ソ
に
向
ふ
答
に
御
座
侯
」
（
同
十
月
一
日
）
と
。
十
月
、
ア
ー
ト
ス

チ
ュ
ー
デ
ソ
ト
リ
ー
グ
の
夜
学
に
入
り
、
自
衡
の
苦
学
生
活
を
し
た
。

一
九
○
七
年
、
学
校
で
翌
年
度
の
特
待
生
に
選
零
さ
れ
、
特
別
賃
も
受
け
、
父
光
興
の

配
慮
で
良
商
務
省
海
外
爽
習
生
の
資
格
を
仰
ぐ
月
六
十
円
の
手
当
を
得
た
。

学
涜
は
豊
か
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ブ
プ
と
い
わ
れ
て
、
淋
し
さ
に
耐
え
、
締
神
的
に
も
物

質
的
に
も
余
裕
の
な
い
苦
悶
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
私
の
爾
神
と
肉
体
と
は
毎

日
必
ず
『
生
れ
て
初
め
て
』
の
こ
と
を
経
験
し
、
吸
収
し
た
」
の
で
あ
る
。
「
毎
日
人
間

行
動
の
基
本
的
相
違
に
威
か
さ
れ
」
「
若
▲
し
い
人
間
の
気
慨
に
ま
づ
気
づ
き
」
「
善
意

的
強
圧
力
に
反
擾
を
感
じ
な
が
ら
、
…
…
あ
け
っ
放
し
の
人
間
性
に
魅
惑
さ
れ
た
。
」
生

活
で
あ
っ
た
。

「
生
ま
れ
て
初
め
て
日
本
の
土
地
を
賎
札
て
一
箇
月
肝
Ｄ
の
心
細
い
旅
行
の
末
紐
汀
中

央
停
血
場
の
煤
け
た
歩
廊
に
朝
早
く
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
吐
き
出
さ
れ
た
型
は
、
恩
に
遠
く

に
腿
る
父
や
母
の
邪
と
恩
出
し
て
硬
の
減
れ
る
の
に
困
っ
た
囚
、
ま
る
で
世
間
を
知
ら
な

い
、
学
校
で
荷
っ
た
ぽ
か
り
の
二
十
四
才
の
お
坊
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
の
で
、
比
か
ら
こ
の
ア

メ
リ
カ
の
繁
華
な
部
の
激
し
い
生
活
の
中
で
、
ど
う
食
を
求
め
て
、
ど
う
勉
強
し
た
ら
い

い
か
、
ま
る
で
分
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
…
…
故
郷
の
．
…
：
ど
の
位
身
に
し
み
て
恋
し
か

っ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
」
と
か
「
小
生
此
ま
で
は
故
郷
と
い
ふ
も
の
を
右
左
ざ
り
し
身
。

今
度
此
地
に
未
り
て
は
じ
め
て
故
国
の
な
つ
か
し
さ
を
知
り
申
し
侯
。
母
を
お
も
ひ
も
父

を
お
も
ひ
侯
時
は
、
実
に
漢
の
あ
ふ
れ
出
づ
る
を
と
盤
め
あ
へ
ぬ
癖
に
僕
。
親
と
い
ふ
も

井
田
康
子


